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      プロローグ





“〝愛Ｉ”〟は“〝Ｈ”〟のあとに来る──なんて誰だれが言ったんだっけ？

　たぶん「頭で難しく考えるな。本能に従えば、あとから愛がついてくるから、恋こいに臆おくび病ようになることなんてない」みたいなニュアンスで言ったんじゃないかな。

　少なくとも僕ぼくは、そう思う。

　というより、そうであってほしい。

　とりあえずえっちしてから愛しなさいってことでは、ないはず。うん。

　そんなわけで僕、小こい泉ずみ祐ゆう介すけも、普ふ通つうに恋をして普通に愛を確かめるために……まあ、そういうことをするんだろうなって、ぼんやりだけど思っていたんだ。

　それがまさか、こんなことになるなんて。

　人生、わからない。



　つまり何を言いたいのかって、言うと。

　過あやまちは誰にでもあるって、ただそれだけなんだ。

　あ、いい訳じゃなくって。本当だよ？　本当なんだってば。



    

  
    
      一章　HOME PARTY





　繊せん細さいかつ重じゆ厚うこうなピアノソロからはじまり、伸のびやかに展開して、一転、激しく情熱的な、ともすれば官能的な旋せん律りつへと変わっていく。

　名曲として、そして難曲として名高いラフマニノフピアノ協奏曲第二番第一楽章。

　それを沢さわ野の綾あやは、とても楽しそうに弾ひいていた。とあるピアノコンクールの優勝者に特典として開かい催さいされるコンサート──そのステージの真ん中で。

　クリーム色したノースリーブのドレスから白い腕うでが伸びて、鍵けん盤ばんの上を躍おどっている。旋律にあわせて、ツーテールに結ゆった髪かみが軽かろやかに揺ゆれる。目鼻だちのはっきりした愛らしい顔は真しん剣けんそのものなのに、僕には笑っているように感じられた。

　ヴァイオリンやフルートたちと渾こん然ぜん一いつ体たいとなったピアノの音色が、ホールの中をめぐって僕らを包つつみ込む。

　曲はクライマックスを迎むかえ、そして力強いフレーズで幕を下ろした。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　ブラボォォ──────────────────────────ッ！

　みんなが一いつ斉せいに立ち上がって拍はく手しゆを送る。

　僕も、もちろん立ち上がっていた。

「さすがねー、綾ちゃん。感動しちゃったー！　ぶらぼーっ！　ぶらぼーっ！」

「こんな大きなホールなのに気き後おくれしてないし。うーん、なんか燃えてきた。私たちも負けていられないって感じよね」

「──（コクコク）」

　理り緒お菜なさんは感かん嘆たんの声をあげ、杏きよ子うこは興奮して拳こぶしを握にぎり、美み雪ゆきちゃんは楽しげに何度もうなずいていた。

　みんなは僕と一いつ緒しよにバンドを組んでいるメンバーだった。

　あ、もちろん綾もふくめてね。

　叶かのう理緒菜さんは高校三年生で、僕と佐さ久く間ま杏子のひとつ年上でベーシストだ。肉感的なスタイルの持ち主で、とくにその胸はびっくりするぐらいに豊か。サイズがぴったりと合って、その上かわいいデザインのブラジャーがなかなか見つからないのが、悩なやみのタネだそうだ。

　間延びした口調のとおりにのん気で、そして、ぶっちゃけてしまえば快楽主義者。ちょっとした問題を抱かかえている僕をからかっては、いつも面おも白しろがっている。本当、そういうのは勘かん弁べんしてほしいんだけど。あと、そろそろ冬も近いんだから、おへそを出だしたり短いスカートを穿はくのは控ひかえた方がいいと思う。

　そのとなり、佐久間杏子は僕の幼なじみで、バンドに誘さそってくれた子でもある。長身に長い手足。男おと勝こまさりでサバサバしているように見えて、じつは人情家。よく見れば美人なのに、ぜんぜん気取ったところがなくて、そのせいか女の子にも人気がある。あと着き痩やせするタイプで、じつはスタイルがいい。なにせ下着姿を見たことあるし、そのおっぱいを背中に感じたこともあるから間ま違ちがいない。ヤバいヤバい。あんまり深く思い出すと、大変なことになるので、これぐらいにしよう。

　で、最後は野の々の宮みや美雪ちゃん。中学生ぐらいに見えるほどの童顔で愛らしくて、背だって小さいけど、それでも立派な高校一年生のドラマー。キーボードの綾と同級生だ。美雪ちゃんは基本無口だけど、そのわりにときおり本気なのか冗じよ談うだんなのかわからないことを平気で口にする。たとえば僕を好きだとか。そういう冗談は、ドキッとするからやめてほしい。

　まあともあれ。

　僕は、あらためて舞ぶ台たいの上に目をやった。

　大だい歓かん声せいと称しよ賛うさんの嵐あらしを受ける綾の姿を、嬉うれしく、誇ほこらしく思う一方で。

　どこか別世界の人のように見えて、少しだけさびしく感じた。

　そのとき。

　観客席に視線をさまよわせていた綾が、僕たちを見つけてホッとした笑えみを浮うかべた。

　割れるような大歓声の中、綾の声なき声が聞こえたような気がした。

　──聴ききに来てくれたんですね。しかも楽しんでくださったみたいで、安心しました。また、あとでお会いしましょう。

　最後に一礼して、気き恥はずかしげに舞ぶ台たい袖そでへと歩いていく綾の背中を見ながら、僕は頬ほおが緩ゆるむのをこらえられなかった。

　やっぱり僕は綾が好きなんだと、あらためて思い知らされていた。





「あっ！　みなさん！　来てくださったんですね？」

　県営ホールの地下、控ひか室えしつの前で綾は僕らに満面の笑みを浮かべた。

　ちなみにドアのすぐ脇わきには、スーツ姿のごつい大男が仁に王おう立ちしていた。沢野家お抱えのＳＰらしい。さすが沢野家、お金持ちはやることが違ちがう。あ、そういえば、綾がコンクールで優勝したときも、沢野家がさらに大きなホールで優勝記念コンサートをやらせようと動いたって話も、聞いたことあったっけ。そのときは綾が、恥はずかしいからと全力で止めたらしいけど。このＳＰとか見ると、あながちウソじゃなさそうだね。あはは。

「どうかしましたか？」

「あ、ううん。なんでもない。それより、綾。コンクール優勝、おめでとう」

　もう何度も口にした代わりばえのしないお祝いにも、綾は満面の笑みを浮かべてくれた。

「ありがとうございます。祐ゆう介すけさん」

「さっきの聴いたら優勝もあたりまえって思った。さすがだよね」

「そんな、やめてくださいよ」

　あ、テレてる。

「優勝なんて偶ぐう然ぜんですよ。もちろん感謝はしていますけど、わたしはみなさんが聴いて喜んでくれた方がよっぽど嬉しいんですよ？」

　こんな恥ずかしいことを大まじめに言えちゃうあたり、僕は好きなんだよなぁ。

　と、そこで、かたわらの杏子がごほんと咳せき払ばらい。

　あ。綾に見とれていたの、バレてた？

　杏子は僕にあきれた目を向けてから、綾に向き直った。

「ねえ、今夜の祐介ん家でのパーティーには来られるんでしょ？　楽しみにしててよ、腕によりをかけて料理作ったんだから」

　いま僕の母さんは単身赴ふ任にんしている父さんのもとに出で掛かけているし、じいちゃんは研究だって遅おそくまで離はなれに籠こもるらしい。つまり家には僕しかいない。

　だったらと、綾のお祝いを計画していたのだ。

　杏子と美雪ちゃんは、すでに午前中、僕の家に来て下ごしらえを終えていた。

「はい。おうかがいします」

　笑顔でうなずく綾に、僕らの背後から、おずおずと声がかけられた。

「あ、あの。お嬢じようさま。……申し訳ないのですが、このあとには予定が……」

　いつの間に、そこに人がいたのか。振ふり返かえるまで、僕らはまったく気づかなかった。

　まがうかたなきメイドさんだった。

　足首まで隠かくれるようなロングスカートの黒のワンピースに、白いエプロン。長なが袖そでの手首に白いカフスのコントラストが、とてもきれいだった。杏子と同じぐらいの長身で、漆しつ黒こくの長い髪を三つ編みにした、メガネのよく似合う美人さん。なのに、ものすごく目立たないのは、メイド服のせいなのか、それとも本人の雰ふん囲い気きのせいなのか。どっちなんだろ。あとすごく若い。僕らと、ちょっとしか違わないんじゃないか？

「小こ町まちさん！　予定って、なんですか？」

　小町さんと呼ばれたメイドさんはびくっと肩かたをすくめる。

「あの……お嬢さまを推おしてくださったコーエン先生との会食が、このあとセッティングされているのです」

「そんな、いつ？」

　その話が決まったのか、ってことだろう。

「昨日の夜です。旦だん那なさまから、お聞きになっていらっしゃいませんか？」

「聞いてません！　それに以前からずっと、コンサートのあとには約束があるって言っておいたのに。お父さまったら！」

「あの……すみません……」

　小町さんは小さくなってしまう。

「別に小町さんが悪いわけじゃありません。お父さまが全部悪いんです。でも、本当にどうしましょう。小町さん、なんとかできませんか」

「わたくしの力ではどうにも……申し訳ございません」

　小町さんは深々と頭を下げる。と、そのまま控室まで綾の肩を押おして行ってしまう。

「え？　小町さん？」

「本当に申し訳ありません。お叱しかりならば、あとで存分にお聞きいたします」

「あ、そんな」

　綾と小町さんを飲み込んだ控室のドアが、ばたんと閉じられた。さらにすかさずそのドアの前に、ＳＰが立ちはだかる。

　無言ながら威い圧あつ感のこもった目で、僕らを見み渡わたす。

　僕らはあまりのことに呆あつ気けにとられて、顔を見合わせるしかなかった。



　　♪　　　　♪



　あのあとＳＰに控室に入れてもらえるよう粘ねばってみたのだけど、まったく相手にしてくれなかった。おかげで話すらできずに、僕らは廊ろう下かを抜ぬけて県営ホールのロビーに出てきていた。

「納なつ得とくいかなーい！　なによ、もー！　あたしたちの方が先約なのにー！」

「──でも綾は悪くない」

「そんなのわかってるよー。怒おこってるのは、綾ちゃんのお父さんにーっ！」

「たしかに納得はできないよね。せっかく準備したのにさ」

　うん。どう考えても綾に非はない。それに綾だって行きたがっていたのに。

　だったら……

「なんとかできないかな？」

　みんなの視線が集まる。

「なんとかするって、どうやって？」

「簡単だよ。みんなで綾を連れ出すんだ」





　ジーンズにパーカー、キャップを目ま深ぶかにかぶった女の子の手を引いて、僕は県営ホールの自動ドアを走はしり抜けた。目の前にはすっかり色づいた銀杏いちようの並木道がまっすぐに延びている。右手には市民の憩いこいの場にもなっている大きな公園があって、左手には広い駐ちゆう車しや場じよう。

　その少し奥おく、停とまっていたクルマの陰かげから杏子と理緒菜さんが顔を出していた。

　駆かけ寄よろうとした拍ひよ子うしに一緒にいた女の子のキャップが風に飛ばされてしまい、長い髪がふわりと広がる。つばに隠れていた顔があらわになった。

　綾だ。

　美雪ちゃんに女子トイレで待ち構えてもらい、綾に着き替がえを手て渡わたしてＳＰの目を欺あざむいたってわけだ。ちょっと不安だったけど、うまくいってよかったよかった。

「すみません、わざわざこんなことまでしていただいて」

　綾はいつものツーテールに結い直しながら、僕らに頭を下げる。

「いいのよ、綾。これぐらい」

「ねー？　あー、あとはユキちゃんが帰ってくるのを待つだけねー？」

「うん。女子トイレから抜け出すだけだから、問題ないと思うんだけど。あ、よかった、美雪も来たみたい……だ、けど」

　杏子の顔色が変わる。僕も思わず息を飲んだ。

　僕らに駆け寄る美雪ちゃんのあとから、小町さんが追ってきたのだ。美雪ちゃんも初めて気がついたらしく、小さく舌打ちをした。

　小町さんは辛つらそうに顔をゆがめて、綾に頭を下げる。

「お嬢さま、お願いします……お戻もどりください」

　綾はぐっと下したく唇ちびるを噛かみしめた。

「小町さん、お願いします。行かせてください」

「わー。イかせてくださいだってー。なんかやらしいねー」

「理緒菜さん、冗談も時と場所をわきまえてください！」

　僕がツッコむのもかまわず、小町さんはシリアスに返した。

「……お嬢さま、申し訳ありません。やっぱり、旦那さまのご命令ですから、わたくしは逆らえません。恨うらむなら、わたくしを恨んでくださいませ」

　どうやら、どうしても綾を連つれ戻すつもりらしい。おどおどとした口ぶりのわりには、義ぎ理り堅がたくて意外と頑がん固こらしい。

　こうなったら、しかたない。

　僕が目を向けると、綾をのぞくみんなが大きくうなずいた。瞬しゆ時んじに意志が疎そ通つうした。

「綾！　行くよ！」

「──あとで合流」

「え、あ、きゃあ？」

　杏子と美雪ちゃんが綾の手を引っ張っていく。

「お、お嬢さま!?」

　あわてて追いすがる小町さんの前に、ひとり僕が立ちはだかる。

　と思ったら、となりに理緒菜さんが並び立った。

「……理緒菜さんも逃にげて良かったんですよ？」

「ユウくんばっかり、カッコ良すぎるじゃない、それじゃー」

　理緒菜さんが苦くし笑ようする。

　なんだろう。心強いんだけど、男としての見せ場を取られたような気がして、ちょっと複雑な気分。そんなに僕、頼たよりなく見えるかな。

　小町さんは僕に問いかける。

「あの……そこを、どいてくださいませんか？」

「イヤです。これぐらいのわがまま、綾に許してくれたっていいじゃないですか」

「……そうですか。しかたありませんね」

　小町さんはなんの気なしに悠ゆう々ゆうと、歩くのとかわらない速度で僕の間合いに踏ふみ込む。まるでネクタイのゆるみでも直すかのように僕の襟えりに手を伸ばすと。

　いきなり僕の視界がぐるりと回った。

　いっだぁ！

　背中に走る衝しよ撃うげきと、逆さまにのぞきこむ小町さんを目にして、ようやく自分が投げ飛ばされたことに気がついた。

　な、なんで？

「いざというとき、そばにいるわたくしがお嬢さまをお守りできるように、護身術を身につけました」

　ＳＰがいるのに、それでも念を入れてってこと!?　メイドなのに？

「この前のようなことが起きたとき、あなただけに頼るわけにはいきませんから」

　あ、そうか。

　文化祭のライブ前に綾は連れ去られたことがあって、それを教訓に警備を強化したってことか。でも、なんでその技術が僕ぼくに向けられることになるんだ？　どんな皮肉なの!?

「す、すみません。おとなしくしててください」

　小町さんは申し訳なさそうにつぶやいて、理緒菜さんに向き直る。くいっと直したメガネが、反射して白く光る。

「ほー。すごーい。強いんだー」

　しかし、それでも理緒菜さんは動どう揺ようしない。

「でもーやっぱり、ここは通さないよー？」

「では……申し訳ありません」

　小町さんはやっぱり流れるような動きで理緒菜さんに歩み寄る。荒あら々あらしくないからこそ、わかる。この人は、相手が女性でも手を抜かない。

　対する理緒菜さんは……

　両手を広げて待ち受けていた。

「どうして!?」

　そんなの投げてくれと言っているようなものなのに。

　小町さんは右手を襟に伸ばす。さらに左手で理緒菜さんの手首を掴つかもうとして──弾はじかれた。しかし小町さんはこだわらずに諸もろ手てで襟をとって投げようとした、そのとき。

　理緒菜さんの両手が動いた。

　しゅぱぁん──

　小町さんが凍こおりつく。

　速すぎて、いまの一瞬、なにが起きたかわからなかった。

「こ、こんなことが……」

　理緒菜さんは不敵な笑みを浮かべる。

「練習してた甲か斐いがあったみたーい。よかったー」

　そして呆ぼう然ぜんとしている小町さんの脇を擦すり抜けて背後に回り込む。

　しゅるん

　何をしたのか、これは見えた。

　理緒菜さんが小町さんのエプロンをほどいた。

「あ！」

　我に返った小町さんがあわてて振り返った、そのとき。



　小町さんのメイド服、その上半身が脱ぬげ落ちた。



「────!!」

　小町さんは声にならない悲鳴をあげる。

　メイド服を構成しているエプロンが落ちて、黒のワンピースの胸むな元もとから腰こしまで留めているボタンがすべて外れていた。自然、肩から滑すべり落おちそうになるワンピースを支えようと胸元を抱だくけど、もう遅い。雪のように透すき通とおる肌はだと、純白のブラジャーが見えてしまった。

「ぐはっ」

　僕はあわてて目をそらすけど、いまの映像が脳のう裏りにしっかりと焼きついてしまった。最近、意識して遠ざけていたから、よけい刺し激げきが強い。柔やわらかそうで、それでいてほどよい弾だん力りよくがあるだろうふたつのおっぱい。必死にワンピースを押さえようとした二にの腕うでによって、カタチが少し変わってるあたりも、その柔らかさを想像させた。

　僕のなかで、何かが弾ける。

　ま、つまるところ僕は興奮というか、欲情してしまったわけで。

　……って、いうことは。

　すとん。

　物音に目を向ければ、地面に座すわり込んでいる小町さんの姿があった。頬を上気させて、自分の身体を抱きしめるようにして、もだえる。

「な……なんです……これ……どうして……こん、な……」

　潤うるんだ目ですがるように僕を見つめる。

　肩から胸元までむき出しにして、地面に座り込んでいるメイドさんという画えは、とても蠱こ惑わく的てきで……

　間違いない。

　またフェロモンが出ちゃった！

　僕はじいちゃんの作ったおかしなクスリのせいで、いやらしいことを考えて興奮すると、フェロモンを発散してしまう体質になっている。フェロモンによって女の人も触しよ発くはつされて、こんなふうに腰こし砕くだけになったり、いやらしい気持ちになったりする。またそこで僕に迫せまることによって僕は興奮しちゃって、さらに濃のう密みつにフェロモンを発散してしまうという図式になっているのだ。



    

  
    
      「ちょ。ほら、ユウくん。いまのうちに逃げよー？」

　理緒菜さんは膝ひざに手をつきながらも、僕に呼びかける。

「そ、そんなこと……させません……」

　だけど小町さんは立てない。力が入らないらしい。

　あ、そうか。いまがチャンスか。

　僕は理緒菜さんに駆け寄って、その手を引くようにして逃げる。といっても、理緒菜さんも僕のフェロモンの影えい響きようを受けちゃっているので、早歩きぐらいが精せい一いつ杯ぱいらしい。もういやらしいことなんて考えてないけど、でもすぐには効果はおさまらない。

「大だい丈じよ夫うぶですか？　理緒菜さん」

「んー。なんとかー。ほら、あたしってユウくんのフェロモンにあてられるのにも、ちょっとは慣れてるからねー」

　それだけ理緒菜さんの前でやらしいこと考えてるってことですか？　そんなつもりないのに。

　なんて思ってるそばから、うっかり理緒菜さんのむき出だしになったおへそのあたりとか、むき出しになってる太ふと股ももとかを見てしまって、あわてて視線をそらす。

　すみません。気をつけます。

「あーでもー。ちょっと油断すると、このままユウくんを押し倒たおしたくなっちゃうぐらいにはー、あたしも興奮してるかなー」

「ちょ、やめてくださいよ！」

　フェロモン恐おそるべし。

「冗じよ談うだんよー、冗談」

「冗談に聞こえないですよ！　っていうか、いま気がついた。さっき、小町さんになにしたんですか！」

「えー？　前のボタンを外して、エプロンほどいただけだけど？」

　いや、結果を見れば、そこは予想がつきますが。

「……あんなに速く？」

　だって、ざっと見ても六つや七つぐらいはボタンがあったはず。それをあんな一いつ瞬しゆんで外してのけるなんて本当に可能なんだろうか。

「練習したからねー。頑がん張ばったんだよー？　ほら、いつでもユウくんを脱がせられるようにねー」

「他ひ人との服のボタンを外す練習？　って、僕のためってなんですか、僕のためって！」

「えー。だってー。いつの日かユウくんの気が変わって、あたしとえっちしたいって思うかもしれないじゃなーい？」

「そんな日は来ません！　僕は綾が好きなんですから！」

「うん、知ってるよー？」

　本当にわかってるんだろうか。

「いや、それよりそもそも、もし同意の上だとしたら『他ひ人との服のボタンをすばやく外す技術』なんて必要ないですよね？」

「……あー。そーかー」

「そーかーじゃありませんよ！」

「じゃあやっぱりー、無理やり脱がすしかないねー」

「なんでそうなるんです!?」

「まーそんなことよりー、早くみんなと合流して、パーティーしようよー、パーティー」

「話をそらさないでくださいよ、もう！」

　……どういうわけか、すごく美人でスタイルもよいこの先せん輩ぱいは、僕を襲おそってえっちしちゃおうとか、まるでスケベ親父おやじみたいなこと考えているんだよね。理緒菜先輩だったら、相手に不自由することないだろうに。

　まあ、こんな美人に気に入られて、まったく、これっぽちも嬉うれしくないかって言えば、それもウソになっちゃうんだけど。

「じゃあー。やっぱりやっちゃうー？」

「人の思考を、勝手に読まないでください！」



　　♪　　　　♪



「はー。あったかーい。やっぱりこたつはいいよねーこたつはー。安らぐよー」

「はふぅ。そうですねぇ」

　僕らは何ごともなく（か、どうかは微びみ妙ようだけど）綾たちと合流して、我わが家やに来ていた。部屋の中央に置かれたこたつに真っ先にもぐり込んだ理緒菜さんは、これ以上ないくらいに緩ゆるみきった顔。

　僕と綾もこたつに足を入れる。たしかに理緒菜さんの気持ちもわかる。

　本格的な冬を前にして、この破はか壊いり力よく。もう出たくないもんなぁ。

「あ。くつろぐ前に……その、大丈夫でした？　小町さんを説得できたんですか？」

　綾は我に返って、僕に尋たずねる。

「え、あ。うん、まあね」

「説得というかー。最後はユウくんがー、身体に言い聞かせたって感じよねー」

「理緒菜さんは黙だまっててください！」

　びしっとツッコミを入れるけど、理緒菜さんはへらへらと笑うだけ。

　わかってて、やってるな。

「はい？　どういうことです？」

「それがね、ユウくんがまた……」

「わあああああ。そんなことより理緒菜さん」

「なーに？」

　楽しそうな笑え顔がおだなぁ、もう。ここはひとつ、ちくりと言ってやろう。

「理緒菜さんって高三ですよね。こんなところでのんびりしていて、いいんですか？　週一のバンド練習にもかかさず来てますし。受験しないんですか？」

　むっと一瞬、理緒菜さんは押し黙る。

「もー。やなこと思い出させるなー。いーじゃない。綾ちゃんのお祝いの日ぐらいー。それに、ちゃんと勉強してるもーん。こーみえて、成績はいーんだからねー」

「そ、そうなんですか？」

　失礼にも聞き返した僕の足を、理緒菜さんはこたつの中で蹴けりあげた。ヒーターに激げき突とつして、ものすごく熱い。

「これでもーあたしは優等生なのー。受験対策もまずまずなんだからー」

「あの。受験って、どちらです？　理緒菜先輩」

「えっとね。例えば……」

　理緒菜さんはいくつか大学名をあげる。わりと近所の国立大学や私立大学。そして。

「……あたりのー薬学部」

　ん？　薬学部？

「ちょ、ちょっと待ってください？　じゃあ、もしかして理緒菜さん、薬やく剤ざい師しを目指しているんですか？」

「んー。まあ、研究もしてみたいから、四年生になってから進学か就職か選せん択たくできる学校がいいんだけどー。ほら、薬剤師になろうと思ったら六年通わなきゃだからさ」

　あっけに取られた。

　薬学部といえばそれなりに難関のはずで、それをさらりと言ってのけるのも驚おどろきだけど、なにより。

「そんなことを考えていたんですか？」

「んー。まあねー。前から手に職ほしいなって思ってたんだけどー。ほら、ユウくんがモテルゼＸ飲んじゃって、その効果を実感してからは薬学も面おも白しろそうだなーて」

　おもな動機がウチのじいちゃんってあたりが、ちょっと人には自じ慢まんできない感じがする。

「あれあれー。あたしの白衣姿でも想像してー、ぽーっとなっちゃったー？　ふっふっふー、いいわよー。ユウくんなら、いつでもお注射してあげる、お注射」

「ば、なに言ってるんですか！　っていうか、注射するのは薬剤師の仕事じゃないですよ」

「あーそーか。そーよねー。お注射するのは、ユウくんの仕事だもんねー。こっちのー」

　理緒菜さんが身を乗り出してきて、僕に手を伸のばす。

　僕はあわてて腰をひいた。

　さすがに今度は綾も、理緒菜さんのいわんとしていることが、わかったらしい。

「なにがお注射ですか！　理緒菜先輩、祐介さんにそういうこと言わないでください」

「そう、下ネタ禁止！」

「こんなの下ネタのウチに入らないよー？　下ネタっていうのは──」

「ああ、言わないでいいです。っていうか、なんで脱ごうとしているんですか！」

「だから、下ネタをねー。体現させよーかと思ってー」

「いいですって！」

「じゃあ、ユウくんが脱ぐ？」



    

  
    
      「なんでそうなるんですか！　やめてください！　わあ、服を引っ張らないで！」

「理緒菜先輩！　祐介さんに手を出しちゃダメです！」

　なんてドタバタやっていると。

「なにやってるの？　あんたたち」

　あきれた顔で、杏子が部屋の入り口に立っていた。その手に鍋なべつかみをはめて、大きな土ど鍋なべを持っている。

　あー。助かった。ナイスタイミング。

「──ふざけると大ヤケド」

　冷静に忠告した美雪ちゃんはカセットコンロをこたつに乗せた。杏子はそこに慎しん重ちように鍋を乗せ、火にかける。

「もう準備はできてて、そろそろ食べられるから。ほらほら、器うつわまわして。ポン酢ずは？」

「──ちゃんとある」

「ありがと、美雪。ジュースも全員まわった？　はい、それじゃあ、綾のコンクール優勝とコンサートの成功を祝しまして」

　僕らの目が合う。みんなの手にはジュースの入ったグラス。息が自然と合った。

「「「「「かんぱーい！」」」」」

「おめでとう、綾」

「ありがとうございます」

「で、聞きたいんだけど、さっきは何してたの。ふたりして祐介を脱がそうとしているように見えたけど」

　なんでわざわざ話を戻すの、杏子。

「なっ！　ち、違ちがいますよ。わたしは止めようとしてたんです。そんな、ひどいです！」

　綾は真っ赤になって首を振ふる。本当に誤解なんだけど、そこまであわてる姿がちょっと可愛かわいかった。杏子は笑顔で、さらに。

「なら、よかった。私がいないウチに、そこまで進んでるのかと思って、びっくりしちゃったよ」

「そんなわけないじゃないですか！　そ、それになんでこんな、みんながいるようなところで、そんなやらしいことしなくちゃいけないんですか！」

「あれあれー？　それじゃー、まるで二人っきりだったら別ーみたいに聞こえるけどー？」

「理緒菜先輩!?　なに言ってるんですか！」

　二人にからかわれて（半分くらい本気で言っているのかもしれないけど）綾も可哀かわいそう。だけどヘタに僕が口を挟はさむとかえって火が大きくなりそうな気もする。

　ここは、ただ話の矛ほこ先さきを変えるだけにとどめておこう。

「美雪ちゃん、鍋ってどんなの？」

「──見ればわかる」

　美雪ちゃんは鍋つかみを手にして、土鍋のふたを開けた。

　もうもうとたちのぼる湯気の向こうには、塩を利きかせた透き通っただし汁じるに、白菜、春しゆん菊ぎく、ねぎ、椎しい茸たけ、紅葉もみじのカタチに切ったニンジンに豆とう腐ふ、ちょっとの鶏とり肉にく。全体として野菜がどっさり入っている印象……なのは、いいんだけど。

　やはり目立つのは、白くて大きなふんわりしたもの。

「ねえ。僕の見み間ま違ちがいじゃなければ、あれは肉まんじゃない？」

「──そのとおり」

　ええ？　鍋に肉まん？

「あ、それね。私も前に美雪に聞いてびっくりしたんだけど。でも一度やってみたら、なかなか美お味いしかったのよね。だから、そんな心配しなくていいと思うよ」

　杏子が太たい鼓こ判ばんを押おす。んー、料理上手の美雪ちゃんと杏子が言うんだから、間ま違ちがいないんだろうけど。

「──今日は健康も考えて、やさいを多めに入れてみた。名付けて“〝やさいたっぷり肉まん鍋”〟」

「わりと普ふ通つうのネーミングだね」

「──略して、やりまん鍋」

　さいたっぷ肉鍋。

「ぶほっ」

　杏子が口にふくんでいたジュースを吹ふいた。あわあわしながら、斜はす向むかいに座る綾が布ふ巾きんであたりを拭ぬぐう。

「どうして、そんな略し方!?」

「──え？　おかしい？」

　美雪ちゃんはあいかわらずの無表情なので、本当にわかってないのか、それともわかっててわざとやっているのか、まったく読めない。

　あきれる僕を見て、綾はきょとんと首を傾かしげる。

「……なんで、やりまん鍋がいけないんですか？」

「綾はそういうこと、あんまり口にしない方がいいと思う」

「え？　なんでです？」

　問とい詰つめられても僕は答えられない。

　じゃあ代わりにとばかりに理緒菜さんが口をはさむ。

「ああ、それはね。やりまんっていうのはー、」

「へんなコト教えなくていいです。理緒菜さん！」

「ええー？」

　なんというか。綾には、もっとこう可か憐れんなままでいてほしいというか。知らないなら、知らずにいた方が本人のためだと思うんだ、うん。

「……なんですか。わたしに内ない緒しよですか？」

　あれ？　なんで綾、怒おこってるの？

「隠かくすってことは、なにか都合が悪いんですか？」

「違う！　そうじゃない。なに、そんなに僕が信じられない？」

　綾のためを思って言わなかっただけなのに、なんでそんな僕が悪者みたいな言い方？

「祐介さん、声を荒あららげたりして、よけいにあやしいです。やっぱりやましいことが……」

「やましいというかー、やらしいことよねー？」

「理緒菜さんは、よけいなことを言わないでください！」

「ちょっと、どういうことか説明していただけますか？　小こい泉ずみさん？」

　綾の怒いかりに完全に火がついた。

　小泉さんなんて、呼び方まで変わってるし。

「あ、もう、だから、そんな怒るようなことじゃないって！　あ、ちょっと！　杏子もアクなんかとってないで、なんとか言ってやってよ」

「自分で解決しなよ。私、痴ち話わゲンカには首を突っ込まないって決めたの」

「──夫ふう婦ふゲンカは犬も食わない」

「ひどいっ！　もとはといえば、美雪ちゃんがきっかけなのに！」

　綾も綾で声を荒らげる。

「ツッコむところは、そこじゃないです！　なんですか、夫婦って！」

「あーもー。やけちゃうなー。ユウくん、あたし相手だとーそこまで本気でケンカしてくれないもんねー。アツいなー」

「アツくありません！」

　しかしヒートアップする僕ぼくや綾とは違い、杏子はあくまで落ち着いて、ひと言。

「でも本当、火を使っているし。ちょっと暑いかもね」

「でしょー？　そだ、脱いじゃおーっと」

　そして理緒菜さんは着ていたＧジャンを脱いで、さらに丈たけの短いシャツの裾すそを掴つかんで、ぐいっと。

「ちょっ！　理緒菜さん、その下ってもう下着じゃない!?」

「そうよー。あ、大だい丈じよ夫うぶー大丈夫ー。あたしは気にしないから！」

「僕が気にするんです！」

「別にいいのにー。ねー？　だいたいおかしいよねー。海で着た水着と露ろし出ゆつはたいして変わらないのにー」

「──それは自分も不思議に思う」

　そんなところで意気投合しなくていい。

「「いいから、着てください！」」

　僕と綾の声が見事にハモッた。

「んーもー」

　口をとがらせながらも、理緒菜さんはとりあえずシャツは着てくれた。

　まったく、なんだろう。僕もすごい疲つかれた。ツッコミ疲れ？

　見れば綾も、僕と同じようにぜーぜー息をついていた。目が合うと、お互たがい、なんとなしに笑いあった。さっきまで言い争っていたのが、なんだかバカみたいだ。

「ねえねえ。もういいと思うんだけど、どう？」

　杏子の問いかけに、美雪ちゃんが鍋をのぞき込む。

「──うん。ちょうど食べごろ」

「よし、それじゃあ、いただきまーす」

　みんなに負けじと僕も箸はしを手にとった。





　結論から言うと“〝やさいたっぷり肉まん鍋”〟は、とても美味しかった。

　鍋のだしを吸った肉まんの生き地じがジューシーで、それでいてふわふわの食感となって、なかなかに新しん鮮せんな鍋だった。

　あっと言う間に平らげて、僕らはこれまた美雪ちゃんが作ったというケーキを切り分けていた。王道のイチゴのショートケーキだけど、手作りとは思えないぐらいの本格派。ホイップの飾かざりつけとか、一分のバラつきもない。

　杏子はポットの紅茶をカップに注いで、みんなに配る。

「あれ？　僕のは？」

「祐介はコーヒーがいいって聞いたから。理緒菜にお願いしてあるんだけど」

　そうだったんだ。たしかにコーヒーのが好きだけど、紅茶でもかまわなかったのに。

　なんて思っている間に、その理緒菜さんがカップを手に入ってきた。

「はい、どうぞー。オリジナルブレンド。砂糖とミルクはー自分で入れてねー」

　僕は受け取りながら礼を言う。

　なんだかんだで気をつかってくれてるところが、理緒菜さんらしいなと思う。

「じゃあ、いただきまーす」

　みんなが一いつ斉せいにケーキを頬ほお張ばる。

　美う味まい。

　クリームの甘あまさとイチゴの酸さん味みが、お互いを引き立て合う。

　今日はいろいろあったけど、こんな美お味いしいもの食べられて、みんなでわいわい騒さわげて楽しく過ごせたんだから満点だよな。

　僕はしあわせを噛かみしめながら、カップに手を伸ばしてコーヒーを口にした。

　ごく、ごく。

「ぐはっ。……な、なんだ、これ！」

　飲んでから、しばらく経って気がついた。

　なんかヘンな匂におい。

　見れば理緒菜さんが、くすくすと笑っている。

「ちょっと冷蔵庫のぞいたらー、すっぽんとマムシのエキスがあったからねー。ブレンドしてみたの。身体にはいいよー？」

「オリジナルブレンドって、そういうこと？」

　たぶん、そのエキスってのは、例によってじいちゃんが保管していたものだろう。なんかじいちゃん専用で冷蔵庫を用意した方がいいような気がしてきたな。

「どう？　効き目としては？」

「そんなのわかりませんよ」

　言われてみれば、カッと胸むな元もとから身体が熱くなるような感覚があるけど、これはコーヒーの熱さだと言われれば、そんな気もするし。

　いったいこんなもの飲ませて、僕をどうするつもりだったんだ。いや、訊きかないけどね。なんとなく返事が想像できるから。

　僕はため息まじりにつぶやく。

「もー、お願いしますよ。本当、こんなこと」

「『されたんじゃ、たまんなくなっちゃうじゃないですか？』ってー？　もー、しょうがないなー、ユウくんはー」

「なに勝手に僕のセリフに付け足してるんですか！　っていうか、なんで脱ぬごうとしているんです！」

「え。だって、ユウくんがお願いっていったら、これしかないかなと思って」

「僕のこと、どういうふうに見ているんですか！」

「ちょっとした刺し激げきで、すぐやらしいこと考えちゃう欲求不満な男の子」

「違います！」

　ひどい。ひどすぎるっ！　そんなふうに僕を見ていただなんて。

　そりゃあ、さっきは小町さんのあられもない姿でフェロモン発散しちゃったけどさ。

　なんて思ってる間にも、理緒菜さんは本気でシャツを脱ぎ捨すててしまう。柔やわらかそうで、おおきな胸が、ブラジャーからはみ出ださんばかりに自己主張する。

「わああ。だから、着てくださいって！」

「なんていいながら、祐介？　興奮したでしょ？」

「……え？」

　杏子の声に振り返かえる。

　杏子が耳まで赤くして、息を荒くしていた。首筋のあたりに浮うきでた汗あせで、後おくれ毛げが肌はだにぴったりとくっついている。美雪ちゃんまでが、心なしかもじもじしている。

「見み栄えはることないよー？　自分に正直に生きていいのにー。ねー？」

　ぶるるっと小さく身体を震ふるわせて、理緒菜さんは僕に詰め寄よる。

　ヤ、ヤバいこれは。

　また、フェロモンを出しちゃった、よね？

「……小泉さん？」

　唯ゆい一いつ、フェロモンにあてられない特異体質で、冷静なはずの綾が、声を小さく震わせていた。笑顔を形作ろうとしているその口元は、ひくひくと痙けい攣れんしていた。

　怖こわい。

　ものすごく怖い。

「また、いやらしいことを考えましたね？　みなさんをこんなふうにして、言いい逃のがれはできませんよ？　それとも何か言い残すことはありますか？」

「い、いや、だから、これは……」

　しかし綾は僕に弁解の余地を与あたえなかった。

　綾は空手の有段者でもある。本気で放った平手は、すでにビンタというより掌しよ底うていに近い。

「祐介さんのえっちぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　びたあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん。

「──ドラえもんのしずかちゃん？」

　視界が真っ暗になった僕の耳に、美雪ちゃんのつぶやきが届いた、気がした。



    

  
    
      二章　異い邦ほう人じん





「じいちゃん！　クスリの効果、なんとかしてくれよ！」

　大変な目にあった、その夜。

　僕は離はなれでじいちゃんに、詰め寄っていた。

　実験台の上、アルコールランプで熱せられるフラスコの透すき通とおった液体を見つめながら、じいちゃんは曖あい昧まいにうなずく。

　いつものとおり、白衣の下は黒のシャツに黒のジーンズ、襟えり元もとにはトゲトゲのチョーカーという、まるでロッカーみたいな格好をしていた。これで薬学の権けん威いだなんて僕だって信じられないけれど、僕をフェロモン発散体質に変えてしまったモテルゼＸの生みの親であることに間違いはない。

　じいちゃんはふいに白衣をはためかせて立ち上がると、ビーカーにインスタントコーヒーの粉末を落とし、フラスコを取り上げて中の液体を注ぎいれる。

　って、それ、ただのお湯だったの!?

「なんとかしてくれと言われても、データが残っておらんからのぉ。サンプルも複製できんし」

「少しぐらいなら覚えてるんじゃないの？」

「だが、最終調整で結局どうしたんじゃったか……」

　襟元のチョーカーをいじりながら、じいちゃんはしばし黙もつ考こうする。そしておもむろに。

「祐ゆう介すけ、腕うでを出せ」

「……ん？」

　なんだろうと思って、何気なく実験台の上に右手を置く。

　と、いきなり袖そでをまくり上げられて、なんの躊ちゆ躇うちよもなく注射針をぶっ刺さされた。

「った！　な、なにいきなり」

「いや。サンプルがないで、いちおう採血をしておこうと思ってな。おーおー、出る出る」

　注射器のシリンダーに血液がたまっていく。

「これを解かい析せきすれば、どのような状態になっておって、なにをすれば効果を消せるかわかるかもしれん」

「本当に？　なら、いいけど、でも採血するなら何か一声かけてよ。だいたい、そんな無造作に刺して大だい丈じよ夫うぶだったの？」

　普通なら二にの腕を縛しばったり、静じよう脈みやくを探してからやるもんなんじゃないの？

「ふん。わしを舐なめるな。実験のため、何人も採血してきたんじゃ。これぐらい目をつぶってもできるわい」

「目はつぶらないでよ」

「──うむ。よし終わった。あらためて対策を練ってやるのはよいが……しかし前にも言ったとおり、一発やってしまえばそれで効果は切れるはずなんじゃぞ？　そっちの方があきらかに早いじゃろ」

「それができれば、苦労ないよ」

　なにしろ僕が好きな綾あやは、バージンロードをバージンで歩きたいなんてことを本気で願っている娘こなんだし。だからといって他の子とそういう関係を結んだりしたら、絶対に許してくれないだろうしなぁ。

「そうか。じゃあしばらくは、エロいことを考えぬよう頑がん張ばるんじゃな。そもそも、おまえがそうしてみせると大おお見み得えを切ったのではなかったか？」

　うっ……そのとおりです。

　はじめは勢いで言っちゃったけど、それがどれだけ大変か、いまは身にしみて感じている。僕も考えが甘かったよなぁ。

「……それができるくらいなら、こんなの相談に来ないよ」

「はっはっはっ。そうじゃろうな」

　むっ。他人事だと思って。

「じいちゃん、なんか冷たくない？　僕に対してさ」

「そんなことはない。おまえは『かわいい娘たちが遊びに来ているのに、まったくわしに声をかけなかった冷血漢』ではあるが、わしの孫じゃからの。優やさしくしてやっておるぞ？もし他人じゃったらいまごろ蹴け倒たおしておるところじゃ」

「…………あのね。じいちゃん、そんなことで怒ってたの？」

　いい歳としして、元気というか、子どもというか。

　っていうか、ちょっと待って。

　うっかりしたら僕のクラスメイトとか、先せん輩ぱい後こう輩はいに手を出そうとしてたってこと？　そりゃあ、ばあちゃんが亡なくなって久しいけどさ。じいちゃんとみんなが腕を組んで歩いているところなんて想像したくもないよ。

「なんじゃ、その顔は。じゃあもういい。相談に乗ってやらん」

「ああ、もう。そんなこと言わないでさ」

「しかたないのぅ。祐介の場合、セルフコントロールができれば問題ないわけじゃから……。うむ、ひとつ手を思いついたぞ」

「本当に!?」

「ああ。かわいい孫のためじゃ、わしがひと肌ぬいでやろう」

「さすが、じいちゃん！」

　ちょっと大人げないところがあるとはいえ、そこはそれ。腐くさっても大人だ。

「知り合いに力を借りるとしよう。ああ、だがひとつ。それなりの覚かく悟ごはいるぞ？　一週間ぐらい学校を休んでもらうことになるやもしれんし、肉体的な負担も多少は強しいられよう。大丈夫か？」

「もちろん！」

　きっと、もっと細かい検査とか必要になるんだろう。そんなの望むところだ。

「では、手はずはつけておく。安心して待っておれ」

「ありがとう、じいちゃん！」



　　♪　　　　♪



「あのときの礼を返せっ！」

　絞しぼった雑ぞう巾きんを床ゆかにべしんと投げつけながら、僕は力のかぎり叫さけんでいた。

　目の前には、長い長い木造の廊ろう下かが延のびている。右手には障子、左手には欄らん干かんがずらりと並んでいて、その向こうには稲いな穂ほが揺ゆれる田んぼと茜あか色ねいろに染まる山々が眼下に広がっていた。

　絶景。

　なんだけど。

　こうして“〝修しゆ行ぎよう”〟に来ている身としては『なんでこんな景色を見下ろせる高台に、お堂を建てようと思ったんだ。資材運ぶのだって大変だったろうに』なんて感かん慨がいだけで、感動なんてできっこない。

　そう。

　僕はいま、この“〝お寺”〟で“〝修行”〟しているのだった。

　月曜の朝、寝ねているところをじいちゃんにたたき起こされて、いきなり山やま奥おくにあるお寺にまで連れて来られたのが、つい一時間ほど前。ここで一週間ばかり修行するって話を聞いたのも、そのときだった。

　それってひどくない？　もしかしてじいちゃん、まだ怒ってるのかな？　だいたい学校はどうするんだよ。きちんと休みの連れん絡らくとかしておいてくれるんだろうな。僕は財さい布ふもケータイも持たされてないんだけど。

　しかも災難はそれだけじゃない。

　着くなり僕は、小太りで糸目の和おし尚ようさんから「とりあえず雑巾がけでもしておいてくれ」と言われてしまったのだ。これも修行の一いつ環かん、ってことらしい。

　僕は、あらためて長く延びる廊下を眺ながめる。

　だいたい三十メートルぐらいあるんじゃなかろうか。幅はばだって相当あるから、何往復もしなくちゃならない。

　……まあ。だけど、ここで嘆なげいても、しかたないか。

　連絡手段もお金もなくて、さらにこんな山奥じゃ迎むかえがないと帰るのも難しい。

　ここは前向きに考えよう。

　この寺で修行してセルフコントロールできるようになれば（もっと言えば、エロいこと考えなくてすむようになれば）フェロモンを発散せずにすむわけだ。以前、なんとなく自己流で頑張ってみてムリだったけど、自分を抑おさえるプロフェッショナルの僧そう侶りよにアドバイスをもらえれば、なんとかなるかもしれない。

　うん。とりあえずやってみよう。

　気を取り直して、僕は雑巾がけをはじめた。

　廊下を何往復かして、そろそろコツを掴めたかなと思った頃ころ。

「筆おろし、ですカ？」

　いきなり聞こえた女の子の声に、僕は前のめりにつんのめった。

　あんぐりと口をあけながら、僕は声のした方──閉められた障子へと顔を向けた。その向こうには本堂が広がっているはず。

　なおも、ひそひそと若い男女の声が聞こえてくる。

「はい。そうです。……すみません」

「……大丈夫ですヨ。ワタシ、気にしまセン。それにワタシも初めてですし」

「そうでしたか」

「はい。わあ、黒いデスね」

「でしょう？」

　緊きん張ちように、息を飲む気配。

　ちょ、ちょっと待って？　なんで、こんなところに若い女性が？　尼に僧そうってわけじゃなさそうだし。相手の男も僧侶なのか？

　いや誰だれにしても、こんなところで、こんな昼間から、そ、そんないやらしいことをして、いいわけがない！

　なんて思っている間にも、男の声はさらにつづく。

「では、この先をここに入れて──」

「アン。痛いです、もっと優しく」

「あ。す、すみません。慣れないもので」

「いえ、いいんですヨ」

　女性は心なしか荒い吐と息いきを抑えて、熱っぽくささやく。

「お願いしマス」

「では、いきますよ」

　ちょ、ちょっと。マジで。そこまでやっちゃうの！

「ま、待ってください！」

　僕は思わず障子をあけていた。

　そのあとどうしようなんて、まったく考えてなかった。

　で。

　そこで観みた光景に僕は目を丸くする。

　巨きよ大だいな仏像が鎮ちん座ざする広いお堂。文ふみ机づくえの前に正座して毛筆を執とる金きん髪ぱつのショートカットで碧へき眼がんの若い女性と、その背後から手をとって教えようとしているやはり若い僧侶。

　手にした新品らしき筆は、いままさに硯すずりのくぼんだところに入ろうとしていた。

　あ、あれ……？

　よく見れば文机の半紙の下から、文字が透けて見える。あれはもしかして写しや経きよう？　般はん若にや心しん経ぎようとかを書き写すっていう修行のひとつだって、テレビで見たことがある。

　僕はようやく理解した。

　筆おろしってのは、たぶん本当に筆をおろしたってことで、黒いってのは、すり立ての墨ぼく汁じゆうのことだったんだろう。痛がってたのは、筆を執る手を僧侶が強く握にぎりすぎていたとか、そんなところ？

「……な、なんデス？　アナタ？」

　金髪の女性は、小首を傾かしげる。

「あ……いや。なんでもないです。失礼しました」

　勝手に妄もう想そうして勘かん違ちがいして、恥はずかしい。

　僕はあわてて障子を閉めた。

　あードキドキした。いやな汗をかいた。

　と、そのときになって廊下に吹ふき抜ぬける風に気がついた。絶対、いまので僕はフェロモンを出してしまったに違ちがいないけど、この風が遠くに運んでくれたらしい。

　危なかった。ほんと、いろんな意味で、ね。





「Ａｈ！　祐介もお寺をタイケンするために来たのデスか？」

　写経をしていた金髪の女の子──パメラは、僕のあとをついてきながら目を大きく見開いた。人ひと懐なつっこい性格みたいで、さっきからころころと表情が変わって面おも白しろい。

　なんでもフランス人の彼かの女じよは祖母の来日についてきて、前から憧あこがれていた僧侶の修行を体験しにきたらしい。祖母も親日家で日本語が達者なのはその影えい響きようもあるんだろう。

　けど、彼女の場合。

「アニメーションで“〝一休さん”〟を観てから、ずっとファンでシタ！　日本語もアニメで覚えたんデスヨ」

「あはははは。なるほど、そういうことか」

「アーン。明日で帰ってしまうなんて、とても残念デス」

　修行を楽しんでるっていうとヘンかもしれないけど、日本の印象がよいなら、それはまあ良かった。

　ただ。僕としては、ミニスカートから伸びる白い太ふと股ももがチラチラ視界に入って気になるから、それはなんとかしてほしい。パメラは、スタイルだってかなりよくて、しかも身体のラインが出るようなシャツの上からざっくりライダースジャケットを羽織ってるだけなのだ。

　なんでそんな格好なんだろう。僕なんてすぐに作さ務む衣えに着き替がえさせられたのに。

　しかもパメラの胸のあの突とつ起きは……ハッ。見ちゃいけない！

「どうかしまシタか？」

「い、いや。なんでもないです」

　うっかり敬語で返しながら、僕は廊下を凝ぎよ視うしして邪じや念ねんを追おい払はらう。そ、そうか。海外の人は、ノーブラでも気にしないんだね。これは文化の違いなんだから。気にしちゃいけない、気にしちゃ。

「なんだカ、よくわかりませんが、ひとつ聞いてもいいデスか？」

「え、あ、はい！　なに？」

　我ながら、声が裏返ってるな。

「どうして、アナタはそんなこと、してるんデス？」

　そんなこと……というと。この雑巾がけのこと？

「え？　しなかった？」

「やってないデス」

　これが例えばうちのじいちゃんなら「女性にそんなことはさせられない。とりあえず落ち着いてゆっくりしてなさい」とか言いそうだけど、ここはお寺だし。じいちゃんじゃなくて、和尚さんだし。

「ワタシは脚きや立たつに乗って煤すす払はらいしたり、身体にバスタオルを巻いて露ろ天てん風ぶ呂ろの掃そう除じをしたり、あとは和尚さんを揉もみほぐす修行でした」

「ちょ、なんで？　少なくとも最後のは、明らかにおかしいよね!?」

「？……よくわかりませんが、和尚さんの教え方は上手でしたヨ？　ワタシの肩かたや腰こしを丁てい寧ねいに揉んでくれて、同じようにやってミロと」

　ぶほっ

　ちょっ、それ大丈夫なの？　パメラを揉みほぐすって想像するだに過激なんだけど。

　ダメだ。刺激が強すぎる。

　ええい、消え去れ煩ぼん悩のう！

　ごんっ☆

「ど、どうしたのデスか？　額を廊下に打ちつけて！」

「あははは。なんでもないよ。ちょっとつんのめっただけだよ」

　危ない危ない。また、フェロモンを発散するところだった。

「そうなのデスか。大変なんデスね！　わかりました、ではワタシもお手伝いするデス！」

「え？」

「“〝一休さん”〟を見てから一度やってみたかったデス！」

　そうか。やってたもんね。オープニングで。

　あきれている間にも、パメラはどこから持ってきたのか雑巾を取り出して、ぎゅっと絞る。さらに僕ぼくのマネをして、廊下の雑巾がけをはじめて。

　のぉっ！

「ストップ！　ストップ！　ストップ！」

「はれ？　なにか、違いマシタか？」

「いや。そうじゃないんだけど」

　よく考えてほしい。パメラはお寺にいるというのにミニスカートという出いで立たちなわけで。それで僕の目の前を雑巾がけなんてしようものなら……

　肉付きのいい太股の奥おくに潜ひそむスカートの中身が、見えそうになってしまう！

「どうせならさ。パメラ、向こうからこっちに雑巾がけしてくれないかな？」

「……はい？　いいですヨ？」

　首を傾げながらも、パメラはそのとおりにやってくれた。

　やれやれ。これでなんとか一大事は回かい避ひできた。僕は気を取り直して雑巾がけを再開しようと腰を屈かがめて、前を向いて。

「ぐはっ！」

　こちらに向かってくるパメラのシャツの襟元から、ちらりと胸がのぞいていた。

　しかも前かがみになると、それなりに大きい胸がさらに強調されるし。

　目に得とく……いやいやいや、毒すぎる。

　ごんっ☆　ごんっ☆　ごんっ☆

「祐介、そんなまた床に！」

「足が滑すべっただけだよ」

「……何度もぶつけてましたヨ？」

「何度も転んだんだよ」

　一回ぐらいじゃ、もう煩悩を打ち消せなかったんだから、しかたない。

「………………わ、わかったデス。では、続きをやるデス」

　この人は殺す気か!?

「ちょ、ちょっと待って。パメラ、やっぱりここは僕がやるから！　あなたは休んでて、お願い」

「Ｏｈ！　ズルいです。ワタシも“〝一休さん”〟、やるデスよ？」

「これは僕の修行だからさ。人に手伝ってもらってラクしちゃ、ダメなんだよ、きっと。ここは僕の（命の）ために。お願いします」

　するとパメラはいきなり立ち上がって、僕の手をがしっと握った。

「ゴメンナサイ！　そういうことなら邪じや魔まはしまセン。頑張ってくだサイ！」

「ありがとうございます」

　僕は心から安あん堵どして、雑巾がけに戻もどった。

　なんだかキラキラと輝かがやく目でパメラに見つめられていて、正直やりにくい。けれど文句をいうわけにもいかないので、ここは頑張って、さっさと終わらせよう。

　てきぱきと掃除を進めていると。

「どうして、アナタは修行に？」

　ふいにパメラに尋たずねられた。

「なんでそんなことを？」

「一いつ生しよ懸うけ命んめいな姿を見て、興味を持っただけデス」

　うーん。なんで修行にって、それはじいちゃんに騙だまされてなんだけど。

　でも、もとはといえば、

「僕には好きな子がいて……その子のために、自分をコントロールできるようになろうって思ったんだ。あははは、やっぱり恥ずかしいね」

　どうせ、ここでしか会わない人だろうと思ったから話したんだけど、言葉にすると猛もう烈れつに恥ずかしい。きっと真っ赤になっているだろう顔を見られたくなくて、僕は雑巾がけに集中する。

「Ｏｈ！　すてきデスネ！……本気で愛しているのデスネ？」

「愛……」

　こんなに真まっ直すぐ尋ねられるあたり、やっぱり欧おう米べいの人は違う。

　僕なんて、顔から火が出そうだってのに。

「違うのデスか？」

　顔をのぞき見られて、僕は目をそらす。

「……あーえー。うん……まあ……はい。そうだね」

「やっぱり！　あー、いーデスねー。相手の名前は？　なんて言うんデス？」

「言ったところで、知るわけないだろ？」

「Ｏｈ！　知らないなら、いーじゃないデスか！」

　うっ。う～～～。パメラはなおも僕をじっと見つめていて、はぐらかすなんて許さないって感じのキラキラとした目で見つめてくる。ああ、しかたない。

「えっと……沢さわ野の、綾って言うんだけど」

「アヤ・サワノ。いい名前デスね。……あれ？」

「どうかした？」

「いえ。なんか、どこかで聞いたことある気がするデス。アニメのキャラでしょうか？　それとも声優さん？」

「あ。あははははははははははははははは。そうかもね」

「まあ、いいデス。ともかく祐介は、そのアヤさんのために頑張ってるデスね」

　パメラは胸の前で両手を組んで、欄干の向こうの秋空を仰あおぎ「はふぅ」とため息をもらしている。もはや完全に自分の世界。

　なんというか。

　これ以上彼女にかかわっていると恥ずかしすぎて、死んでしまう気がする。

　僕は雑巾がけをこれでよしと勝手に決めて立ち上がった。

「Ｏｈ！　どちらに？」

「和尚さんに終わったって、報告しに行くんだよ」

「ああ、なるほど！」

　僕は渡わたり廊下を抜けて和尚さんが暮らしている家屋に向かった。こっちには和尚さんがいるだけらしい。

　歩いていると廊下の奥から、女の人の声がもれ聞こえた。

「来客かな？」

「どうでしょうね？」

　なぜかついてきているパメラが、僕のひとり言に答えた。

「誰か訪ねてきているなら、出直した方がいいのかな」

　なんてことを考えながら、さらに踏ふみいったそのとき。

　その声が、もっとはっきりと聞こえた。

「ああ。後ごし生ようですから、そんな……ダメ……イヤ……」

　女性の哀あい願がんする声。

　しかもそれは、甘あまく熱を帯びている気がする。

「そ、そんなところ……ダメです……」

　僕はフェロモンを発散しそうな自分を感じて、近くの壁かべに頭ず突つきをかました。

「祐介!?」

「いや。そこに蚊かが止まってたから」

　あはははははと笑ってごまかして、僕は声のする障子を見つめる。

　またさっきと同じ勘違いをするところだった。まさか仏門に帰き依えする和尚さんが、自室とはいえ、こんな昼間っから女性を連れこんで、そ……そんないかがわしいことをするはずがない。

　きっと“〝後生”〟っていうのは“〝和尚”〟の聞きき間ま違ちがいだろう。たぶん。うん、そうだよ。

　僕はひとりうなずいて、障子の前まで来た。障子の縁ふちをノックするが返事がない。たしかについさっきまで、女性の声が聞こえてきたのに、いまは物音ひとつしない。この部屋じゃなかったのかなと思いつつ、僕は様子をみようと障子をあけて。

　あぜんとした。

　いわゆる一いつ般ぱん的てきな日本の居間という感じだった。茶ちや箪だん笥すがあって小さなこたつがあって、大きなテレビがある。ただ、



　そのテレビの画面で、女性と男性が裸はだかで絡からみ合あっていた。



　こたつに入ってその画面に見入っていた和尚の耳には、イヤホンがはまっていた。さすがに僕らの気配に気がついたのか、振ふり返かえった拍ひよ子うしにイヤホンのジャックが、すっぽ抜けた。

「あ、ああん。あん、あん、イ──」

　人はこれほどまでに素す早ばやい動きができるのか。和尚はかたわらのリモコンに手を伸ばして、チャンネルをＮＨＫの囲い碁ご教室に変える。

　けれど、さすがにもう遅おそい。

　僕はばっちり見ちゃったし、すぐ背後ではパメラも目もく撃げきしている。

　じゃああれか。さっきのは本当にいかがわしいことをしている音で、さすがに音が気になったから途とち中ゆうでイヤホンをさしたけど手て遅おくれだったってことか。

「……いや、の。……これは、ほら、おぬしが煩悩を払うために修行に来ておるからな。そのための対策じゃ。敵を知り己おのれを知れば百戦危あやうからずというじゃろ。まずは敵の勉強をせんとな」

「さすがにムリあるだろ、それ！」

「何を言うか！　このおかげで、きちんと勉強できたぞい。もうバッチリじゃ！」

　つばを飛ばして力説する和尚に、僕は脱だつ力りよくを禁じえない。

　パメラの話を聞いたときから、なんとなく気づきつつも目をそらしていた事実。

　だけど、もう間違いない。

　この和尚、とんでもなくスケベな破は戒かい僧そうだ。

　お寺で修行すれば禁欲の術を身につけられると思っていた僕の目もく論ろ見みは、あっけなく崩くずれさった。考えてみれば、あのじいちゃんの知りあいの僧侶なんだから、まともな人であるわけがなかったんだよね。あは、あははははは。あ、ダメだ、涙なみだが……。

　そんな僕の脇わきをすり抜けて、パメラは和尚の部屋に踏みいった。

　あ！

　いま気がついたけど、僕はいまフェロモンを出しちゃった、と思う。あんな映像見せられたら、しかたないよね！

　だったら、パメラも大変なことに……

　と思ったんだけど、彼女にはなんの変化も見られなかった。

　あれ？　大だい丈じよ夫うぶだった？　ならいいんだけど。

　パメラは和尚に向き合って、

「もう研究はバッチリ、なんデスね？」

　にっこりと笑った。

　和尚の言葉を信じて微笑ほほえんでいるようにも、心の底から怒おこっているようにも見えた。

「お、おおおう。そうじゃ、もうバッチリ」

「だったら、これはもういらないデスね？」

　パメラはおもむろに、流れるような動きでテレビ台にあったＤＶＤレコーダーを操作して、入っていたディスクを取り出す。

「ああああ！　それはようやくネットで手に入れた秘蔵の！」

　和尚は手を伸ばそうとする。けど。

「あれ？　祐介のためだったんじゃないデスか？」

「うっ……うう。そうじゃ」

「だったら、いらないデスね」

　パメラはあいかわらず、ニコニコッと満面の笑えみを浮うかべたまま。

　バキッ

　ＤＶＤを真っ二つにへし折った。

「お邪魔したデス。ワタシは、ひとりで写経でもするデス」

「あわわわわわわわ。なんということを！」

　和尚は半泣きになって、残ざん骸がいと化したディスクを拾う。なんというか哀あわれで同情を誘わなくもないけど──自じ業ごう自じ得とくだよね。

　と、思ったそのとき。

　和尚は僕をギロリとにらみつけた。

　──おぬしが来なければ、こんなことにはならなかった。覚えておくがいいぞ。

　その目が、そんなことを言っていた。

「えー。あ、あの。雑ぞう巾きんがけ終わりましたんで。それじゃ」

　僕は逃にげるように和尚の自室をあとにした。

　僕のせいじゃないだろ、まったく。

　ため息をつきながら廊ろう下かを歩いていると、前を行くパメラを見つけた。声をかけようと思った、その矢先。

　いきなり、パメラが座すわり込んだ。

「え？　どしたの？」

　僕はあわてて駆かけ寄よって、彼女の顔をのぞき込む。

　と、その頬ほおは赤く上気し、大きな目はとろんとしていた。なんだか泣きそうな顔をしているようにも見えるし、心なしか体温も高い。

「は、はふぅ……ゆうふへ？」

　ろれつまで怪あやしいし。

　これって、もしかして──っていうか、間違いなくフェロモンだよね。

「い、いまごろ？」

　僕の腕うでのなか、パメラの目の焦しよ点うてんがあっていく。僕だと理解した瞬しゆ間んかん、彼女は僕の首に腕をまわす。

　すぐそこにパメラの唇くちびるがある。

「ん～っ」

　言葉も前フリもなく、いきなり行動に打って出た。さすがフランス人。情熱的。

　なんて、言ってる場合じゃない。彼女の艶つややかな、そしてちょっと厚めの唇が、ぷるんと弾はずむ。

　ヤ、ヤバい！

　僕は反射的に彼女の肩に手をかけて、力まかせに突つき放はなした。

　と。

　ごちっ☆

　あ。しまった。

　パメラの後頭部が、廊下の床ゆかにものすごい音を立ててぶつかった。

「うっ。う～～～～～ん」

　小さく唸うなって気を失ってしまう。

　あ～もうっ！　なんで、こうなるかな！　パメラ、大だい丈じよ夫うぶ？　目を覚まして！



　　♪　　　　♪



「お世話になりまシタ。和おし尚ようさん、それに祐介」

　翌朝。幸さいわいにもパメラは頭に小さなこぶを作ったぐらいで、たいしたことはなかったらしく、元気に寺を出ようとしていた。山寺からつづく長い階段の下には、真っ黒いハイヤーが迎えに来ている。パメラって、じつは結構なお金持ちだったのかな？

「じゃあ、気をつけての」

「ハイ。和尚さんも気をつけてくだサイね！」

　女の子にセクハラで訴うつたえられないように気をつけてって意味だったら、いっそ訴えられた方が薬になるんじゃないかと僕は思った。

「祐介も、お元気で。アナタみたいな人に会えて、とても良かったデス。アヤさんのためにも修しゆ行ぎよう、頑がん張ばってくだサイね！」

　パメラは僕の手をとって両手で握あく手しゆすると、ぶんぶんと上下に振った。

　そんなふうに応おう援えんされると、僕としても頑張ろうって気持ちになる。

「うん。ありがとう。パメラもお元気で」

「メルシー。さよなら」

　パメラは僕らにひらひらと手を振って、階段をはねるように下りていった。なにかと騒さわがしかったけど、無む邪じや気きで良い子だったよね。

　なんて、僕が微笑みながらパメラを見送っていると。

　ぽんっと肩を叩たたかれた。

　振り向むけば、三日月のような口をして笑う和尚がいた。

　ただ、その目が笑っていない。

「さて祐介くん。玄げん一いちのヤツから事情は、よぉぉぉぉぉぉぉぉぉく聞いておる。きっちり、みっちり修行をつけてやるで、楽しみにしておるがよい」

　どうやら和尚は、まだＤＶＤの一件を逆さか恨うらみしているようだった。

　あははははは。



    

  
    
      三章　前略、露天風呂の上より





　いだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ。

　滝たき壺つぼに降り注ぐ水音と、僕の心の声が重なりあう。まさにこんな感じ。

　まずとにかく痛い。なにしろふんどしに着替えさせられて、それだけで文化祭直前のトラウマが掘ほり起おこされて精神的につらいのに、そこからすさまじい水量と水圧をもろに身体に受けるのだ。ちょっとした温泉なんかに、打たせ湯とかあるけれど、そんなの比じゃない。肩の筋肉がちぎれるんじゃないかと思う。

　さらに水が冷たい。秋も深まって、川には落ち葉とかが浮いていたりするこの季節に、水が冷たくないはずがない。いや、体感的には冷たいというより、すでに痛い。

「も。もう限界」

　僕は滝たきの下したから抜け出でようとする。と。

　ばっちぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃん

　革かわ製せいのムチがとんできて、僕の足もとの水をはねとばす。

「誰が出てきていいと言うたか。次は当てるぞ、まずは耳からじゃ」

　ひ、ひどい。この冷えきった耳にあんなの食くらったら、ちぎれてしまうじゃないか。

「ほら、さっさと戻った戻った」

　イヤだ。戻りたくない。戻るにしても、少しでも時間を稼かせぎたい。なにか話を、なにか。

「あ。あの、ひとつ聞きたいんだけど」

「なんじゃ？」

「そのムチは、どうしたんですか？」

「ぬっ！　そんなの決まっておろう！　こうしておぬしの修行を厳しくつけてやるため買ったんじゃっ！　さっさと戻らんか！」

　ばちぃぃぃぃぃん

　絶対ウソだ！　前から持っていたに違いない、この変態和尚！

　心のなかで呪のろいながら、僕はすごすごと滝に打たれに戻る。

「いいと言うまで出てくるでないぞ？」

　鬼おにだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ。

　落ちてくる水で視界が真っ白になる。水音と歯のがちがち鳴る音しか聞こえず、肌はだは冷たさと痛さしか感じなくなる。脳天に落ちてくる衝しよ撃うげきが苦痛でしかたない。

　と、思っていたら、そのうち。

　それこそ十分ぐらいすると、なんだか気持ちよくなってきた。

　地面がふわふわしているような、もしくは足が川底を捉とらえていないような感じ。目を閉じると、もはやここが滝壺ではないような気がして、水音すら心地ここちよいメロディーを奏かなでているように聞こえる。そういえば滝のそばではマイナスイオンの影響で身体にいいとか、なんとか。たしかに、そうかも。こんなに気持ちいいんだから、そうだ、せっかくなんで思いっきり鼻から息を吸い込んでみよ、

「ぶはっげはっ！」

　大量に水を飲んだ。

　そりゃあ、そうだ。いまは滝の中にいるんだから。

「げほっ、ごほっ」

　い、いまのは危なかった。あのまま心地よくなっていたら、気がつけば気を失って、水の底ってことまでありえたかもしれない。シャレにならない。

「ごほっごほっ」

　ダメだ。まだセキが止まらない。いい加減、息が吸えなくて苦しい。

　目の前が暗くなって、僕は膝ひざをついた。ら、そこはもう水の中で、またも水を飲んでしまった。いよいよやばい。

　なかば以上おぼれながら、僕は必死に岸を目指す。

　滝の水から逃のがれて、新しん鮮せんな空気を吸い込んで、生きていることを実感する。ああ、死なずにすんで良かった。そこで、あたりを見み渡わたして。

　和尚の姿がないことに気がついた。

「………………あれ？」

　現状を理解するのに、しばらく時間がかかった。

　もしかして人が滝で水飲んで、死にかけているときに、あいつはどこかに行ってたの、か？

　さすがに頭に来た。怒いかりで奥おく底そこに眠ねむっていた活力が吹ふき返し、ばしゃばしゃと水音を立てて岸へと向かおうとして、途中で足をすべらせた。

　またもその場にひっくり返る。

「ゆ、祐ゆう介すけさん！」

　またも盛大に水を飲んで、息ができない。いよいよダメかもしれない。

　しかも水に沈しずむ間ま際ぎわ、綾あやの声が聞こえた気がした。幻げん聴ちようが聞こえるなんて、まともじゃない。……もう死ぬ、のかな。

　と、いきなり身体を抱かかえあげられた。

　水から救出されて、大きく息をつく。

　そのときになって、救ってくれたのが誰だれだか気づいた。

　綾だった。

　薄うすくて白い服──襦じゆ袢ばんっていうんだっけ──それ一枚を身につけて、腰まで水に浸つかりながら僕を抱えあげて、心配そうにのぞき込んでいる。その眉まゆが泣きそうにゆがんでいた。

「大丈夫ですか！　祐介さん」

「あ、ああ。うん、大丈夫。な、なんとか」

　綾は安堵の息をついた。

　綾の姿に僕も癒いやされる、けど……

「どうして、ここに？」

「そんなの決まってるじゃないですか。何の連れん絡らくもなく休んでどうしたのかと聞いてみたら、お寺に修行に行ったなんて。だからわたしも連れてきてもらえるよう、お願いしたんです。両親を説得するの大変だったんですから、勝手にそんなことしないでください」

　綾は早口に怒ど鳴なった。けれど。

「え？　それって……つまり……。僕のこと心配してくれたってこと？」

「あたりまえじゃないですか！　な、なんですか、その喜んだ顔。わたしは本気で怒っているんですよ！」

「ああ。うん、わかってる、わかってる。ごめん」

　僕じゃなくて、じいちゃんのせいだと思うんだけど、いまはそんないい訳はヤボなような気がしたので、とりあえず謝あやまっておいた。

「わかればいいです」

　口をとがらせる綾が、とても可愛かわいかった。

　またもニヤけてしまいそうになった、そのとき。

「なーんじゃ。もう出てしまったのか。根こん性じようのないヤツめ」

　山道から和尚が、にゅっと顔を出した。

「いやいやいやいや！　僕はいま死にかけてたんだよ！　危ないだろ、ちゃんと見といてくれるんじゃないの、こういうのって！」

「んーまあ、おぬしは男じゃしな。大丈夫かなと」

「そんな体力ないって、気がつかない？」

　そんな軍人さんとか体育会系のマッチョな人たちならともかく、僕はどっちかというとひ弱に見られる体格だよ。自じ慢まんじゃないけどさ。

「いや。男じゃから 死んでも 大丈夫かなと思ったんじゃ。すまんすまん」

「大丈夫って、そっち!?」

　僕の耳に、和尚の本音が聞こえた。小さかったけど、たしかに。これは幻聴でも思い込みでもない。あきれてものが言えない僕の耳に、さらに声が届く。

「あー。やっとついた。どれどれ、祐介いるの？」

　山道に迫せり出した藪やぶをかき分けて、同じく襦袢姿の杏きよ子うこが現れた。

　そこに美み雪ゆきちゃんと、メイドの小こ町まちさんがつづく。

「な……!!」

　みんなの目が点になる。

　え、なんだ？　どうしたの？

「ちょ、ちょっと二人とも！　こんなとこで、そんな格好でなにやってるの！」

　杏子に指をさされて、僕と綾は顔を見合わせた。

　そして視線を下に向ける。

　まず僕は、当然だけど、まだ褌ふんどし一丁という格好。

　そして綾は白い襦袢一枚なんだけど……それが川の水に濡ぬれて透すけていた。着けている下着が、純白で小さなリボンがついていることまで、はっきりとわかる。僕を救うために水にばしゃばしゃ浸かったので、胸むな元もともおんなじ。カップの可愛らしいデザインだけじゃなくて、おっぱいの柔やわらかさまで目で感じ取れた。綾の水着姿は見たことあるけど、それとはまた違ちがう、比べ物にならないえっちさがあった。

「きゃ。きゃあああああああああああああっ！」

　綾は自分の身体を抱だいて背を向ける。

　僕の視界の隅すみ、弾はじかれたように小町さんも動く。メガネの奥おくから刺さすような殺気を放って、一歩を踏み出して。

　しかし二歩進む前に、腰こしが砕くだけた。

　横にいる美雪ちゃんも、かたわらにある樹きの幹に手をかけて、大きく息をついた。その足は心なしか内うち股またになっていた。

　あ。しまった。

　さっきの綾は強きよ烈うれつだったから、僕はつい興奮してしまった。

　間違いなくフェロモンを発散した、よね？

「……祐介……さん？」

　綾が肩かたごしに僕を振り返る。その眼光が鋭するどすぎて、僕はひくっと頬を引きつらせる。

「また、やらしいこと考えたんですね？」

「だって、いまのはしかたないだろ。そんな格好されちゃあさ。──あ、そうだよ。その服が悪いんだよ！　なんで、こんな透けるような薄い服を着せてるのさ！」

　ここは話の矛ほこ先さきを変えよう。

　それに間違ったことは言ってないはず。

「それも、そうですね」

　ギロリと綾は和尚をにらむ。

　しかし和尚もさるもの。綾のこの眼光を受けながら顔色ひとつ変えない。

「まあ透けることもあるが、なに。わしは仏門に帰依する身じゃぞ。やらしい気持ちなどあるわけもなかろう。それにそのぐらいの薄さの方が、滝たき行ぎようには向いておるのじゃよ」

　なんてこと言っているが、だらしなく開いた口からよだれを垂らしてちゃ、説得力がまるでない。

「おっと、それよりもじゃ。どうした、お嬢じようさん。体調がすぐれんのか？　じゃったら、滝行などしてはならんぞ。どれわしが肩でも貸してやろう」

　和尚は腰こし砕くだけになっている小町さんに歩み寄る。言っていることはまともっぽいが、その手がいやらしく、わきわきしている。

　これ以上、なにを言ってもムダ。このままだと小町さんがあの好色和尚の毒どく牙がにかかってしまう。

　僕は気がつけば拳こぶしを固めて、和尚へと走り寄っていた。これは義ぎ憤ふんってヤツで、まさか殺されかけた恨うらみを晴らそうなんてことは考えていなかったはずだ、たぶん。

　と、並走する水音に気付く。

　綾だった。

　よし、こうなったら和尚にふたりで鉄てつ拳けんを食らわせてやろう。

　僕らはほぼ同時に岸に足をついて、小町さんに魔まの手を伸のばそうとする和尚への間合いを詰つめる。

　瞬間、和尚の姿が消えた。

　気がついたときには、僕のすぐ目の前にいて。

「どっせえええええええい！」

　視界がくるくると回った。空中で投げられたことに気がついたけど。

「う、うそだろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおお！」

　どういう原理かまったくわからない。

「ふん。わしに刃は向むかうなぞ、一生ぶんの修行が足りんわ」

　そんなセリフを耳にしながら逆さまに着水して。

　ばっしゃああああああぁぁぁぁああああああああああああああん

　そのまま僕ぼくは気を失った。



　　♪　　　　♪



　腕にチクッとした痛みが走った──気がして僕は目を覚ました。

　お堂に敷しいた布ふ団とんで、寝ねかされていたらしい。すでに日が落ちているのか、障子の向こうは暗かった。右を見れば、行あん灯どんを象かたどった照明の光に、仏像の顔がぼんやりと浮かんでいて、ちょっと怖こわい。

　僕は起き出して、いつの間にか着させられていた作さ務む衣えの袖そでをめくる。痛みがしたような気がして目を凝こらすけど、この間採血された傷きず跡あとが小さくあるぐらいで、特に変わったところはなかった。気のせいかな。

「お目覚めですか？」

「うわあ」

　あらぬ方からの声に僕は声をあげる。

　僕の左、行灯の光も届かない暗くら闇やみに溶とけ込むように、小町さんが正座していた。

　メイド服姿で。

　……あの和尚。女性は、どんな格好でもほんと気にしないんだな。こんなところに来ても、メイド服着てる小町さんもどうかと思うけど。

　小町さんは、いきなり。

「申し訳ありませんでした！」

　深々と土下座した。

「え？　ええ？」

「小こい泉ずみさまを、あのように投げ飛ばしてしまいまして」

　え？　僕を投げ飛ばしたのは、あのトンデモ和尚だったはずじゃ……？

「ホールの駐ちゆう車しや場じようで取り残されてから、ずっと悔くやんでおりました」

「あ。……ああ、そのことですか」

　コンサートのあと、綾を連れ出だしたときのことか。

　たしかにあれは痛かった。びっくりしすぎて受け身もとれなかったしね。でも。

「いいんですよ。あれは僕たちも強ごう引いんだったんですから」

　それにあのとき小町さんは、理り緒お菜なさんにエプロンやらワンピースやらを脱ぬがされてしまったわけだし。小町さんだって被ひ害がい者しやといえば被害者だよね。

　おっと、いけない。思わず胸元を見てしまった。あいかわらず大きくてボリュームがありそうだなぁとか、そんなことを考えた僕は、あわてて首をぶんぶんと振る。そうじゃないだろ、まったく。

「ともかく、あのことはもう気にしてませんから。頭をあげてください」

「それでは許してくださるのですか？　そうですか……ありがとうございます。本当によかった……ぐすっ」

「ええっ！　そんな！　泣くほどのことですか？」

「それはそうですよ。致いたし方かたなかったとはいえ、お嬢さまの大切な──それこそ、のちに若わか旦だん那なさまになられるかもしれない御お方かたを傷つけてしまったのです。もしお望みとあらばわたくし、カラダで償つぐなわさせていただく所存でした」

「カラダで償う!?」

「はい。精せい一いつ杯ぱい、ご奉ほう仕しさせていただくつもりで」

「ご奉仕!?」

　ちょっ、それって、待て待て。そんな眼鏡の奥からすがるような目をして僕を見ないで。すっごいドキドキする。なんというか「なんでもいうことお聞きします」みたいな顔をしてる気がするしさ。それはそれでちょっと魅みり力よく的てきで、軽くいじめてみたくなるというか、支配欲と嗜しぎ虐やく心が掘り起こされて、疼うずきだすというか。

　って、バカバカ。

「ど、どうかなさいましたか？　小泉さま。もしや、どこか身体のお具合でも」

「いえいえいえ、そんなんじゃありませんから。平気ですから、その場を動かないで。あと、そんな償うとか、奉仕とかいいですから。僕、望みませんから」

　いま小町さんに布団の上までにじり寄られたら、なおのこと理性がもたない。

「そうですか……でも、わたくしになど気をつかわなくてよいのですよ。未来の若旦那さまなのですから」

「あの、小町さん？　それさっきも言ってましたけど考えすぎですよ」

　若旦那って、つまり僕と綾が結けつ婚こんして、雇やとい主ぬしになるって意味だよね？

　いや、もちろん、まったく考えたことないっていったらウソになるけど。なにしろ綾は、バージンロードをバージンで歩きたいなんてこと言っちゃう子なんだから、そんな子を好きになってしまった以上、少しは意識するよ。

「でも、やっぱり、そんなのずいぶん先のことですよ。だいたい綾が、僕を大切に思ってるなんて、小町さんの気のせいなんじゃないですか？」

　小町さんは微び苦くし笑ようで「そうかもしれませんね」なんて自信なさげに言うもんだと思っていた。

　けど、違った。

「そんなはずありません！　知っておられますか？　お嬢さまは、いつも小泉さまのことを楽しそうに話してくださるのですよ。たとえば文化祭のライブとか」

「え？　あれは、むしろ大変なことになったって話だと思うんだけど……」

「いえ、それでも楽しかったんですよっ！……ええ、そうです。あのあたりから、お嬢さまも変わりました。以前は他人の目を気にしたり、お優やさしいばかりに気を回しすぎてしまったりとか、そんなところもありましたが、ここのところ──なんていうんでしょう──伸び伸びとしておられる気がします。この間のコンサートのあとのこともそうですよ。あんなふうに、わがままをおっしゃられるなんて、お嬢さまにとっては本当に珍めずらしいんです。わたくしがお側そばにお仕えしてから七年になりますが、あんなお嬢さまははじめてです」

「七年も？」

　いや、冷静に考えれば、ツッコむところはそうじゃないってわかるんだけど。

　でも、こんな嬉うれしいこと、まともに受け止めてたら恥はずかしくて脳のう味み噌そが沸ふつ騰とうしちゃう気がする。だって、あの綾が知らないところで僕の話を嬉しそうにしてるってことが、まず信じられない。すぐにエッチだ変態だって怒られてばっかりだし。好意を感じないこともないけど、それはあくまでバンド仲間に対してだと思っていたし。いやいやそんな、まさかまさか。

　僕はニヤけたり赤くなりそうな頬をなかば手のひらで隠かくしながら、話を意図的にそらす。

「小町さんは、そんな前からメイドさんやってるんですか？」

　まだ二は十た歳ちそこそこかと思っていたのに。

「はい。わたくしが十六のときからですから」

「そんな歳としから!?」

　どうりで若く見えるわけだよ。

「……父が経営している会社が倒とう産さんして多額の借金を背せ負おってしまいまして。私財を処分しても追いつかず、夜よ逃にげを考えているわたくしどもを救ってくださったのが、父の友人だった旦だん那なさまだったのです」

　おお！　綾の父、なかなかカッコいいじゃないか。ちょっと見直した。

「利子は少しでよいとおっしゃってくださったのですが」

　とるんだ、利子！　見直して損した。綾父株、大暴落だ！

「わたくしは一刻でも早く返したいと働くことを決意したのです。そこで旦那さまはわたくしにメイドという仕事まで与あたえてくださいました。それからずっと綾さまのお世話をさせていただいております。あのときのお嬢さまは、まだ九歳でしたか。じつによく懐なついてくださいまして、住み込みで働くわたくしを家族のように扱あつかっていただきました」

　小町さんは幸せそうに目を細める。

　小町さんも、綾をとても大切に思っていることがわかった。

　あ、そうか。ようやくわかった。

　駐車場で僕らと対たい峙じしたとき、小町さんはどうしてあんなに辛つらそうな顔をしていたのか。

　小町さんだって、綾のわがままを聞いてやりたかったに違いないんだ。でも自身の立場と受けた恩義から綾の父の命令を無視するわけにはいかなかった。そんな板いた挟ばさみにあえば、そりゃあ苦しいよね。

　と、いきなり小町さんは居住まいを正した。

「わたくしのことなど、どうでもよいのです。ともかくお嬢さまは、小泉さまのことを大切に、少なくとも特別に見ておられます。間ま違ちがいありません」

　きちんと話が戻もどってきた。うまく流れたかと思ったのに。

「だいたい大切に思っている方でなければ、あなたを心配してここまで追って来るわけないじゃありませんか。学校はお休みせねばなりませんし、最後まで反対する旦那さまを説得するのは大変だったのですよ？　わたくしが同行するという条件で、ようやく譲じよ歩うほしてくださったのですから」

　まあ、たしかに普ふ通つう、簡単に休みなんて許してくれないよな。綾の家みたいに厳格な父親だったらなおさらだろう。

「わたくしも、野の々の宮みやさまと佐さ久く間まさまがおられるので、あえてお嬢さまが向かわれる必要もないと申したのですが。どうしても『お二人が行くなら、よけいに心配です』とお嬢さまは譲ゆずられなかったのです。ここまで言わせておきながら、小泉さまがそのような無自覚では、お嬢さまが可か哀わいそうです」

　……あ。なるほど、わかった。

　もちろん小町さんのいうとおり、綾も少しは僕を心配してくれたんだと思う。

　だけど真相は、たぶんちょっと違う。

　美雪ちゃんと杏子がやって来たら、なにかの拍ひよ子うしに僕がうっかりフェロモンを発散させてしまうかもしれない。もしそうなったとき、僕のたがが外れて二人に手を出さないか心配だって意味なんだろう。

　信用されてないなぁ。反論できないけど。だいたい僕だって自分を信用できないから、寺まで修行に来ているようなものなんだし。

「それでなくともお嬢さまには、ライバルが多いですのに」

「ライバル？」

「たとえば、その……さきほど滝のほとりで気絶なされた小泉さまを、誰が運んでお風ふ呂ろに入れるのかで、もめたぐらいですから」

　…………え？　ちょっと待って。

　よく考えてみれば、そうだよ。僕は滝壺のそばで投げ飛ばされて気を失って、気がついたら作務衣に着き替がえさせられていた。しかも悪お寒かんも震ふるえも、のどに痛みもない。いたって健康体。あのままだったら、間違いなく風か邪ぜをひいてるはず。だから。

「お風呂に入れてくれたんですか？」

　さすがに湯船に浸つかれば、目を覚ましそうなものだけど。

「ええ。限界まで気力と体力を振ふり絞しぼってらしたのですね」

「あ、あははは。そうみたいですね」

　ここでひとつ大きな問題が持ち上がった。

　誰が僕を、お風呂に入れてくれたのか。

「和おし尚ようさん、じゃないんですか？　ねえ」

　一いち縷るの希望を託たくして、僕は尋たずねる。

「いいえ。その……和尚さまは『男の裸はだかなど見たくない』と申されまして……」

　あの、和尚め。それじゃあなにか、女の裸ならいいのか。いったい、どれだけ煩ぼん悩のうにまみれてるんだよ！

「そこで佐久間さまや野々宮さまが、名乗りをあげたのです。もちろんお嬢さまはそれに反対されたのですが、ならばとお嬢さまが──」

　え？　ちょ、本当に？

　綾が、僕を、お風呂に？　どんな格好で入れたのかわからないけど、気を失った僕を湯船に浸けて身体をなでるように洗う。そんな姿を想像しかけて、僕は頭を左右に振った。いけない、刺し激げきが強すぎるって！

「──お嬢さまご自身が、小泉さまをお風呂に入れるというわけにもいきませんでした。さすがに恥ずかしいとのことで」

　あ。そ、そうですか。ですよね。

　ホッとした。よかった、よかった。もちろん綾に見られて困るもんでもないんだけど。

　あれ？　微びみ妙ように残念に思っている僕がいるぞ。なんだ見てほしかったのか？──って、それじゃあ、まるで変態みたいじゃないか。違う違う。そんなわけない。

「えっと。それじゃ、結局……誰が？」

　問いかけると、小町さんの頬ほおが淡あわい行灯の光でもわかるぐらいに、赤く染まった。

　もしかして。というか、もしかしなくても、間違いないよね。

「あの、その……わたくしが、お世話させていただきました」

　やっぱり。

　お風呂に入れて、着替えさせてって、もうこれって全部見られたよね。

「いえ、安心してくださいませ。わたくし、そんな見てなどおりませんから！」

「ほ、本当ですか」

　疑いの目を向けると、小町さんはわたわたとわかりやすいぐらいに動どう揺ようした。いつもは理知的に見える眼鏡が、なんかずり落ちてる。

「も、もちろんです。きちんと目を閉じてましたから。意外に毛が薄いんですねとか、内股ももにホクロがあるんですね、とか……そんなこと、ぜんぜん思ってませんですよ？」

「そ。そうですか……」

　やっぱり全部見られたんだ。あは、あははははははは。

「ハッ！　わたくしとしたことが、なんてことを！　そ、その、申し訳ありません、申し訳ありません。こ、こうなりましたら、やはりわたくしがカラダで償いを！」

「だから、そんな発言、危ないですからやめてくださいって！」

　夜のお堂に、僕のツッコミが響ひびく。

　まったく、ここまできて、こんなにツッコまなきゃならないなんてね。あはははは。



　　♪　　　　♪



　その夜は疲つかれていたせいでそのまま深く眠ってしまい、起きたら朝だった……。

　とは、ならなかった。

　どういうわけか夜中にぱちっと目が覚めた。普ふ段だんでもこんなことないし、いまも身体に疲ひ労ろうは残っている。なんなんだろと思って、寝ね返がえりを打った。

　そのすぐ目の前に、美雪ちゃんが横になっていた。

　ただ、驚おどろいた。

　だって薄うす手でのピンクのパジャマを身にまとって、僕と同じ布団にもぐり込んでいるんだよ。息がかかるほどの至近距きよ離りで、猫ねこのような目が僕をじっと見つめていた。

　普段子どもっぽく見えるから、あんまり意識したことなかったけど。こうしていると、やっぱり美雪ちゃんも女の子なんだなって思う。柔らかそうな頬は、びっくりするぐらいきめが細かいし、表情は少ないけどととのった可愛らしい面おも立だちは将来すごい美人さんになると断言できる。なにより、ほのかに香かおる匂においは女の子のそれだと思った。甘あまいとか、そんなんじゃないけど、なんとなく胸をくすぐるような、そんな匂い。

　いやいや。落ち着け、動揺している場合じゃない。

「……はに？　どうしたの？」

　うまく舌が回らなかった。

　けれど美雪ちゃんは、にこりともせずに僕を見つめたまま。

「──自分は祐介が好き」

　いきなり告白された。

　ちょ、ちょ、ちょっと待て。まあ、そんなことは前から言ってたし、驚くことじゃない。同じ布団の上というシチュエーションで聞くと、また違って聞こえる。

「いや、でも、それはあれでしょう？　フェロモンのせいなんじゃ、ないの？」

　女性を惹ひきつけるフェロモンを僕はみんなの前で、もちろん美雪ちゃんの前でも、たびたび発散していた。

　杏子はこんな体質になる前から僕のことを好きでいてくれたらしいし、理緒菜さんにいたってはフェロモンの影えい響きようだろうとお構いなしなんてところがある。

　でも美雪ちゃんは、ちょっと違う。

『自分の作る料理を美お味いしそうに食べてくれるから好き』なんて口では言ったことあるけど、でもやっぱりフェロモンのせいで僕を好きになってしまったんだ、と思う。

　だから僕は特に美雪ちゃんには気をつかって接していた。

　なるべく二人きりにならないようにしてたし、フェロモンが出てしまったと感じたら真っ先に距離をとるようにしていた。

　だって人じん為い的てきな力のせいで、万に一つでも、過あやまちを犯おかしてしまったなんてことになったら、僕は申し訳が立たない。いや、もちろん美雪ちゃん相手に、そんなことにはならないと思ってはいたけど、それでも念には念を入れておかないとね。

　で、いま、念を入れておいて良かったと思う。

　こうして同じ布団で寝ていると、どきどきしかけている自分がいる。ふとした瞬しゆ間んかんに、僕のスイッチが入ってフェロモンを出してしまわないとも限らない。危なすぎるよ。

　ここはひとつ冷静に。落ち着け落ち着け落ち着け落ち着け落ち着け。

「──自分も祐介が好きなのはフェロモンのせいじゃないかと、少し疑ってた。だから、こうして確かく認にんしていた」

　確認？

「──フェロモンが出てないうちに、こうしてそばにいて、ずっと見つめて……それでもなんとも思わなければ自分は祐介のことを好きじゃない。そう判断しようと思った」

　なるほど。それで結果は？

　いつもと同じような無表情だから、いまいち察することができない。これでスティックとか握にぎっていれば、すぐにわかりそうなんだけど。

「──祐介のそばだって思うと、どきどきした。祐介の温ぬくもりを感じると、心から安心できるのに、それでも目が冴さえて眠ねむ気けなんて消えた。だから、もう一度言う」

　美雪ちゃんは僕を、まっすぐに見つめたまま繰くり返かえした。

「──自分は祐介が好き」

　そうか。こんなことまでして確かめて、それでも断言するんだから間違いない、よね。

　美雪ちゃんに好かれて嬉しくないわけじゃない。それはたしか。

　だけど、同時にヤバいとも思う。

　そんなふうに言われたら、僕だって意識してしまう。ただでさえ、息が頬にかかるくらいそばにいて、同じ布団にもぐり込んでいるのに。

　ここで、もし、美雪ちゃんに……。

「──祐介のこと好きだから、はじめては祐介でもいいかなと思う」

　どきっ。

　あえて意識の外におこうとしていたのに、言葉にされてしまったら、もうダメだ。落ち着けなんて心の中で唱える間もなく、美雪ちゃんは上半身を持ち上げる。

　いつのまにか、パジャマの上のボタンが外れていて、首筋から胸元までの細やかな肌はだが露ろし出ゆつされる。ふくらみかけだけど、きちんと成長を予感させる胸の隆りゆ起うきが、ちらりとのぞく。その意外性に、心臓がどくんと跳はねる。

　もうダメだった。

　いま間違いなく、フェロモンを出しちゃったと思う。

「──よ、よかった。自分で欲情してくれるか不安だった。でも、安心した。これで自分も、祐介の恋れん愛あい対象に入ったってこと……のはず」

　そうつぶやいて。

　美雪ちゃんは、にこりと笑った。

　目を三日月のように細めて、本当に嬉しそうに。さわやかに。でも、せつなそうに。

　……反則だよね。

　いままでずっと表情は変わらなかったのにさ。

　おかげで、さっきからずっとドキドキが止まらない。ヤバい。僕のフェロモンのせいか、美雪ちゃんの目がどんどんとろんとしてきてるし。幼い顔だちなのに妖よう艶えんな雰ふん囲い気きまで放ちはじめたし。

「ちょっと待って。冷静になろう。ほら、こういうのは、もっとデートとかして、お互たがいのことを良く知ってからじゃないかな？」

「──一いつ緒しよに過ごした時間はたくさんある。それにもうじゅうぶん考えた」

「ええっと、それなら僕は綾が好きだって知ってるよね？」

「──。大だい丈じよ夫うぶ、承知の上。綾がまだ恋こい人びとじゃないから問題ない。なんなら綾に黙だまっててもいい」

　なんかどっかで聞いたことあるセリフだよ、それ。どうして、みんなそう考えるかな。

「いやでも。仮に、仮にだよ？　美雪ちゃんと、いま関係を持っちゃったらクスリの効果が切れちゃうんだからさ。そしたら綾にバレちゃうんじゃないの？」

　僕が性的に興奮してもフェロモンを発散しなくなった、ってことは、つまりそれは誰かとやっちゃったってことなんだから。そんなのすぐにバレるに決まってる。そんなことはあたりまえで、当然美雪ちゃんも気づいてるはず。

「──あ」

「気づいてなかったの!?　だったらほら、綾にバレたら大変なんだから、こんなことやめよう。ね？」

「──うーん……」

　美雪ちゃんは、しばし虚こ空くうをにらむようにして考え込んで、そして。

「──たぶん、きっとなんとかなる」

　あっさり考えるのを放ほう棄きした!?

「──理緒菜のような経験はないけど、勉強した。まかせて」

「べ、勉強？」

「──うん。ＡＶで」

「な、なんだって！」

　これはオーディオ・ヴィジュアルって意味のＡＶじゃないよね。当然。

「──恥ずかしかった、ちょっと」

「ちょっと!?　だいぶだよね、そこは」

　僕は想像してしまった。中学生みたいに小さな女の子が、深夜に親の寝ね入いったスキをうかがって、パソコンの電源を入れる。さすがにレンタルビデオ屋だと咎とがめられるに違いないだろうから（っていうか、そのときは切に咎めてほしい）きっと、ネットからダウンロードしてきた動画とか、もしくはえっちな二次創作作品の画像か。

　それらを大まじめに、でもきっといまみたいに頬を染めながら美雪ちゃんは見ている。

「──たとえば、ほら」

　美雪ちゃんは素す早ばやく僕の手を捕つかまえて、指を見つめる。その手は思いのほか冷たいのに、視線は驚くほどに熱い。

　美雪ちゃんは伸ばした僕の人差し指と中指に、そっと顔を近づけて。

　キス。

　それだけで、僕の心臓はでんぐり返しをした。

　しかも美雪ちゃんは、そこからさらに小さな口を開いて、僕の指を、あーん。

「うわ、ちょ、ま、ストップ！　ストップ！」

　それはちょっと、やらしすぎっ！

　しかも幼い顔だちだけに、よけいに背徳感というか、高こう揚よう感というか、その他もろもろがうずまいてきて。

『なに興奮してるんだ!?』と、ツッコむ僕と、『これはしかたないでしょだってやらしいもの少なくとも悪い気はしないだろ』と弁護する僕が、交こう互ごに耳元でささやいている。

　美雪ちゃんは心なしか、ぶるるっと震えて、いよいよ口にふくもうとして。

　木魚

　が、視界いっぱいに広がった。

　どがんと、額から首ごと持って行かれるような衝しよ撃うげきが走る。

　痛い、ものすごく、痛い。

　こなごなに砕くだけてしまった木魚を見つめながら、僕はゆっくりと身体を起こす。ただ、確信めいたものがあって、顔をあげるのが怖い。

「こ、い、ず、み、さ、ん？」

　ああ。間違いなかった。

　綾が仏像のすぐそばで、木魚のフォロースルーの格好で立っていた。

　背後の障子が開いているから、そっちからやって来たんだろうけど。

　拳やら蹴けりやらじゃなくて、飛び道具を──しかもその場にあった木魚を投げつけるとは、綾もなんというか毒されてきたなぁと、しみじみ思う。

「……あ。あのね？　綾、これはね？」

　ムダとはわかりつつも、僕は弁解しようとしてみる。

　ムダなものは、やっぱりムダだった。

「問答、無用です」

　ひくひくと左頬だけを痙けい攣れんさせながら、綾は金属の器うつわのような音を鳴らす仏具をとりあげる。



    

  
    
      　ま、まさか？

「ちょ、綾？　それ、金属製だからね？　立派な鈍どん器きだよ？　そんなのぶつかったら、ただじゃすまないんだよ？」

　しかし綾にはまったく聞こえていなかったらしい。

　くわぁあぁあぁあぁあぁあぁあぁん

　盛大なりんの音とともに、僕は気を失った。



　僕はこの翌朝ほど、頑がん丈じように生んでくれた両親に感謝したことはない。いや、本当に。



　　♪　　　　♪



　精しよう進じん料理を堪たん能のうしたあとのお堂で、トンデモ和尚はさてと僕に向き直った。

　ちなみに綾たちは、すでに一足先に食事を終えていた。もう三時も近いので無理ない。

　なんでこんな時間で昼食なのかといえば、いままで山の下にある商店街にまで買い出しに行かされていたからだ。日本酒一いつ升しよ瓶うびんを二本って、今日一日で本当に必要だったのか怪あやしすぎる。

　そんなわけで、この和尚がなにを言い出すのかと僕は身構える。すると。

「今日は座ざ禅ぜんを組むぞ」

　……あれ？　まとも？

「じゃが、まあその前に風呂に入ってくるがよい」

　入浴？　なに考えているんだ。

　あ、まさか風呂にいる女の子をのぞこうとか、そのために利用しようとか考えている？

「違う、違う。ほれ、沐もく浴よくというヤツじゃ」

　本当に？　僕は警けい戒かいを解けないまま、和尚に連れられて浴場に向かった。

　いつかの失敗を教訓に、僕は脱だつ衣い所のドアを忘れずノックする。返事がないことを確認して開ける。誰もいない。脱衣所にはいくつか服を入れておくカゴがあったけど、そこに着き替がえがないことも確かめた。

　それでも念のため、僕は一声かけてから風ふ呂ろ場ばをのぞいた。

　そこは山寺にあるとは信じられないような露ろ天てん風ぶ呂ろだった。

　大岩をけずり出したような造りになっていて、五人ぐらいなら一度に入っても問題なさそうな広さがあった。ぐるりとあたりを囲んだ竹たけ垣がきの向こうから、色づいた紅葉の枝が張り出してきて湯船に落ち葉を降ふらせている。泉質のせいなのか、それとも季き節せつ柄がらなのか、湯気がもうもうとたっていて、それがまた情じよ緒うちよを感じさせる。

　悪くない。というか、すごい……。

　考えてみれば、ここに来て三日目だけど、僕ははじめて露天風呂を見た気がする。

　なにしろ湯船に浸かったとはいえ昨日は気絶していたしなぁ。

　せっかくなので精一杯羽を伸ばそうと、僕は作務衣を脱いで露天風呂に浸かった。思わずついてしまった吐と息いきとともに、全身から疲つかれが抜ぬけていく。

　それから二十分ぐらい僕は露天風呂を堪能して、さて戻るかと脱衣所で服に着替えようとしていたところ。

「さて、坐ざ禅ぜんをはじめようかの」

「え？　あ、ちょっと!?」

　いきなり和尚が現れて、僕を風呂場へと押おし戻してしまった。

「足を組め。そして心を空にせよ」

「え、まさか……ここで？」

　だって足もとは、床ゆかじゃなくてタイルだよ。

　しかも僕は腰こしにタオル巻いただけの半はん裸らだし。

「わしの寺に代々伝わるとっておきの禅ぜんで、おぬしを鍛きたえてやろうと思っておるのじゃ。玄げん一いちの孫でもあるし特別なんじゃぞ。ほれほれ、だからさっさとやらんか！」

　和尚は坐禅を組んでるときにお坊ぼうさんが持つ長い棒をどこからか取り出し（ほんと、いままでどこにしまってたんだよ！）、僕の肩かたやら、頭やらをべしべし叩たたく。地味に痛い。

「これがうまくできたら玄一のヤツに連れん絡らくを入れるつもりじゃ。予定を繰り上あげて早めに帰してやろうじゃないか」

「本当に？」

「うむ。それほどの効果があるからのぉ」

　うーん。だったらやってみるか。ちょっとおかしいけど、まあ滅めつ多たなことは起きないだろう。場所と格好はともかく、坐禅を組むっていうのは、いかにも修しゆ行ぎようっぽいしね。

　僕は和尚に従ってあぐらをかいて、目を閉じる。

　ちょっとだけ硫い黄おうの匂いのする空気をいっぱいに吸い込んで静かに吐はき出す。

　心を穏おだやかにして、ただ空っぽになる……。

「うむ。よいじゃろう。では動くなよ」

　あれ？　何かマズかった？　肩を叩かれるのかな。

　と、思っていると。

　ぞわぞわぞわぞわぞわっと、全身の肌を小さな何かが高速で這はい回まわった！

「ぎゃあっ！」

　驚いて僕は目を開け、自分をあらためる。

　あぜんとした。

　僕の肌、それも全身に、墨すみで文字が書き記されていた。なんだかよくわからないけど、なにかの経きよ文うもんのように見える。これじゃ、まるで“〝耳なし芳ほう一いち”〟だ。

　いったいなんで、と顔をあげてぎょっとした。

　和尚も服を脱いでいて、しかも僕と同じように全身に経文を書いていた。その手にはぽたぽたと墨を滴したたらせた筆、足もとには墨が入ったバケツ。

　ここはひとつ冷静になって、状じよう況きようを確認しよう。

「……あのさ。和尚がこの文字を書いたの？」

「うむ。そのとおりじゃ」

「いまの一いつ瞬しゆんでこれ書いたの？　本当に？　っていうか、なんのつもりなの、これ。あとなんで和尚まで裸で、おなじように文字書いてるの？」

「待て待て。そんなに一度に訊きくでない」

　だって、ツッコミどころが多すぎるんだよ！

「順に答えようかの。一瞬で書いたのかといえば、まさにそのとおりじゃ。わしぐらい修行を積むと、止まった相手に書きつけるぐらいはたやすくできるようになるもんじゃ」

「どんな修行を積んでるんだよ！　だいたい、どんな役にたつの！　その技わざ」

「まあそれは、さておいてじゃな」

　あっさりスルーされた!?

「これが、なんなのか。そして、なんでわしも同様に書き込んだのかは、じきにわかる」

「なにそれ!?」

　叫さけんだ、そのとき。

　ガラッ。

　突とつ然ぜん、露天風呂と脱衣所の間のドアが開かれた。

　ぎょっとして固まる僕に和尚は流れるように接近。僕の口を塞ふさいできた。

（静かにしておれ）

　和尚が僕にしか聞こえないような小声でささやく。

　そんなこと言ったって！

　なんて目で抗こう議ぎしている間に、ドアの隙すき間まからひょこっと綾が顔を出した。さっき僕がしたように、きょろきょろとあたりを見み渡わたす。

　いま、ばっちりと。確実に、目が合った。

　や、やばい。

　いや、僕は悪くないんだけど。

　でも、全身に経文を書いた男二人を風呂場で見つけたときの心境っていうのは、気持ちいいもんじゃないと思う。

　ひくっと僕は口くちの端はしを引きつらせる。

　けれど綾は脱衣所に首を向けて。

「誰だれもいないです。入れますよ」

　……。…………………………え？

　なんだって？

（“〝耳なし芳一”〟は幽ゆう霊れい悪あつ鬼きから見えなくするために経文を書いたがの。この経文は女おな子ごから見えなくなる効果があるのじゃ。正確には見えているが意識できなくなるんじゃがの。ゆえに、女子たちはわしらにぶつかることもなく無意識によけて通る）

　な。

　そんな経文あり？……いや、でも、このトンデモ和尚なら、それぐらいの秘ひ技ぎを身につけていてもおかしくないかもしれない。なにしろじいちゃんの友だちだし。類は友を呼ぶって言うし。

　そうこうしている内に杏子や美雪ちゃん、さらに小町さんまでやって来た。

　みんなタオルを胸むな元もとあたりに当ててはいたけど、ま、まずい！

　なにしろ杏子は、あれでスタイルいいし。小町さんもそれに匹ひつ敵てきするぐらい女性らしいプロポーションをしている。

　いや、これ以上みたら、間違いなくフェロモンが出ちゃう。

　僕はあわてて顔をそむけ、さらに逃にげ出そうとして。

（あ、ただしヘタに動くと見えてしまうぞ？　行間や文字の幅はばまで計算されて書かれておるゆえな）

　なんてこった！

　それじゃ、逃げ出すこともできないじゃないか！

　もしも、だ。ここにいることがみんなにバレたりしたら、それはもう“〝のぞき”〟としてなんの言いい逃のがれもできない気がする。もちろん綾だってカンカンに怒おこるだろうし、事と次し第だいによっては絶交、いや逮たい捕ほまであるかもしれない。マズすぎる。

　でも、待てよ。みんなも僕の着替えがおいてあれば、誰かいるって気付けたようなもんじゃないの？

「綾も気にしすぎよ。いくらお風呂がひとつしかないって言っても、脱衣所に着替えとかなかったでしょ？　誰もいるわけないって」

「それも、そうですよね」

（だってわしが隠しておいたからのぉ）

　この和尚！　用よう意いし周ゆう到とうすぎるぞ！

　そこまでして綾たちのお風呂をのぞきたいのか。……いや、のぞきたいんだろうな。ごめん、愚ぐ問もんだった。それにしても、

（なんで僕まで巻き込むんだよ！）

（そんなの決まっておろう。おぬしの修行は、つまり色しき魔まを遠ざけたいということなのじゃろう。ならば裸の女子が目の前にいるこの状況で、精神を統一させて無心になることができれば、なにも恐おそれることはなかろう）

　……たしかに、そこだけ見れば一理あるかもしれない。やり方はむちゃくちゃだけど。

　くそ、もうこうなってしまったら、しかたない。ここで禅を組んで無心になるより他にないみたいだ。

　見てろよ。

　僕は心を落ち着けて、目を閉じる。視覚が閉ざされるだけでも、ずいぶん落ち着いた気がする。よし、これなら行けるかも。

　そんな僕のもとに、ちゃぷんっと、水音が届いた。

「んー。いいお湯よね。まさかこんな山寺に来て、こんないい露天風呂に浸かれるなんて思ってもみなかったな。理緒菜も来られれば良かったのにね」

　杏子が息をつく。

「塾じゆくで受験対策のゼミがあるのでは、しかたありませんよ」

「それもそうか。遊びに来たわけじゃないもんね」

「そうです。わたしたちは祐介さんの付つき添そいに来てるんですから、あんまり楽しんでいるのも不ふ謹きん慎しんです……特に美雪さん、祐介さんの邪じや魔ましちゃダメなんです」

「──反省はしてる」

　昨夜のことか。あれは驚いた。結果的に何事もなくて良かったけど。

「──でも修行の邪魔をしたのは綾も一緒。滝たきに打たれてるのに、あんな格好されたら祐介だって、興奮するのムリない」

「あ。いや、あれは不ふ可かこ抗うり力よくですよ？　祐介さんのもとに行くなら滝たき行ぎようするだけの覚かく悟ごが必要で、あの格好しないと連れて行けないって和尚さんに言われたんですから。しかたないですよ。それにわたしだって恥ずかしかったんですよ？」

　そんな事情だったのか。

　和尚め、ぜったい計算してたな。

「──そのせいで、フェロモンが爆ばく発はつ」

「まあ、たしかに。あれは、ちょっと刺激強かったよね。祐介じゃひとたまりもないだろうなぁ、ちょっと同情する」

「杏子先せん輩ぱいまでそんなこと言うんですか!?」

　いやでも本当、すごかった。張はりついた布ごしの透すけた裸ら体たいが、あれほどまでにえっちぃとは思ってもみなかった。まあ、いまだって目を開ければ、一糸まとわぬ綾がそこにいたりするんだけど。

　いや、想像したらダメだ。ここは落ち着くんだ。精神、集中、集中。

（くっくっくっ。苦労しておるようじゃのう。愉ゆ快かい愉ゆ快かい）

　和尚め。まだ秘蔵エロＤＶＤのこと、根に持ってるな。なんて、おとなげないんだ。

「綾のおかげで私も、相当きちゃったもんなぁ」

「──自分も大変だった」

「わたしが悪いみたいな言い方しないでください！」

　手を振り回しているのか、ばしゃばしゃと水がはねる。

「だ、だいたい、そうです。お二人はフェロモンの影響を受けてしまうんですから、わたしにまかせていただければよかったんです。どうして杏子先輩や美雪さんもついてきているんですか？」

　それはもっともな意見だ。

「いやー。ほら、私が言い出だしっぺだしさ。それにバンドのリーダーで、独り暮らしだから学校ちょっと休んでも、親からなにも言われないじゃない」

　そっか。綾も休むの大変だったって、小町さん言ってたもんな。

　誰もが納なつ得とくできると思ったのだけど。

「あ。あの……すみません。本当にそれだけなのでしょうか？」

　このおずおずとした口調は小町さんだ。

「どういう意味です？」

「いえ、あの、その……つまり小泉さまに、気があるので抜け駆がけしようとか。たとえば、野々宮さまのように誘ゆう惑わくしようと思っていた、とか」

「誘惑!?　ち、違ちがいます。そんなことしない。私が来たのは、ただ祐介が心配だったからで、二人っきりになれば振り向むいてもらえるかななんて、そんなこと考えてないよ？」

　しばしの間。

　いや、あの、杏子？　それって、当たらずとも遠からずってこと？

　それ嬉うれしいけど、ちょっと困るというか、恥はずかしい。あと、そんなことをいまここで聞いてしまっていることに、罪悪感も同時に感じる。とても、いたたまれない気分。

（おぬし、本当にモテておるんじゃのぉ。けしからん）

　べしっ。

（ぎゃあ。痛い、棒で叩かないでよ！　っていうか、それどこから出したの！）

（騒さわぐでない。あと、動くな）

「あれ？　いま、物音が？　あと悲鳴が聞こえませんでした？」

「……わたくしも聞こえました」

「そう、気のせいじゃない？」

「いえ、たしかに、こちらから」

　湯船から出た水音と、ぺたぺたと歩み寄ってくる足音。

　……これは、綾だよね？　うわ、かなり近づいてきている。

「あ。こんなところに坐禅で使う竹しつ箆ぺいがありますよ。これが倒たおれたりしたんでしょうか。……でも、なんでこんなところに？」

「不思議ですね？」

　小町さんと綾が首を傾かしげる気配。



    

  
    
      　いやぁ、いまのは危なかった。

（ぐふっ。いいものを間近で拝めた。わしはもう死んでもいいかもしれん……）

　この和おし尚ようっ！　あとで絶対ぶんなぐる！

　もし僕ぼくが和尚みたいに目をあけていたら、たしかにとてもすばらしいものが見えたかもしれないけど、かわりにフェロモン発散、綾に気づかれて地じ獄ごくへゴー、なんてことになっていたに違いない。そっちの意味でも、いま危なかったよ！

　綾の足音が遠ざかり、湯船に浸つかる音が響く。

「──で。杏子も誘惑するつもりだった？」

「わあ！　まだその話流れてなかったの？　美雪、しつこい。っていうか、ちょっと待って。いま私“〝も”〟って言った？　なによ。“〝も”〟って！　あんた昨晩、祐介の布ふ団とんにもぐり込んだのは寝ねぼけただけって言ってたけど違うの!?」

「──ノーコメント」

　いや、美雪ちゃん。そこは否定しようよ。ただ自分の想おもいを確認するためだったんじゃないの？　そう言えばいいのに！

　ああ、じれったい。口を挟はさみたいけど、できない。

「まったく、あんたって子は……」

「──子ども扱あつかいしないで」

　なんだろう。目を閉じていても感じる不ふ穏おんな空気。

　きっと二人は、にらみ合っている。

　そして綾は、その間に挟まれて、たぶんあたふたしているんだろうな。

「もうその話はやめにしませんか？　ほら、せっかく温泉につかっているんです。楽しくいきましょうよ。ねえ？」

　さっきと逆のことを苦くるし紛まぎれに言ってる綾に、小町さんはしょんぼりした声で返す。

「……すみません、綾お嬢じようさま。わたくしがよけいな口を挟んだばっかりに……」

「小町さんは悪くないですよ」

　綾も小町さんも貧びん乏ぼうクジだなあ。

　というか、これ。僕がはっきりしない……というより、みんなにスキをみせちゃっているせいなんだよね。昨日も美雪ちゃん相手にフェロモンを出さなければ、あんなことにはならなかったんだし。

　僕が綾を好すきだってことはみんな知ってるはずなのに、これだけ迫せまられてしまうのは、大なり小なりみんな『押せばなんとかなりそう』って思ってるからなんだよね。

　もっと僕がしっかりとしていれば、そして綾の気持ちを射止めていれば、こうはならないはず。

　でも。本当に綾は、僕のことどう思っているんだろう。

　なんて思った瞬間。

「──綾は、祐介のこと好き？」

　美雪ちゃんが質問する、なんて奇き跡せき。

　僕は思わず身を乗り出して、耳をそばだててしまう。

　ちらりと脳のう裏りに『こんなんで坐禅の修行になっているのか』なんて考えが過よぎったけれどそして和尚につねられたけれど、この際さい気にしない。

「わたしですか？　それは、その……杏子先輩にはお伝えしたんですけど。学園祭のライブのあとに」

「──自分は聞いてない」

「私もあらためて聞きたいな。あれから二カ月、綾の気持ちは何も進展してないの？」

「杏子先輩まで！」

　僕もすごく聞きたい。

　そりゃあ、こんなところでこんなカタチで、どんな顔しているのかも見ずに知ってしまうのは問題も罪悪感もあるけれど。

　直接聞き出せなくて、カッコわるいとも思うけど。

　それでも僕は、綾の気持ちを聞いてみたい。

「──綾にはアドバンテージがある。教えてくれてもいいはず」

「そうね。綾は祐介に好かれてるからね」

「うっ……」

　綾が押し黙る。

「お嬢さま、ムリなさらなくてもよいかと思いますが……」

　小町さんが助け船を出した。けれど。

「いいんです、小町さん。お二人の言ってることはもっともなんですから。わかりました、正直な話をします」

　綾が覚悟を決めるために、ひとつ息をつく。

　僕も綾の想いを受け止めるために、心を落ち着ける。そして。



「祐介さんのことは、きっと……好き、なんだと思います」



　…………本当？

「祐介さんがわたしのことを見守ってくれていると思うと勇気がわいてきますし、なにかムチャしているときはとってもハラハラしてしまいます。他の女性を見ていたりすると、ましてやそれでフェロモンが出たりすれば、すごくモヤモヤして腹立たしいです。祐介さんはわたしのこの気持ち、相手の女性を思っての義ぎ憤ふんだと思っているみたいですけど、きっと違うと思うんです」

「あらあら。祐介もばっかね。そんなこともわかってないの？　あいつ」

「──ちょっと引いた」

　え？　え？　え？　違うの？

「認めるしかないですよね。わたし、やきもち焼いてたんです」

　そうだったのか。

　やばい、すごい嬉しい。飛とび跳ねたいぐらい嬉しい。

「まあ。そこまでは想像どおりだけど。問題はその先よね」

　杏子はさらりと話をうながす。うんうんと美雪ちゃんまでつぶやく。

「──祐介にカラダを許せないの？」

　どきっとした。

　いきなり深いところまで踏ふみ込まれて、つい動どう揺ようしてしまう。

「そうね。やらしい気持ちにならないように、フェロモン出さないように、祐介のヤツこうして健けな気げに修行なんかしちゃってるけどさ。まあ、ムリに決まってるもんね」

　いま、さらりとひどいこと言われた。

　そんなにはっきり努力を否定しなくてもいいのに。

「──一度、えっちしてあげれば祐介は救われる。可か哀わいそう」

　そのとき小町さんのあわてた声が割り込んだ。

「え？　あ？　なんです？　フェロモンはともかく、どうして、そんなお話に？」

　みんなの顔を見渡す小町さんが目に浮うかぶ。そりゃあ、僕の体質を知らないと、わけわからないよね。ついて来られなくて可哀そうかな、とも思う。

　けど、いまはそれどころじゃない。

　僕のフェロモン体質は、一度誰かと“〝えっち”〟しないと治らない。

　その相手が綾だったらって、もちろん思うけど。

　でも綾はバージンロードをバージンで歩きたいって夢があるから、そんなことできるわけがないと──望んじゃいけないと思っていた。

　でも。もし、綾が考えを変えてくれるなら……。

　しばしの沈ちん黙もくのあと、綾はつぶやくように言った。



「それは……やっぱり怖こわいです」



　あ。あー、そっか。そうだよね、やっぱりね。わかってたよ。うん。大丈夫、ショックなんて受けてない。受けないから。

「なるほどね。ん、まあ、ムリもないか」

　杏子はため息まじりに独りごちる。

　この空気にひとり取り残された小町さんは、

「あ、あの？　だから、どうしてそんな話になってるんですかぁ？　教えてくださいよぅ。う、うっうっうっ」

　泣きが入っていたけど、それでも話は止まらない。

「──だったら、自分にもチャンスはある」

「や、やめてください、美雪さん！　祐介さんをこれ以上惑まどわせないでください」

「──綾が無理だから自分がやるだけ。祐介に我が慢まんさせつづけるのは可哀そうだと、綾は思わない？」

「いえ。それは……その……思い……ます……けど」

　だがしかし、そのあとの言葉はつづかない。

　押し黙る綾の中で、すさまじい葛かつ藤とうがうずまいている。そんな気配を僕は肌で感じる。綾は考えに考えて、悩なやみに悩んで。

「もう、このお話はやめにしましょう！　ねっ！　先にわたし、ここを使わせてもらいますね。えっと、ボディーソープはこれですね……」

　あ。

「──逃げた」

　だよね。

　……うん。でも、まあ。しかたないか。

　綾も答えを出せていないんだし、少なくとも僕のことを好きでいてくれて、そして少なくとも悩んでくれている。

　これだけでも収しゆ穫うかくだと思うことにしよう。

「まあ、これぐらいにしておこうよ、美雪」

「──うん。わかった」

　美雪ちゃんも引き下がってくれたらしい。

「ふふっ。でも意外だな。美雪がそんな本気になるなんて、ぜんぜん思ってなかった。そんなことに興味なさそうだったし、まだまだ……」杏子がなにかを言いかけて「いや、なんでもない」と飲み込んだ。

「──いま、なに言いかけた？　“〝子どもみたいだから”〟とか、失礼なこと思わなかった？」

「あ。えっと……ごめん」

　正直だな。それが杏子のいいところでもあるんだけど、あいにく美雪ちゃんには通用しなかった。

「──アタマ来た。こんな立派なモノもってるからって、調子に乗るな。杏子」

　ばしゃばしゃと露天風呂の湯船を歩き回る水音がはじける。

「ごめんって！　そんなつもりじゃなかったんだってば。──あ、コラ。や、わぁ。ちょ、あ、あふん。こら、そんなとこ触さわるなぁ！」

　杏子が嬌きよ声うせいをあげる。いりまじる艶つやっぽさに、僕はどきっとしてしまう。なまじ声だけしか聞こえないから自然と想像が広がってしまう。美雪ちゃんは杏子の背中にとりつき、脇わきの下から手を伸のばして豊かな胸を、さわさわ、たぷたぷ。

　いやいや。なに考えてるの。ここは落ち着くんだ、僕。いまこそ坐禅の真価を発揮する時だろ。

（う、うおおお。こ、これは……）

　こら、このハレンチ和尚。あんたが興奮してどうする！

　騒ぎを聞きつけた綾も、ばしゃんと湯船に足を踏み入いれる。

「わ、わわわっ！　美雪さん、落ち着いてください。ダメですよ、そんなところ触ったら！あ、ほら、小町さん！　小町さんもこっちに来て止めるの手伝ってくださいよ！」

「るーるるるるるるる。そうですよね、わたくしはどうせメイドですから。みなさまから相手にされなくって、お話も蚊か帳やの外でいいんです。仲間外れも当然なんです」

「小町さん!?　そんな仲間外れだなんて思ってませんよ!?」

「──ふっふっふっふっふっ。こうなったら杏子を、お嫁よめにいけないカラダにする」

「な、ちょ、バカぁ！　やめなさいって！　こら、も、もまないの！」

「──きっと明日から世界観が変わる」

「バカなこと言うなぁ！　美雪、そっちの気もあったの!?」

「──女の子も、悪くないと思う」

　なんてこった！　すぐそこで、どんな世界が広がろうとしてるんだよ！

　僕の精神統一も、もはや限界だ。動どう悸きが激しくなってきてるし。

　しかも僕の耳元から。

「ぐ、ぐふぁ！　たまらん！」

　断だん末まつ魔まにも似た和尚の叫びと、さらに。

　ぼたぼたぼたぼたぼたぼたぼたぼたぼたぼたぼたぼた

　生暖かいものが、僕の肩に落ちる感かん触しよく！　なにこれ！　気持ち悪い。

　僕はついに我慢できずに目をあけ、肩を見る。

　あ、赤い！　これって……もしかしなくても、血、だよね？

「鼻血が止まらん！　撤てつ退たいじゃ！」

「なにぃ！」

　背後を振ふり返かえると、和尚がそれこそ目にも止まらぬ速さで脱衣所に飛び込んでいた。濡れてすべり易やすくなっているはずなのに、あの足さばき。あの人、本当に人間か？

　いや。そんなことより。

「え、逃げるの!?」

　思わず大声をあげてしまった。

　まずいっ。

　あわてて僕は自分の口をふさぐ。いまの声は、みんなに聞かれたかもしれない。しかもさっきまであんなに騒がしかったのに、いまは水を打ったように静かだし。

　え。え～っと。

　僕はいやな予感にとらわれながら、ゆっくりと湯船に向き直った。



　みんなが僕を凝ぎよ視うししていた。



　まずは杏子と、その背中に組み付いていた美雪ちゃんと、ばっちり目が合った。

　杏子はあいかわらずのスタイルを維い持じしていた。ふたつの胸に、美雪ちゃんの手が、もにゅんと沈しずみ込んでいる！　その美雪ちゃんも、そりゃあ杏子と比べれば可哀そうな胸だけど、昨夜も目にした水を弾はじくような肌はだには染しみひとつなくて、まるで陶とう器きのようだった。

　いきなり杏子が、カラダを隠かくすように湯船に浸かる。

　それをきっかけに、僕はあわてて視線をそらす。

　や、やややや、やばい。

　これ以上直視していたら、ぜったいに自分を制せい御ぎよできない。これが精せい一いつ杯ぱい。いま脳裏に焼きついてしまった映像を振り払はらうためにも、別のことを考えないと。

　そうだ。なんで、僕が見えてしまったんだ？　その謎なぞを解くんだ。

　なんて、そんなのすぐにわかるよ！

　僕のカラダには、イヤすぎるけど和尚の鼻血が点々とついていて、カラダに書き込まれた経文を隠している。効果なんて消えているに違いない。

「ゆ、祐介！　あんたなんでここにいるの!?」

「あ。いや、違うんだ、杏子。話すと長くなるんだけど、これも修行の一いつ環かんで、いまさっきも和尚が一緒にいて」

「──いい訳として、苦しすぎる」

「本当なんだって！」

　叫んだそのとき。

「祐介さん？」

　すぐそこから声が降ってきた。

　僕は顔をあげる。

　わ。わわ。

　綾が湯船からあがって、僕を見下ろしていた。

　綾はタオルで胸元から下腹部まで隠していたけれど、襦じゆ袢ばんのときのようにぴったりと肌に張りついてしまって、結果すごくえろっちい。しかも腕うでで隠しきれない胸元にはまだボディーソープの泡あわもついていて、どうしてもそちらに目がいってしまう。

　首筋まで真っ赤になっているのは、長湯のせいか、それとも僕に見られて恥ずかしいからか、それとも怒っているからか。

　まあ、なんにせよ。

　頬ほおを染めた綾のこんな姿を目にして、僕が興奮しないわけがない。

　もちろん、フェロモン大だい爆ばく発はつ。

「──うっ。ううううっ。濃こくなった……？」

　美雪ちゃんはつぶやくなり、お風ふ呂ろの中でもじもじもじもじ。

「はあ、傷つくわ……。さっき私とも目が合ったけど、その比じゃないもんなぁ」

　杏子まで悩ましげな顔で、ため息。

　あ。や、ごめん。

　でもやっぱり綾の魅みり力よくには、かなわないよ。それはもう僕が好きなんだからしかたない。

　なんて言っても、許されないよね？

　綾は、ゆっくりと口を開く。

「い、いつから……どこから聞いていたんですか？」

「え。あ……その……ごめん」

「いいから、答えてください」

　僕は絶望に意識が遠のくのを感じながら、それでもありのままを言った。

「……最初から？」

　瞬しゆ間んかん。

　綾はその顔を隠すようにうつむいた。さらに肩を小さく震ふるわせはじめる。

　ああ。これは、よくない兆候だ。

「そうですか。それなら忘れてください。いえ、忘れさせてさしあげます」

「……それってさ。もしかして頭を殴なぐって記き憶おくを飛ばすとか、そういうこと？」

「よく、わかりましたね？」

　そ、そりゃあね。

　綾が一歩を踏み込む。

　背筋にぞくっと悪お寒かんが走る。覚悟は決めていたつもりだけど、それでも恐きよ怖うふが僕を支配する。

「や、ちょ、ちょっと待っ──」

　最後まで言えなかった。

　

　本当に一瞬、記憶が飛びました。いや、すぐ思い出したんだけどね。

　気絶グセがつきつつある今日この頃ごろだけど、記憶が飛ぶのは初めてだったなぁ。

　あは、あははははははははは……は～あ。



　　♪　　　　♪



「ほら。いつまで寝ておるんじゃ。帰るぞ」

　いつものようにお堂で寝かされていたらしい。障子からのぞく空はすでに赤く染まっていて、遠くからカラスの鳴き声が響ひびいていた。

　こんなふうに目を覚ますのは三度目だけど、今回起こしてくれたのはよりによって革のパンツにトゲトゲチョーカーという、あいかわらずパンクな格好をしたじいちゃんだった。

「あれ？　どうしたの、ってかなんで？」

　修行は一週間の予定。迎むかえにくるのは、まだ先のはずだ。それとも三日ぐらい気を失ってたとか？　そういえば和尚が修行を無事にこなせれば前まえ倒だおししていいと言ってた気がするけど……それもムリだったんだよね。

　じゃあ、なんでだ？

「お嬢さんたちが学校を休んでまで、おまえを追ってきておるんじゃ。どうしてもと言うて聞かんので居場所を教えたが、そうそう迷めい惑わくはかけられんじゃろ。ようやく今日、わしの手があいたんで、早めに切り上げようとやってきたんじゃ」

「なんだ。そうか、そういうことか」

「あと。あんまり長居すると、あの破は廉れん恥ち和おし尚ようが、何しでかすかわからんからの」

　さすが、旧友というだけあって、じいちゃんも和尚のことよくわかってるみたいだ。

「っていうか、そんな人に預けないでよ、まったく！」

　その文句を聞きつけたわけじゃないだろうけど、ちょうど和尚が障子を開けてやって来た。その背後には綾たち女じよ性せい陣じんの姿もある。

「ひどい言いようじゃのぉ。わしなんぞより、小こ僧ぞうの方がよっぽど煩ぼん悩のうにまみれておるじゃないか。なにせ、女によ人にんの入っておる風ふ呂ろ場ばをのぞくんじゃからの」

　わざとらしくため息。

「あれ。ちょっと待って……これって、もしかして、僕ひとりのせいになっている？」

「あたりまえじゃろう、他に誰がおる」

　なんだ、と？

「待ってよ！　和尚が僕を誘さそい出して罠わなにはめたんだろ！」

「はっはっはっ。なんのことやら」

　このやろう。シラを切る気だな。

「だったら、その鼻に詰つめてるティッシュはなんなんだよ！　風呂場をのぞいて、鼻血出したからじゃないのか」

　あれだけの出血をしたんじゃ、止めるのも大変だったろうね。

「ふん。言いがかりはやめてもらおうか。これはちょうどおやつにチョコレートを大量に食べたせいじゃ。去年のバレンタインデーにもらったチョコの賞味期限が、ちょうど今日まとめてやってきてしまっての。厚こう意いを無下にするわけにはいかんで、計四十九個を食べたところで出血してな。ああ、あれはひどい惨さん劇げきじゃった」

「いい訳が、それ!?　もっとまともなウソつく気ないの!?」

　僕がなおも糾きゆ弾うだんしようとすると。

「祐介さん！　見苦しいです。祐介さんがお風呂場にいたのは事実なのですから、ここは素す直なおに反省してください」

　むすっとふくれた綾に、たしなめられた。

　一度殴ったくらいじゃ、まだ怒いかりはおさまらない、かな。あんな姿を見られてるわけだから、しかたないか。

「あー。えっと。ごめんなさい」

　謝あやまったけど、それでも綾はふくれたまま。ああ、もう、どうすりゃあいいんだ。

　途と方ほうにくれる僕を杏子が救ってくれた。

「まあまあ。祐介も謝ってるみたいだし。そろそろ出ないと帰るの遅おそくなっちゃうし。ここはこれぐらいにしておこ？　ね？」

「──自分も、もう怒っていない」

　ほんと、助かるよ、杏子に美雪ちゃん。

「わかりました。もういいです。わたしは忘れますから、祐介さんも忘れてくださいね」

　まだ全然良くないという顔で、簡単には忘れませんよという声こわ音ねで、綾はそう言った。そっぽを向きながらお堂を出ていく綾を、小町さんが小走りで追いかけていく。

　これはしばらく尾おを引きそうだなぁ……あはははははは。

「おぬしも大変じゃのぉ」

　心底同情した顔をする和尚を、僕はぎろっとにらみつけた。

　いったい誰のせいだと思ってるんだよっ！





　山寺の長い階段の下に停とめたワゴンに荷物を積み終えると、じいちゃんはあらためて和尚に話を切り出した。

「ところで祐介の首しゆ尾びはどうだったんじゃ？」

　いちおう、じいちゃんも気にしてくれていたらしい。一時は本気で、ただの嫌いやがらせだったんじゃないかと思ったけど。

　和尚は僧そう衣いの袖そでを揺ゆらしながら、ふむと顎あごをなで。

「まあまあ、かの」

「……まあまあ？」

　思わず僕は聞き返した。

　だって修しゆ行ぎようらしい修行なんて、ろくにしてなかったよね!?

「そもそもじゃの。オトコはみな大なり小なりスケベなものじゃ。それは人間も生きており、生せい殖しよくによって子孫を繁はん栄えいさせる以上しかたないことなんじゃ。おぬしは、人の本能まで否定するつもりか？」

「いや、そこまで、言わないけどさ」

　和尚の言っていることもわかる。あんまり度を越こして、たとえばまったく性欲をなくしたり、行こう為いそのものを否定してしまったら、行き着く先は種の絶ぜつ滅めつしかない。それはわかるよ？

　でもそんな話をしたら、僕はなんのためにここに来たんだか、わからなくなるよね。

「まあ、よいではないか。スケベなら、スケベとして生きていけば」

「イヤだよ！　なんていうか、その、どうせならせめて“〝紳しん士し的てきなスケベ”〟ぐらいに、なりたかったんだよ！」

「あら、そうだったんですか」

　横で話を聞いていた綾が口をはさむ。

「だったら祐介さん、半分はできてるじゃないですか」

「本当に？」

　あれ。もしかして綾、機き嫌げん直して、僕のことをかばってくれるの？

「はい。あとは紳士的になるだけですよね」

「半分って、そっち!?　それってただのスケベってことだよね。全然ダメじゃない！」

　う。ううっ。そうだよね。お風呂場をのぞいたって誤解もとけてないのに評価してくれてるなんて期待した僕が間ま違ちがってたよ、ううううううっ。

「なんというか。おぬしもなぁ……」

　和尚が綾に向けて、あきれた顔をした。

「な、なんですか？」

「もう少し素直になってもよいのではないのかの？」

「……ほ。放っておいてください」

　綾は、ふくれてそっぽを向いてしまった。

　こら。和尚。これ以上、綾の機嫌をそこねるようなこと言わないでくれよ。頼たのむから。

「まあ、ともあれじゃ。おぬしらしさを見つめなおせば、自然と悟さとりの道も見えるじゃろ。たとえばわしのようにな」

「いや。ぜんぜん、悟っているようには見えないよ？」

「わかっておらん。おぬし、わしが破は廉れん恥ちな破は戒かい僧そうじゃと思うとるようじゃが、それは違うぞ。今までの修行は全部、おぬしのためを思ってしかたなくやったことなんじゃ。その証しよ拠うこに、ほれ。わしは見るだけで、わしからは触ふれておらん。さすがにその一線を越してしまえば、仏道に身を置きつづけられんと思うとるでの」

　……うーん。まあ、言われてみれば、自分から手を出したりはしなかったか。

　いや、でもさ。

「なんか、その一線をもし越えたら犯罪だよね」

「──見るだけで、すでに犯罪」

　美雪ちゃんの鋭するどい指し摘てき。たしかにそうだ。

　いつの間にか話を聞いていた杏子もあきれ顔でつぶやく。

「それに、カッコいいこと言ったつもりらしいけど、チョコの食べすぎで鼻血だして鼻にポッチ詰めてたら説得力なんて全然ないよね？」

　あはっ。たしかに。

「ええい、うるさいわ！」

　和尚はあっけなくヘソを曲げて、鼻に詰めていたティッシュをふんっふんっと飛ばした。うわ、危ないなっ！　なんで僕を狙ねらうんだよ！

「ほれほれ。遊んでおらんで、帰るぞ」

　じいちゃんの呼びかけによって、僕らはみなワゴンに乗り込んでいく。

　そこで和尚がじいちゃんを捕つかまえた。

「待て待て、玄一。肝かん心じんなものを忘れておる」

「……なんじゃ。おまえは忘れてなかったのか。耄もう碌ろくはしておらんようだな」

「あたりまえよ。おぬしの頼みでなければ、男なんぞの修行をつけたりせんわ」

　なんとなく、わかってたけど、あらためて言葉で聞くと、なかなか破はか壊いり力よくのあるセリフだね。この破戒僧め。

「ふん。まあ、ええわ。ほれ、これじゃ」

　じいちゃんは革のパンツのポケットから小こ瓶びんを取り出して、和尚に投なげ渡わたした。

「わたたた。こら、もっと大切に扱わんか」

「はっはっはっ。すまんすまん。あ、それな。食前食後いつ飲んでもよいが、ただ一息に飲み干さんと効果はないからな。気をつけろ」

「うむ。承知した。さてさて、これさえもらえれば用はないわ。さっさと帰れ帰れ」

「いわれんでも、帰るわ。じゃあ達者でな」

「おおよ。あ、おぬしが死んだら、わしを呼ぶようにいまから遺ゆい言ごんを書いておけ。わしが経きようを読んでやろう」

「おまえを儲もうけさせる義理はないわ」

　なんてことを言いあいながら、じいちゃんは運転席に乗り込んでエンジンをかける。

　真っ暗な田舎いなかの山道を、ワゴンは進み出した。

「ねえ、じいちゃん」

「なんじゃ」

「さっき渡していたのは、なに？」

「ああ、モテルゼＸじゃ」

「え。ええっ!?」

「あいつにおまえの事情を話したら、あのスケベじじい、わしにもよこせとうるさくてな。僧そう侶りよのくせに、なんてものを欲ほしがるんじゃ」

　……あ。そうか。

　たしか和尚は“〝自分からは手を出さない”〟とは言っていた。けれど“〝相手から迫られても鋼の意志で断る”〟なんてことは、ひと言も口にしていなかった。

　あははははは。つまりそういうことか。なんて僧侶だよ、まったく。

「あ。いや、そんなことよりさ！　モテルゼＸ、また作れたの？」

　僕にとっては、そっちの方が重要だ。

　データが消しよ滅うめつしてしまったから同じものは二度と作れないってことだったけど、もし複製に成功したのなら効果を解くための研究もはじめられるはず。

「いや、作れんかったぞ？」

「……え？　でも」

「しかたないから、ビタミンドリンクを素もとに、それっぽく仕上げて、さらに高純度のカプサイシンを加えてやった。あやつには、いい薬になるじゃろ」

　カプサイシン？　どこかで聞いたことあるような……。

「唐とうがらしの辛から味みの主成分じゃよ」

「あ。ああ！」

　うなずいてから、あれ、って思う。

　ということは……？

　僕はあわてて窓の外、後方に遠ざかっていく山寺に目をやった。

　瞬間。

　ずいぶん離はなれていたにもかかわらず、和尚の絶ぜつ叫きようがここまで届いた。



    

  
    
      四章　揺ゆれる想おもい





「ユウくん、お久しぶりー」

　学食で昼を終えて、教室に戻もどる途とち中ゆうの廊ろう下かで僕ぼくはいきなり後ろから抱だきつかれた。

　この手の奇きし襲ゆうの場合、パターンによってだいたい犯人は二人に絞しぼり込める。

　つまり、頭なり背中を叩たたいてきたら杏きよ子うこ。抱きついてきたら、

「なんです？　理り緒お菜なさん」

「なによー、その反応ー。面おも白しろくなーい」

「面白い反応ってなんですか」

「そんなの決まってるじゃなーい。はわわって慌あわてふためいたりー、顔を真っ赤にしたりー、カラダよじって逃にげようとするんだけど本気で嫌いやがってなかったりー。少なくとも、こんなふうに無視したりしなかったもーん。なーに、これも修しゆ行ぎようの成果ってことー？」

　そして理緒菜さんは、背中にふたつの膨ふくらみを膨ふくしつけてきた。

　わざとやってるな。

　それにしても、あいかわらず柔やわらかくて大きいなあ。もにゅんとした感かん触しよくが心地ここちよいけど、でもなんとか大だい丈じよ夫うぶ。ちょっとは慣れてきたし、風ふ呂ろ場ばで坐ざ禅ぜんといった苦行から比べると、少しは冷静でいられる気がする。

　あれ？　なにげに修行も役にたってる？

「あれー？　ユウくん、なにも感じなーい？」

「僕の背中に当たってるこれは大きな水風船とか、そういうものだと思うことにしました」

「うわー。ひどーい」

「どっちがひどいんですか。純真な後輩をからかって！」

　手を振ふり回まわしてみても、理緒菜さんはあいかわらず僕の背中にとりついたままだった。いい加減離はなれてください、いやだーと攻こう防ぼうを繰くり広ひろげていると。

「先せん輩ぱい、離れて！」

　いきなりの男の声に僕は前を向く。

　と、こちらにダッシュしてきた健けん吾ごが拳こぶしを握にぎりしめた。

「うわ、健吾！　な、なに！　いきなり殴なぐり掛かかってきて」

「うるさい！　バンドやってるからって、この学校一セクシーと言われる叶かのう理緒菜さんとイチャイチャしやがって。おまえはいまここで死ぬがいい！」

「死!?」

　すごい逆さか恨うらみ！　しかも健吾の目は、さっきのセリフが冗じよ談うだんに思えないぐらい血走っている。だいたいモテてるように見えてるのは、モテルゼＸのせいであって、けっしてバンドやってるからじゃないんだけどな。

「さあ覚かく悟ごは決めたか？　墓に刻む文字は考えてあるか？　なんならオレが彫ほってやってもいいぞ。“〝非モテ界の裏切り者、ここに死す”〟でいいな？」

「なんだよ、裏切り者って！　そんな世界に足を踏ふみ入いれた覚えはないよ！」

「やかましいっ！」

　さらに拳を振りかぶる健吾と及および腰ごしの僕の間に、理緒菜さんが割って入った。

「まーまー。ユウくんのお友だち、落ち着いてー。ここはあたしの顔をたてると思ってー、許してあげてくれなーい？」

「いや、しかし──」

　なおも食い下がる健吾に、僕は呆あきれるしかない。どうしたものかと考えていると。

　廊下の向こうから、綾あやが女友だちと話しながらやって来た。教科書やノートを小わきに抱かかえているから、たぶんこれから特別教室に向かうのだろう。

「あー。綾ちゃん。元気ー？」

　理緒菜さんが気安く声をかけると、綾は微びし笑ようを浮うかべて軽く会えし釈やくを返した。

　僕も手をあげて、挨あい拶さつを交かわそうと口をひらきかける。

　けれど綾は僕と目をあわすと、すっと視線を外してしまった。さらにわざとらしく女友だちに話を振りながら、僕の脇わきを通りすぎる。

　……無視された？

　これ、地味にダメージ受けるなぁ。

　そりゃあ、お寺での修行から一日しかたってないけど。まだ、そんなに怒おこってるの？

　いまのやりとりを見て、健吾は指をさして笑っていた。このやろ、人の不幸がそんなに楽しいか。

　理緒菜さんは、きょとんと首を傾かしげて。

「なに、どうしたのー？　なんかあったー？」

「えっと。それは……その……」

　健吾と目があう。

「なんだ。おまえ、オレには話せないようなことか」

　正直にいえば、そうなんだよね。

『布ふ団とんに美み雪ゆきちゃんがもぐり込んできて大変だった』とか『お風呂場で裸はだかの綾たちとご対面した』とか、そんな話なので健吾に知られたら、絶対ただじゃすまない。殺される前に拷ごう問もんをプラスとか。

　……うわ。いま拷問を想像して震ふるえてしまった。あまりにおそろし過ぎて、描びよ写うしやできない。ヒントはパンツ一丁と筋肉。

「祐ゆう介すけ、なにを聞いてもオレは怒らないから、言ってみろ」

　それはウソだ。しかも、なんでもないと言ったところで、しつこく食い下がるに違ちがいない。まったく、面めん倒どうくさいな。

　こうなったら、しかたない。

「あー。そだ。そういえば健吾知ってる？　この間、女子更こう衣い室しつの窓ガラスがなんでか知らないけど割れちゃったらしいんだよ」

「……なんだと？」

「あのガラスって、すりガラスになってるだろ？　だからか発注してもすぐには来なくて、いまはまだ段ボールで応急処置してるんだって。でもテープで貼はっただけだから、いつか剥はがれるんじゃないかってみんな心配しているらしいよ。ねぇ、理緒菜さん？」

「……あー。うん、そーそー」

　さすが理緒菜さん、話をあわせてくれた。

「ふ、ふうん。そうなんだ、そうかそれは大変だなあ」

　健吾はあらぬ方を見やって気のないフリをしている。けれど、口元がだらしなくニヤけていた。単純で助かる。

「おっと、そだ、祐介。今日はオレ日直だったんだ。授業のプリントを取りに職員室行かないとな。それじゃあ」

　そうして健吾は職員室と反対の方へ走っていった。

「……元気だなぁ」

「ねーねー。それでー。人ひと払ばらいのためにーわざわざ口裏あわせたんだからー。教えてよー、お寺でなにがあったのー？」

　理緒菜さんは僕の手を、ぶんぶん振りまわして尋たずねる。

　ここまで来て隠かくすこともない。むしろ綾や杏子、美雪ちゃんの口から話がねじれて伝わる前に、僕から言っておいた方がいいかもしれないな。

「それはですね……」

　僕は山寺で起こったことを、ありのまま話した。

　女の子から見えなくなる経きよ文うもんのくだりなんかは、ウソついてるって怒られるかと思ったけど、そこはさすが理緒菜さん。そっかそっかと、さらりとうなずいてくれた。

　懐ふところが深いというか、この人もちょっと普ふ通つうじゃないのかも。

「ズルーい。あたしのいないところでー、そんな楽しそうなことしてたんだー。あーあ。あたしも行けば良かったなー。ゼミなんてサボッてさー」

「サボられたら、僕の立たつ瀬せがないです。やめてください！　それに僕は修行に行ったんであって、遊びに行ったわけじゃないんですよ？」

「わかってるよー。でもさー。なんかまた面白いことしよーよー。ゼミも終わって一段落したんだからさー。せめてセンター試験までにー、なんかしたいよねー」

「なんかってなんですか、なんかって」

「むー。だったらユウくん。また修行に行く予定ない？　今度はあたしがーユウくんの疲つかれた心とカラダを癒いやしてあげるよー。たとえばーこんなふうにー」

「ああ、もう、抱きつかないでください！」

「いーじゃん。減るもんじゃなしー」

「そういう問題じゃありません！」

　なんてことをやっていると、ふいに遠くからパタパタと足音が聞こえてきた。なんだろなと振り返かえってみると。

　ごすっ☆



    

  
    
      「ぐはっ」

　みぞおちに重い何かがぶつかってきた。何かと思えば、見下ろしたすぐそこにボブカットのつむじがある。

「な。……なに？　美雪ちゃん」

　美雪ちゃんが抱きついてきて、額がぶつかったんだね。ちょっとしたボディーブローぐらいの破はか壊いり力よくがあったけど。

　僕に引ひき剥がされると、美雪ちゃんはいつもの無表情で。

「──理緒菜とイチャイチャしてるから、うらやましかった」

「だから美雪ちゃんも抱きついてきたっていうの!?　そういうの、やめてくれないかな。それでなくても気絶グセが最近ついてきてるんだから」

　ここのところ、しょっちゅう気を失っているからなぁ。

「──そしたら自分が介かい抱ほうしてあげる。献けん身しん的てきに。嬉うれしい？」

「なに、その自給自足！　介抱する以前に、僕を気絶させないでよ！」

「うーん。ユキちゃん、なかなか考えてるなー。これはオチオチしていられないねー」

「やめてくださいよ。なに『その手があったか』みたいな顔をしているんですか」

　あっち、こっちとただでさえツッコむのが忙いそがしいのに、こんなときに。

「祐介！」

「うわぁ、健吾！」

　健吾が肩かたで息をして、やってきた。

「窓なんて割れてなかったぞ」

　もう見てきたの!?　早すぎるよ！

「……えっと。じゃあ窓はもう新しいのに取とり替かえられたんじゃ、」

「いい訳なんていい！　ともかくいまはおまえを殺さないと、オレは納なつ得とくできない」

「な。なんで!?　更衣室の窓って、そんなに大事なこと？」

「ふっふっふっふっ。それはもういい、祐介クン。オレが義ぎ憤ふんにかられているのは、セクシー代表叶理緒菜さんだけであきたらず、可愛かわいい担当の野の々の宮みや美雪ちゃんまでを独ひとり占じめしていることだ。綾お嬢じようさまにフラれた事実を差し引いても、キサマは万ばん死しに値あたいする」

　なに、勝手なことを言っているんだ！　だいたい、

「綾にはフラれたわけじゃないだろ!?」

　僕は声を大にして叫さけんだ。

「──ツッコむの、そこ？」

「ともかく殺す！」

「うわあ、ちょ、やめっ！」

　またも健吾は僕に飛とび掛かってきた。もう僕しか見えておらず、誰だれの声も聞こえていない顔をしている。きっと理緒菜さんの仲ちゆ裁うさいも役に立たないだろう。

　ああ、もう。なんでこうなるかな。



　　♪　　　　♪



「それで、そんなところにアザ作ってるわけか」

　杏子が僕の顔をのぞきこんだ。

　僕らはスタジオでの練習を終え、住宅街の夜道を並んで歩いていた。なにせ杏子とは幼なじみで家も近所だから、こうして一いつ緒しよに帰ることはよくある。

　綾を送ろうかとも当然考えたけど、最近では小こ町まちさんとお抱えの運転手が迎むかえにくるようになっていた。まあ、小町さんがついていれば大だい丈じよ夫うぶなんだろうけど、僕の出番をとられて、ちょっとさびしい気もする。

　なんてことを考えていると、杏子が僕の額に手を伸のばした。

「どれどれ？」

「痛たたたた！　ちょ、やめてよ」

　たいしたケガじゃないけど、それでも触さわれば痛い。

「ごめんごめん。ま、でも。廊下で堂々とイチャつくあんたに、まったく非がないとも言えないと思うけどね」

「なんだよ、それ。そんなこと言ったら、理緒菜さんと美雪ちゃんだって悪いだろ？　あんなところで抱きついてきたりしてさ」

「あはは。まあ、それも一理あるかな」

　好意を寄せてくれることは嬉しいけれど、あんまりくっつかれるのも困るよなぁ。

　綾だって、当然いい顔しないし。

「……それでなくても、綾はまだ、お寺でのお風呂場のこと、怒ってるみたいだし。問題は山積みだよ」

「まあ、そうね」

「そりゃあさ。悪かったと思ってるんだよ、僕だって。だからきちんと謝あやまったんだけど、それでもまだ許してくれないんだよなぁ……。これ以上どうすればいいんだ？　僕にはわからないよ。それとも、なんか僕にもっと悪いところでもあるのかな」

　となりを歩く杏子を振り向むいて、僕は尋ねる。

　街灯の下、杏子は足もとの小石を蹴け飛とばしながら、口を開いた。

「祐介が悪いというか。綾もちょっと複雑なところがあるんだよ、きっと」

「複雑って？」

「簡単に説明できないから、複雑なんじゃない」

「ああ、そっか」

　杏子にあきれられて、僕も苦くし笑ようする。問題の解決はぜんぜん見えないけれど、こうして杏子と話しているとそれだけで、少し気が楽になるから不思議だ。

　僕らは、近道にと自宅そばの公園を横切ろうとした。そんなに大きな公園じゃないけれど、灯あかりもあるので、そんなに心細くはない。

　僕らが公園の中なか程ほどまで進んだところ。

「ん。だ、だめぇ」

　うめきともつかない、かすかな声を聞いて、僕は思わず足を止めた。

　杏子も気がついたらしく、あたりを見み渡わたして。

「あ」

　杏子の視線の先を追う。

　灯りを挟はさんで向こう側のベンチに、寄より添そってカップルが座すわっていた。たぶん、歳としは僕らよりちょっと上で大学生ぐらい。男の方はスカジャンにジーンズという格好だった。女はシャツの上から、ざっくりとジャケットを羽織っていて、丈たけの短いデニムのスカートとブーツをあわせていた。

　まあそれはいいんだけど。

　そこで、なにをしていたかというと、濃のう厚こうなキスを交わしていた。

「わぁぁ……」

　杏子は目を丸くして、わずかに頬ほおを赤く染めていた。あんまりまじまじと見るもんではないと杏子だってわかっているんだろうけど、それでもこんなところで見せられたら、しかたないよね。

　僕だって、ちょっとドキッとしたし。

　でも、いつまでもここにいるのも良くない。僕は杏子の手を引いて、先を急ごうとして。

「わ、わわわわ。こ、こんなところで!?」

　その声に僕はまたもカップルたちに目をやって。

　開いた口がふさがらなかった。

　なにせさらにエスカレートした男はシャツの下から手を差し入れて、女の胸を揉もんでいたのだから。

　しかも女も女で、男のジーンズの股こ間かんに手を伸ばしているし。

　ちょ。ちょっと！

　いい加減秋も深まっていて、肌はだ寒ざむくなってきたというのに、こんな公園で、そんなことまで始めちゃうのっ!?　女のシャツはどんどんめくれあがり、いまやへそのあたりの白い肌はだまであらわになっている。しかもいまだにキスはつづいており、それは唇くちびると唇が触ふれ合あうというよりは、なんというか……むさぼりあう感じ。

　ちょ、これはマズい。

　いくらちょっと修行したとはいえ、こんなの見せられたら、そりゃあ僕だって興奮する。

　つまり、フェロモンが発散した。絶対。

「こ、こら。祐介！　なに、えっちな気分になってるのよ！」

　杏子が僕の袖そでを引っ張って抗こう議ぎする。

「だ、だって。そんなのしかたないだろ。杏子は平気な、」

　わけがなかった。

　僕のフェロモンにあてられてしまって、膝ひざに力が入らないらしい。

　杏子の頬はさっきとは比べ物にならないぐらいに赤くなっているし、僕の脳幹を刺し激げきするような匂においを首筋からただよわせはじめている。

「ゆ、祐介、私を連れて、に、逃げてくれる？　いつまでもここにいると、絶対、ま、まずいからさ」

　かがんだ杏子が、僕を上目づかいに見上げて懇こん願がんする。

　うわ、ちょっと可愛い、かも。

　って、違うだろ！　杏子のいうとおり、いつまでもここにいたら、あのカップルの女性までフェロモンが届いてしまう。もし僕に迫せまってくるようなことになれば、待っているのは修しゆ羅ら場ばしかない。怖こわすぎ。

「ごめん。杏子、行こう」

　足もとのおぼつかない杏子の手を引いて、僕は小走りで公園を抜ぬけた。背後にひときわ高い嬌きよ声うせいが聞こえた気がしたけど、あえて振り返らない。

　僕らは、そのままの勢いで杏子の家の前までたどりついた。ここから僕の家までは二分とかからない。

　門もん扉ぴの前で手を離すと、杏子はふらりと体勢をくずして門に手をついた。その足はひどく内うち股またになっていた。

「だ、大丈夫？」

　僕は杏子の顔をのぞき込む。その顔はまだ、さくらのように赤い。

　杏子は口くちの端はしを引きつらせて。

「あいかわらず強きよ烈うれつね……ちょっと大変だから……ごめん。もう少し離れて」

「え？」

「だから。わかんないかな。このままだと祐介に、襲おそいかかりたくなっちゃうでしょ！」

「わ、わああ、ごめん」

　僕は思わず一歩あとずさった。

　び、びっくりした。

　杏子は門に背中を預けて、小さくため息をつく。

「あのね。理性を保つのが大変なのは私もおんなじなんだからね。……たぶん、あんたが帰ったあとで今日もひとり……」

「え、なに？　聞こえない」

「なんでもないわよ！　なによ、あんた。私に襲われたいの？　さっきの人たちみたいなこと、あんたにしてもいいの？」

「いや、それは困ります」

「……即そく答とうすることないじゃない。ちょっと、傷つくな。それ」

「ごめん」

　謝る僕に杏子は首を左右に振って、あはっと笑う。

「私も祐介の気持ちはわかってるから。だから迫ってあげない。祐介が私に好きだって告白して、杏子が欲ほしいです、どうかお願いしますって頭下げるまで、私からは何もしない。何もしてあげないから。少なくとも、そうするように頑がん張ばるから。覚えておいて」

　そのセリフはとてもありがたくて、だけどそれでいてちょっとおかしかった。

「僕って、大事にされてるよね」

「あんまり調子に乗るな!?　私だから、こんなこと言ってあげてるんだからね!?　女の子が、みんなこんな殊しゆ勝しようなこと考えるなんて思ったら、大おお間ま違ちがいなんだから」

　それはわかってるよ、とは言わず、僕はただ笑えみを返すだけにした。

「ああ、やっぱり勘かん違ちがいしてるな！　この！」

　フェロモンからだいぶ回復した杏子は、僕めがけてぶんっと拳を振るう。笑いながら僕はそれを避よけて、そのまま家路についた。

　いまの僕には、きっと杏子の想いには応こたえられないけど。

　でも、杏子がそばにいてくれて良かった。本当にありがとう。

　そして。

　杏子も幸せであるといいなと、心の底から僕は願った。



　　♪　　　　♪



　たとえばテストのあととか。

　何かに一いつし生よう懸けん命めい頑がん張ばって、なんとかクリアしたその直後っていうのは、張りつめていた緊きん張ちようが解けてしまうせいか、体調をくずすことが多かった。

　なにが言いたいかっていうと。

　僕はいまごろになって、風か邪ぜを引いてしまったのだ。山寺であんな滝たきに打たれても大丈夫だったのにね。

　朝から高熱を出だして一日寝ね込んで、目を覚ましたのは、夕方の五時すぎだった。

　ものすごくお腹なかがすいていた。思えば朝から何も食べていない。

　あと寝ね汗あせが気持ち悪い。

　僕はベッドから降りて、こたつのそばに散らかっているマンガ雑誌や楽譜スコアのコピーをよけながら、ひとまずパジャマを着き替かえる。何か食べるものはないかと、僕は部屋を出て階段を下りた。

　この時間だと母さんはまだパートだけど、台所に行けばなんかあるだろうと、そっちに足を向けたところでチャイムが鳴った。

　誰だろ。

　僕はパジャマのまま、なにげなく玄げん関かんのドアを開ける。

　そこで僕は固まった。

「あ。あの……お風邪を召めしたとお聞きしたのですけど……いかがです？」

　制服のままの綾が、ぎこちない笑えみを浮かべていた。





　綾は僕の額にさっと手を伸ばすと「まだ熱っぽいじゃないですか。寝ていないとダメです」と、眉まゆをつりあげた。そのまま僕をベッドに寝かしつけて、手にしていたドラッグストアのビニール袋ぶくろから冷えピタを取り出し、額にぺたっと貼ってくれた。

　さらに朝から何も食べていないことを告げると「でしたらお粥かゆを作ってさしあげます」と意い気き揚よう々ようとキッチンへ下りて行った。

　僕はベッドで布団をかぶって、さてと考えをまとめようとする。

　そこで、いきなりドアが開いた。

　綾が土ど鍋なべや茶ちや碗わん、れんげを乗せたお盆ぼんを手に入ってくる。

「お待たせしました、祐介さん。お粥できましたよ」

「……いくらなんでも早くない？」

　綾が下りてから五分とたっていない。お粥って、たしか作るのに一時間とかかかるんじゃなかったっけ？

　すると綾は恥はずかしそうに目をそらした。

「あー。えっと……その。わたしお料理って、あんまり作ったことなくて。それで、もし失敗したら大変だなと思ったので、その、薬局でレトルトを……」

「あ。ああ……なるほどね！　あ、いいのいいの。別に謝るようなことじゃないから」

　ある意味、綾の判断は正しい。レトルトだったら少なくとも味の心配はしなくていいし。

　なんて言ったら間ま違ちがいなく怒られるので、黙だまって美お味いしくいただきました。うん、まあまあ、想像どおりの普通のお粥でした。

「ごちそうさま。ありがとう」

「どういたしまして」

　絨じゆ毯うたんの上に散らばる雑誌やらスコアやらを、どうにか座れるレベルにまで寄せてつくった隙すき間まに、綾はちょこんと正座していた。彼かの女じよにお盆を手て渡わたすと代わりに、風か邪ぜぐ薬すりと水の入ったコップを握らされた。

「食後に二錠じようだそうです」

「あ。ありがとう。でも、」

「水足りませんか？」

「いや。大丈夫」

　とりあえず、ごくり。空のコップも綾に渡わたして、さて。

「ひとつさ、綾に聞きたいんだけど」

　きょとんと首を傾げる綾に僕は尋ねる。

「なんで綾は来てくれたの？　あ、いや、お見み舞まいってことは、もちろんわかるんだけど。でも学校で顔あわせても無視していたのに、どうしたの？」

　綾が看病してくれて、とても嬉しいんだよ。それは間違いない。

　けれど、あまりにも急な展開に僕は戸と惑まどいを隠せない。

「いえ……それはその……もう、いいじゃないですか」

　綾はお盆を手に、そそくさと部屋を出ようとした。

　そこで、片づけそこねていた雑誌をもろに踏んでしまった。しかもそのせいで、ずるりと滑すべる。

「危ない！」

　仰あお向むけに倒たおれようとする綾に僕は手を伸ばす。

　手にしていたお盆が宙を舞まい、ハデな音をたてて絨毯の上に落ちた。

　そして。

　綾が僕の腕うでの中にいた。

　ベッドの端はしに綾は腰こしを乗せ、まるでベッドに押し倒されたかのような体勢。息が届くほど近くに綾の顔がある。目を見開いた綾が、小さく息を飲むのがわかった。お互たがい目を見つめ合ったまま、しばらくそらすことができない。

　ここは僕の部屋で。

　僕のベッドの上で。

　さらに家には、他に誰もいない。

　意識したらおしまいだった。

　ドキドキした。

　綾の大きな目や、弾はずむような肌。瑞みず々みずしく輝かがやくような唇。ふんわりと漂ただよう、女の子の匂い。どれもが蠱こ惑わく的てきで、僕の頭をぼんやりさせる。

　心から好きな子と、こんな状じよう況きように陥おちいって興奮しない方がどうかしている。どんな修行をしたって、いまここでフェロモンの発散を抑おさえることなんて、きっとできやしない。

　ある意味、綾にフェロモンが効かなくてよかったと思う。

　もしこれで綾にまで効いて、迫られてしまったら、絶対に僕は止められない。

　それなのに。

　綾の頬が赤くなっていた。

　さらに熱っぽく目を潤うるませて、そっとそらす。

　あ。あれ？　これって、もしかして。

　綾にも、フェロモンが効いてる？

　混乱する頭の片かた隅すみで、なんでだろうと考える。だけど、そもそもなんで綾には効かないのか、わかっていないのだから、突とつ然ぜん効くようになってもおかしくないのかもしれない。

　だったら、このあとは……。

　綾は首に手を回して、さらに肩を掴つかんで僕をひき寄せる──なんてことはせず、逆に引き離した。

「あ？　あれ？」

「ダメです。ここは抑えてください、祐介さん」

　僕から目をそむけたまま、綾はつぶやく。

　あ。そっか。そりゃあそうだよね。

「ごめん。綾のこと怒らせて、その上こんなことしたら、本当救いようないね」

「……怒る、ってなんですか？」

　綾はベッドの上から、きょとんと僕を見つめる。

「だってまだ、露ろ天てん風ぶ呂ろでのこと、怒ってるんだろ？」

「そんな、それはもう怒ってないですよ。いや、それはもちろん最初は怒りましたけど、祐介さんは謝ったんですし。なにか事情があるとは思ったので、もう許してました」

「ええ？　でもだったら、廊下で無視したのは……？」

　わけがわからない。

　綾は観念したようにため息をついて、まるで子どもがすねるように、つぶやいた。

「あれは……その……恥ずかしかったんです。だって祐介さんはわたしの気持ちを、聞いてしまったじゃないですか。ほら、その……す、好きだってこと」

　あ！　たしかに言ってくれた。

　でも、あのあと激しく怒られて冷たくされたから、すっかり忘れてたよ。

　それに。

「あのとき“〝怖い”〟って言ってなかった？　まだ僕が……というか、男の人が怖いのかと思ってたんだけど」

「それは……」

　口ごもった瞬しゆ間んかん。

　かあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ。

　ただでさえ上気していた綾の顔が、耳まで真っ赤になった。

「あ。あれ？」

　少なくとも、フェロモンは出していないはず。じゃ、なんで？

「……あの……その……それは、察してください！」

　綾はふくれて僕を押し退のけ、ベッドから抜け出した。立ち上がって、パタパタと身体をはたくと、足もとに転がる土鍋やら茶ちや碗わんやらを拾おうと、しゃがもうとする。

　そうはさせなかった。

　僕は綾の手を捕つかまえて、振り向かせる。

「そんなのあとでいいって。悪いけどさ、そんな察しが良かったら、もっと器用に生きてるよ。ごめん、綾。僕にもわかるように聞かせて。怖いってどういうこと？」

　聞かせてもらえるまで、この手を放さない。そんなつもりで僕は綾の顔をのぞき込む。

「うっ……うううっ」

　綾は恨うらめしそうに僕をにらむと、うつむいてしばし考えた。

　ひとつ深呼吸をついて顔をあげる。目にうっすら涙なみださえ浮かべて言い放った。

「一度しか言いませんから、よく聞いてくださいね」

「お。……おお」

　僕はベッドの上で、きちんと正座する。耳をかっぽじって、ひと言も聞きき漏もらさないように気をつける。

「よし。どうぞ」

「そ、それは……その。わたしが怖いのは祐介さんじゃなくて……」

「うん」



「わたし自身流されてしまいそうなのが、怖いんです」



「うん？」

　どういうこと？

　綾はベッドのマットレスをばふばふ叩きながら、説教でもするように。

「ですから！　祐介さんと一緒にいて、もし迫られてしまったら、わたしが流されてしまうかもしれないじゃないですか。夢だから守りつづけて来たのに……」

　え。

　それって、もっと言ってしまえば。

　ポリシーがぐらついてしまうほど、僕のことを好きになってくれた……って、こと？

「わかりましたか」

　デキの悪い生徒を教える教師みたいに、綾はクギを刺さした。

　僕はなかば呆ぼう然ぜんとしながら、こくりとうなずく。

「それじゃあさっき、僕に押し倒されて、綾が真っ赤になったのもフェロモンのせいじゃなくて……」

「わ、わたしだって、す、好きな人とふたりっきりで、こんな近くにいれば、顔だって赤くなります。何度も恥ずかしいこと言わせないでください！」

　ようやく、わかった。

　いま、ふくれてみせたのも、頬をぱたぱたと手のひらで扇あおいでいるのもテレ隠しって、ことなんだよね？

　な。なぁんだ。

　そう思うと、なんか綾がさらに可愛く思えてきて、僕は思わず笑ってしまった。

「なんですか？　嬉しそうですね、祐介さん」

「そりゃあ、そうでしょ。好きな子が、僕のことを本気で好きだって気づいたんだから」

「うううっ。もう！　この話はいいじゃないですか。だから、この手を放してください！」

　正座している間もずっと僕に握られていた手を、綾はぶんぶんと振る。

　そんな姿も可愛らしくて。

　ちょっとだけ、僕のいたずら心が、顔を出した。

　僕は、えいっと綾の手を引いた。綾はわたわたと空いた手を振り回しながら、バランスをくずして、またもベッドの上に倒れる。

　僕はその綾の頭の横あたりに手をついて、その顔をのぞき込んだ。

　今度はわざと、押し倒したような格好をした。

　綾は酸欠の鯉こいみたいに口をぱくぱくさせて、その頬をまた真っ赤にさせる。

「ちょ、ちょっと祐介さん、なにするんですか！」

「いや。いままで他の女の子には迫られてばっかりだったからさ。たまには逆に、綾に迫ってみるのもいいかなぁって思って」

「どういう理り屈くつですか、それは！」

　綾は声を荒あららげて怒る。

　けれど、綾はまったく動けない。いつもだったら、殴るぐらいのことしてるだろうに。



    

  
    
      　それに僕は押さえつけているわけじゃないんだから、いつでも抜け出そうと思えばできるはず。

　僕も経験があるから、なんとなくわかる。

　きっと身体が緊張しちゃって、うまく動かないんだと思う。

　綾にできるのは、むすっと口をとがらせて顔をそむけるぐらいだった。

「そ。そんな、やめてください？　ダメですよ、祐介さん。そんな、ことしたら、怒りますからね」

　そんなことを言っていても、すでに声に力はなくなりつつあった。

　目をあわせない綾に、僕はささやく。

「綾」

　僕らの目があった。

　それだけで綾は僕から目をそらせなくなった、んだと思う。

「祐介さん、本当だめですよ。困ります……だめなんですってば……」

　なんて言ってるけど、まったく動けない綾の唇に、僕は唇を近づけていく。

「だめ、です……」

　それっきり、綾は口を閉じ、そして目も閉じた。その顔に僕はどきっとしてしまい──思わずそのままキスをしかけた自分をなんとか叱しかりつけて、ふんがーっと気合とともに身体を起こした。

　危ない、危ない。

　シャレじゃ、すまなくなるところだった。

　たぶん、いまゴリ押ししたら、なんとかなっちゃう気もするけど。

　それはそれでアリなのかもしれないけど……というより健吾や理緒菜さんあたりからは、なんでいかないのかと呆れられるかもしれないけど。

　それでも、綾はきっと流された自分に後こう悔かいするだろうから。

　だから今日は、ここまででいいよね。

「あ。……あれ？」

　綾が上体を起こして、きょとんとする。

　その顔がおかしくて、僕はクスクス笑ってしまう。

「……あ。あああああああっ！　からかったんですね！　ひどいですっ！　もう」

　綾は近くにあった枕まくらで、ぼすぼす僕を殴ってくる。

「ごめん、ごめん。たしかに冗談だったけど、危あやうくそれじゃすまなくなるところだったんだから、なんとか許してよ」

「こ。このひとでなしっ！」

　フォローのつもりが逆効果だったか。

　僕はさらにたっぷり十回ぐらい枕で叩かれた。ま、そんな痛くないんだけどね。

　しばらくして綾が疲れて、ため息にも似た息をついたとき、僕はあらためて口にした。

「ともかく今日は、お見舞いに来てくれてありがとう。大好きな綾に会えて、いろいろ話ができて嬉しかった。元気出た」

　ありのままの想いを僕は口にする。

　綾は顔を少しだけそむけて、つぶやくように言う。

「あの……いまさらなんですけど、わたしが言うのもヘンなんですけど……わたしで本当に、いいんですか？　大変……ですよ、ね？」

「あははははははははははははははは。まあね」

　大変なのは間違いない。なにせそのおかげで山寺で修行なんてことまで、体験しちゃったしね。

「だけど、ま、しかたないよ。なにせ『バージンロードをバージンで歩きたい』なんて綾を好きになっちゃったんだから。ここまで来たら、僕もその夢に最後まで付き合ってあげるよ」

「…………え。あ」

　綾は目を丸くして僕を見つめた。

　あれ、いまなんかおかしなこと言った？

「あの、それって。もしかして……プロポーズですか？」

「あ。あー」

　綾の夢に最後まで付き合うって、たしかにそんなふうに聞こえなくもないか。

　綾と結けつ婚こん。

　リアルに考えると、なんというか、嬉しいけど怖いような、なんかヘンな感じがした。

　もちろんイヤじゃないけど一生の問題だし、真しん剣けんに考えなきゃいけないことだからいい加減に答えなんてだしちゃいけない気がするし、そんなの高校生で決めていいのかって思いもある。

「あーやー。そうとも言えるような、違うような。……ま、どっちにしろ先の話だよね」

　すると綾はちょっとふくれた顔をして。

「もう！　そういうときは黙ってついて来いとか、ぜったい幸せにするとかウソでも言うものですよ？」

「え。あ、そうかな」

　ま、そっちの方が器用に世の中渡って行けるんだろうけどね。

「……でも。祐介さんらしいです」

「えー。あー。それって誉ほめてる？」

「そう思ってくださって、けっこうですよ？」

　そして綾は微笑を浮かべてくれた。

　その笑みに僕も、笑みを返す。

　うん、これでよかったんだよね。

　僕の部屋に柔らかくてあたたかな空気が満ちていった。なんか、こういうのが僕と綾らしい気がする。

　なんて思っているところに。

「いいこと思いついちゃった──────!!!」

　いきなり理緒菜さんが、ドアをあけて入ってきた。

　開け放たれたドアの向こう。廊下では美雪ちゃんを羽は交がい締じめにして口をふさいでいる杏子と、羽交い締めにされて口をふさがれている美雪ちゃんがいた。

「な。もしかして、みなさん……」

「ドアの隙間からー、のぞかせてもらったー」

　満面の笑みで理緒菜さんは答える。

「ちょっ！　なんで、勝手に入ってきているんです！　しかも杏子や美雪ちゃんまで！」

「だってさ、祐介。玄関のドア開いてたし、二階からがしゃんがしゃんと派手な物音まで聞こえてきたら、そりゃあ心配するじゃない。それに知らない仲じゃないんだし、ね？」

　ああ。なんてことだ。

　……あれ？　二階で物音して、ずいぶん前から見てたったこと？

「いやー、ドキドキしたなぁ。っていうかー。ユウくんヘタレすぎ。あそこまでしておいて、なんでやめちゃうかなぁ。あーんなに、フェロモン出してたのに！」

　な。なんてこと言うんだ！

　綾にいたっては、ぼっと火が出たんじゃないかという勢いで真っ赤になってるし。

「みなさん、そんな、のぞきをするなんて思ってませんでした！」

　恥ずかしさもない交ぜになった怒りに、綾は拳を固めている。ちょっ、女の子殴る気!?　僕はともかく、それはまずいだろ！

「ちょっと、ストップ、綾。どーどー」

　なんて緊きん迫ぱく感はまるでなく、理緒菜さんたちは口々にいい訳をはじめる。

「のぞくつもりはなかったんだけどー。あんなところに入ってなんて行きにくいじゃないー。ねー？」

「──自分は乱入しようと思ってた」

「それは美雪、野や暮ぼってものよ。そりゃあ、邪じや魔ましたいのもわかるけどさ」

「──杏子はぬるい。あのまま最後までやってたら、どうするつもりだった？」

「な、なに言ってるんですか!?　美雪さん！」

　綾はベッドから飛び下りて、美雪につめよろうとする。その手を僕は捕まえた。

「離してください！　祐介さん！」

「落ち着けって！」

「う。うううっ……ですけど……」

　こうなったら、話題を変えよう。

「あ。えっと、そうだ。理緒菜さん、さっき部屋に入るなり『いいこと思いついた』とか言ってましたけど、なんです？」

　すると理緒菜さんは、ああっと声をあげる。

「そーそー。だからねー。綾は『バージンロードをバージンで歩きたい』んでしょー？　だったらー、その夢をあたしたちでかなえてあげよーって言ったのー」

「……は？」

　意味がわからない。

　僕がかなえるとかなら、まだわかるけど、理緒菜さんたちで？

　杏子は察しがついたらしく「ああ、いいかも」とうなずく。

　美雪ちゃんだけ、わけがわからないらしく「──貞てい操そう帯でもつける？」とか恐おそろしいことをつぶやいていた。いまのは聞かなかったことにしておこう。

「理緒菜さん、どういうこと？　わかるように説明してくださいよ」

　すると理緒菜さんは、ポケットから折おり畳たたまれたチラシ──というか、ネットのサイトで落としてきた画像をプリントした紙を取り出して、広げてみせた。

「こんなの見つけてー。ここに来るまでにー、面白そうじゃなーいーって話してたのー」

　そこには、アマチュアバンドＰＶコンテストとあった。

　ざっと見たところ、バンドのコンテストみたいだけど、自分たちでＰＶプロモーシヨン・ビデオも撮さつ影えいして、その優ゆう劣れつも競きそおうって試みらしい。まあ、たしかにちょっと面白いかもしれない。

「ですけど、理緒菜先輩。これがどうしたんですか？」

「だからー」



「綾にバージンロードを歩いてもらおーって。そー言ってるのよー」



　………………はい？

　やっぱり僕には、すぐにその意味を理解できなかった。

　カゼをひいて頭が回っていないから、じゃないよね？　たぶん。



    

  
    
      五章　The Great Escape





「ユキちゃーん。どこまで進んだー？」

「──胴どう回まわりは、あと少し。理り緒お菜なは？」

「え？　そんなに進んだのー？　あたしなんてースカートの縫ほう製せい、まだ半分だよー」

「──遅おそい。式場での撮影は明日。あと三十分で仕上げる」

　まあつまり、そういうことらしかった。

　ＰＶも撮影するコンテストがあって、どの曲にしてどんな映像を撮とろうか考えていたところに、ちょうど僕と綾あやのやり取りを耳にした理緒菜さんが、ピンと来たわけだ。

　綾と僕の結けつ婚こん式しきを挙げるシーンを撮影しよう、と。

　ちょうど一カ月ぐらいまえに、純じゆ粋んすいな恋れん愛あいを描えがいたラブバラードを作ったばかりで、たしかにその曲に結婚式のシーンをあわせたら、すごく映はえるかもしれない、とは思った。

　そうしてあれよあれよと話は進んでしまい、二週間ちょっとすぎた明日の日曜、ようやく結婚式場で撮影できることになったのだった（式場の協力は、ＰＶを後日広報が使わせてもらうという条件のもとに取りつけたらしい）。

　だがしかし、ここまできても肝かん心じんのウェディングドレスがまだできていない。

　じゃあみんなで仕上げてしまおうと僕の家にこうして集まって（あいてるのが僕の家しかなかったんだよね。ちょうど両親が旅行に出ていて、ほんと良かった）せっせと縫ぬいあわせているわけだ。

　僕の家の居間には、真っ白な布が広げられ、型紙やら、針山とか、裁たちバサミやらがテーブルに散乱している。高校生の手作りだし予算も限られているので、基本デザインはシンプルらしいし、布もよく見ると安っぽい。でも美み雪ゆきちゃんがミシンで縫い上あげた胴どうのあたりは、かなりそれっぽく見えていた。これを身にまとった綾はキレイだろうなと容易に想像させる。

　美雪ちゃん器用すぎ。

「三十分なんてムリー。なによー。ユキちゃん。ぶつくさ言ってたくせにー」

　ぶーぶー文句をいう理緒菜さんに、美雪ちゃんはむすっとして。

「──そんなことない」

　そんなことあるでしょ。『なんで綾が祐ゆう介すけのお嫁よめさん役なのか』ってことで最後まで反対していたのは、美雪ちゃんに他ほかならない。

「あはははは。なんだかんだ言ってー、ユキちゃんも祝福してるのよねー」

　美雪ちゃんは、しばし無言で理緒菜さんを見つめ、そして。

「──そう思うなら、それでもいい」

　あきらめたように、ミシンではできない細かい縫い合わせ作業をはじめた。

　そんな光景を目にして僕は口を挟む。

「理緒菜さん、祝福っていってもマネごとですからね。そこ、わかってますよね？」

　あまりにもテンションが高いので、不安になってきた。

「わかってるよー。あたりまえじゃなーい。あーでも？　結婚ごっこだけど、綾も夢をかなえたと思えば、ちょっとは対応が変わってくるかもよー？　ほらー、結婚初夜っていうじゃなーい？　そこまで再現するっていうのはー」

「理緒菜さんっ！　冗談も休み休み言ってください！」

「祐介どうしたの。そんな大声出して」

　ハンディカムを手にした杏きよ子うこと、気き恥はずかしそうな綾が居間の入り口に立っていた。

「あ。お帰りー杏ちゃん。カメラのテストはー、どうだったー？」

「カメラは問題なし。綾のリハーサルも順調に終わったよ。あとはそっちのドレスを仕上げるだけじゃない？」

「よーし。じゃあ、がんばろー！」

「そうね。私も縫うわ。理緒菜、こっちやるね」

「杏ちゃん、ありがとう助かるー」

　そこで綾もひょいっと、居間の様子をのぞき込む。

「うわぁ。ステキですねー」

　綾もウェディングドレスの雰ふん囲い気きを感じるとテンションがあがるらしい。まあ、あんな夢を持ってるぐらいだから、結婚式に対しての憧あこがれは人一倍に違いない。

「あの。それじゃあ、わたしもお手伝いしますね」

「そだね。見ているだけじゃなんだし、僕も」

　綾と僕の申し出に、みんなが一いつ斉せいに顔をあげた。

　そして三人は顔を見合わす。

「あー。綾ちゃんとユウくんはー休んでていーよ」

「うん。そうだね。役者さんは、ゆっくりしてて」

「……どうしてですか？」

　綾が怪け訝げんな顔をする。

　あれ、もしかしてこれは……。

「──針で指を刺して、ドレスを血染めにされると困る」

　美雪ちゃんの歯はに衣きぬ着きせぬ発言。

　ああ。やっぱり？

　いや、たしかに綾ってピアノは上う手まく弾きこなせるのに、意外と不器用だったりするんだよね。包丁持ったら指切ったの見たことあるし。

「ひ！　ひどいです、美雪さん！　注意しますから、大丈夫ですよ！」

「ま。まあまあ。ここはほら、ね？　綾には、明日大仕事があるんだし。それに指輪交こう換かんのときに絆ばん創そう膏こうとか貼ってたらカッコつかないしさ」

「杏子先せん輩ぱいまで！」

「だからー適材適所っていうじゃないー？　それよー」

「う、うううっ……」

　せっかくウェディングドレスをみんなで手縫いしているのに、自分だけ遊んでいるのは納得いかないらしい。なおも食い下がろうと、口を開きかけたそのとき。

　ぐうぅぅぅぅぅぅぅうううぅぅぅぅぅ

　大きな音が響ひびいた。

　音のした方を見れば、いつもクールで無表情な美雪ちゃんが赤くなっていた。

　間違いない。いまのは美雪ちゃんの腹の虫だ。

　と、突然、綾がぱんっと両手を叩いた。

「あ。でしたら、わたしが何か作りますね。祐介さん、キッチンをお借りしてもよろしいですか？」

　バタバタっとみんなが立ち上がる。

「ああ、だから綾は休んでていいって」と杏子がさとす。

「──大丈夫。お腹すいてないから」と美雪ちゃんが言いい募つのる。美雪ちゃん、そのいい訳はいくらなんでもムリがあるよ。

「そうよー。針での刺し傷きずよりも切り傷の方が、傷きず跡あと目立つのよー」と理緒菜さんがまったくフォローになっていないことを言う。

　綾がわかりやすいぐらい口をとがらせた。

「……なんですか。それ！」

「祐介も、休んでた方がいいって思うよね？」

　うわぁ。こっちに振らないでよ、杏子。

「祐介さんは、どう思ってるんです？　別にお料理ぐらい、大丈夫ですよね？」

「あー、いや……」

　この場合、どう答えるのが、正解なんだろう。どう答えても綾の身体か心、どっちかを傷つけるような気がする。う、うーん。

　僕が悩なやんでいると。

　ピンポーン

　天の助け！　急いで玄関へと向かった。

「はいはい、どなたですかー？」

　この際さい、新聞の勧かん誘ゆうでも話を聞いちゃうよぐらいの勢いで僕はドアをあける。

　すると、そこには。

「小こ町まちさん！　どうしてここに？」

　いつものようにきっちりとメイド服を着こなした小町さんが、申し訳なさそうな笑みを浮かべていた。

　綾が目を丸くする。

「まさか小町さん、お父さまに気付かれてしまったんですか。それで、わたしを連つれ戻しに来たとか……」

「なに？　綾、内ない緒しよにしていたの？」

「だ、だって。お父さまに話していたら、絶対にうるさく言ってくるに決まってます。幸い今日明日と、お父さまは仕事で家を留守にしていたはずなんですけど」

　あー。なんとなく想像つくなあ。

　え。じゃあ、小町さんはやっぱり。

「あ……いえ……その……そんなわけではありません。まだ……旦だん那なさまには気づかれてないはず、です」

　なぜか小町さんは、僕や綾とは目を合わさずに、ぼそぼそと答えた。

「でしたら？」

「いえ、せっかくですので、わたくしもなにか手伝えることがないかと思って、うかがったのです。その……こうして差し入れもお持ちいたしました」

　良く見れば手には買い物カゴを下げていて、見るからに重そうだ。

　そうこうしているうちに、みんなも様子を見に来た。

「あら、メイドさん！」

「お久しぶりです。お寺以来ですね」

「──もしかして、ご飯持ってきた？」

「はい」

「やったー。お腹すいてたのよねー」現金なことをいった理緒菜さんは、さらに横の杏子に「それでメイドさんって、だーれ？　コスプレーヤー？」なんて聞いていた。事情もわからずに喜んでいたのか、この人は。

「ありがとうございます、小町さん。ああ、それじゃあ、どうぞどうぞ。祐介、キッチン借りてもいいよね」

　杏子はまるで自分の家のように小町さんを招き入れる。まあ、いいんだけどね。

　わらわらと戻っていくみんなの背中を見つめて、僕は小さく苦笑する。

「なんですか、みなさん。手のひら返して」

「まあまあ。みんなに悪気はないんだからさ」

　精せい一いつ杯ぱいのフォローをした僕を、綾はぎろりとにらんで。

「祐介さんも。ホッとしすぎです！」

　……あれ。顔に出ていた？



　　♪　　　　♪



　それから数時間がすぎた。

　途中、食事を挟みながら、こつこつと作業を進めた結果、いまようやく理緒菜さんが最後の一針を通した。玉止めをして、糸を切る。

　様子を見守っていた杏子や美雪ちゃんや小町さん、そして綾が息を飲む。

　しばらくの沈ちん黙もくののち。

「「「できたあ！」」」

　絶ぜつ叫きようが重なった。全員でバンザイした拍ひよ子うしに布の切きれ端が宙を舞う。

　杏子は大きく安あん堵どの息をつきながら、ドレスを皺しわにならないようにハンガーにかけた。

「ほんと、間に合って良かった。みんなでやって正解だったわ」

「そうですよね。わたしも、がんばったかいあります」

　綾は髪かみの毛けに紙かみ屑くずをつけながら、笑みを浮かべた。手持ちぶさたで、かなりふてくされていた綾だったけど、フラワーシャワーの演出をしようと言い出して、いままで僕と一緒にバラの花びらに似せて紙をちぎっていたのだった。

　みんなと達成感を味わえるなら、なにより綾が満足しているなら、それでいいと僕は思う。

　ソファーの背もたれに全力で身体を預けた理緒菜さんは、ぐーっと伸びをして。

「あー。疲れたー。もー死んじゃうかと思ったー」

「──理緒菜がこつこつ作業していれば、こんなことにはならなかった」

「もー、ユキちゃんのいじわるー。さっきも謝ったじゃなーい」

　まあ、でも理緒菜さんは受験生なんだし。追い込みしなきゃいけないこの時期に、僕らに付き合っているってことは感謝すべきだよね。

　もっとも言い出しっぺもこの人ではあるんだけど。

　コンコンと、ノックの音がした。

　廊下を見れば、ジュースの乗ったお盆を手にした小町さんがいた。

「みなさん。おつかれさまです。お飲み物などいかがですか」

「あー。いいねー！　準備終しゆう了りよう記念で前祝いしよー」

　理緒菜さんはソファーから跳はね起おきて、小町さんに駆かけ寄った。まったく、どこにそんな元気があったんだか。

「ま。でも、そうね。ひとまずおつかれさまってことで。乾かん杯ぱいしよ」

「──自分も喉のど渇かわいた」

「そうしましょう。あ、祐介さんは、コーラでいいですよね？」

「ありがとう、綾」

　みんな、それぞれ好みのジュースを手にとって輪になる。

「それじゃ。カンパーイ！」

　杏子のひと声のもとに、グラスが打ち鳴らされる。

　喉のどに流し込んだコーラは、いままでで一、二を争あらそうぐらいに美お味いしかった。いつも飲んでいるのと、同じはずなんだけどね。

　興奮と安堵入りまじる空気のなか、しばらく和なごんでいたのだけど、ふいに理緒菜さんが時計を見て目を丸くした。

「あー。もーこんな時間だー」

　見ればもう十一時を回っている。女の子が夜、出歩くには遅すぎる時間だ。

「そうね。じゃあ切り上げようか」

　杏子は手早く裁さい縫ほう道具を片づけはじめる。

　と、そのときになって気がついた。

　美雪ちゃんがソファーに横たわって寝ね息いきを立てていた。

　さっきまで元気にしていたのに。

　こうして寝ているところは、まるで小学生ぐらいの子どもにしか見えない。素す直なおに可愛いなと思う。本人に言ったらたぶん『それ、誉めてない』って言われるんだろうけどね。

「あー。困ったな。美雪って、一度寝ちゃうとなかなか起きないのよね。面倒だな」

　あきれ顔で杏子は美雪ちゃんを揺り起こそうとする。

　と、反射的に振り回された美雪ちゃんの裏うら拳けんが杏子の顔のすぐ横をかすめた。いまのは杏子が避けなければ確実に当たっていた。

「あー。もう、この子は……」

　そこで僕の袖を、理緒菜さんが引っ張った。

「なんです？」

「ユキちゃん起こすの大変だしさー。いっそのことー、泊めちゃえばいいんじゃなーい？できればあたしも一緒にー」

「……はあ？」

　声が裏返った。

「じつはあたしねー。ほらー家、ちょっと遠いじゃなーい？　だからー、たぶん最後のバスも終わっちゃってるのよねー」

「な……。そういうことは早く言ってくださいよ！」

　ドレスを作るのに夢中で、終電や終バスの時間まで気にしてなかったよ。っていうか、自分でそのあたりは計算しているもんだと、心のどこかで甘あまえていた。しまったぁ。

　すると杏子までが。

「あ、だったら私も泊とまろうかな」

「杏子んちは、すぐそばだろ！」

　ちょ、ちょ、ちょ。ちょっと待て。

　女の子三人を泊める？　そりゃあ客間を使えば物理的には可能だけど。でも、いくら気心が知れた仲とはいえ、女の子を泊めるなんて、そんなの許されるはずない。しかも幸か不幸か、今日は両親も帰ってこないし。じいちゃんは夜遊びしていつ帰ってくるか、わからないし。

　夏休みに一緒に合宿したって前例はあるけれど、それだってかなり危ういものだった。いくら山寺の修行で、ちょっとは自制心がついたかなと思っても、やはりリスクは遠ざけた方がいいに決まってる。

「あー。さすがに、それは……」

　僕がとりあえず断ろうとしていた、そのとき。

　突然、綾が宣言した。



「わかりました。ではわたしもお泊まりします！」



「ええっ！」

　いや、なんでそうなるかな。

「わたしだけ仲間はずれなんてイヤです。それに祐介さんも心配ですから」

　意味ありげな視線を綾は僕に送る。

　あー。やっぱり？

　何かあって、僕がフェロモンを発散しちゃったら大変って、そういう気き遣づかいだよね。うん。その心配はわかるよ。なにせ僕自身、不安なんだから。

「……あの。お嬢さま？　お電話すれば、すぐに迎えのクルマが参りますけど」

　小町さんがおずおずと提案する。

　そうだよ、クルマだして送ってもらえばいいんじゃないか、と思ったんだけど。

「やー、もー。疲れたー。動きたくなーい」

　理緒菜さん、もう泊まる気まんまんですか!?

「誰が美雪を起こすの？　私は気が進まない」

　あー。もう。杏子まで。美雪ちゃんの裏拳を見れば、わからなくないけどさ。

「しかたないです、小町さん。わたし、お母さまに連れん絡らくしてきます。大丈夫ですよ、お母さまなら、きっと話は通じるはずです。あ、でも小町さんはここで、」

「お嬢さまが残られるなら、わたくしも泊まります……泊まりたい、のですけど。小こい泉ずみさま、お願いできませんか？」

　小町さんが上目づかいで懇願する。

　物理的には、たぶん大丈夫。である以上、小町さんだけ断るなんてできない、か。

「わかりました。いいですよ。みんなも泊まって──そのかわり、なるべく早く休もう。明日も早いんだし」

「さっすが、ユウくん。話がわかる」

「ああ、わかったから、くっつかないでください。あと、いつも言ってますけど、肘ひじに当たってます」

　これじゃ先が思いやられる。今日は早く寝よう。

　僕はなかばヤケ気味に、テーブルに置かれていたジュースを手にして、

「ああ。小泉さま、それは！」

　一気に流し込んだ。オレンジジュースの酸さん味みと甘あま味みが口いっぱいに広がり、さらに喉を心地ここちよい冷たさが通りすぎて、胸の奥おくで。

　カッと熱くなった。

「な、なんだこれ！」

　目を丸くしてコップを見つめる。そういえばさっきまで僕はコーラ飲んでたんだっけ。

　じゃあこれ誰の？

「それは、わたくしが飲んでいたカクテル、スクリュードライバーです。申し訳ございません」

　小町さんが深々と頭を下げる。

　えーっと。カクテルってことは……お酒だったの？

　あー、そういえばー、なんか世界がふわふわしてきた気がする。あと、すごく楽しい。意味もなく笑いが込み上げてくる。うわぁ、なんでこんな気持ちいいんだろ。

「うわ。祐介、顔が真っ赤？」

　え、なに言ってるの杏子。あと、いつの間に分身の術を身につけたの？

「なんでそんなの持ってきてるんですか！」

「す、すみません、お嬢さま。じつは仕事が終わったあとに、台所などでこっそり飲むのが好きなんです。今日もウォッカをオレンジジュースで割って、みなさまと喜びを分かち合おうと思ったのですけど……」

「……それで、こんなことに……」

　あっはっはっはっはっ。なに深刻な顔してるの、綾。

「まあまあまあ。いいじゃない、綾。それにこれ美お味いしいよ。ほら、綾も飲んでみる？」

「グラスはもう空っぽです!?　きゃ、きゃああっ！　ちょ、そんないきなり肩を組まないでください！」

「えー。いいじゃん。好きなんだからさー。んーいい匂い。近くでみても肌キレイだねー。あ、耳の裏にホクロがある」

「きゃああ。ちょ、なにするんですか！」

「なにって、首筋に」

　と、杏子が僕と綾を引き剥がした。

「ゆ、祐介！　いい加減にしなさい！」

　なんだよもう。杏子、やきもち？

「じゃあ、杏子もこっちにおいでよ、ここに」

「うわ、うわああっ。ちょ、祐介。こら、あんた酒グセ悪い！　どこ触ってるの！」

「どこって、そりゃあ、けっこう大きなむ」

「ばかあぁぁぁぁぁぁ！　や、ちょ、そこはっ！」

「ずるーい。どうせならー、あたしもかまってよー、ユウくん」

「理緒菜先輩、なに言ってるんですか！」



    

  
    
      　えっと。

　じつは僕、このあたりから記き憶おくがすっぽりと抜け落おちているんだよね。

　本当に、とても恐ろしいことに。



　　♪　　　　♪



　朝、目を覚ますと僕は自室のベッドにいた。

　カーテン越ごしに朝日が差し込んできている。

　見慣れた天てん井じようを目にして、あれっと思う。いつ寝たんだっけと、昨晩の記憶をたどって……僕は血の気がひいた。

　酔よった勢いとはいえ、僕はなんてことをしてしまったんだろう。特に綾や杏子には、怒られてもしかたないことをした記憶がある。

　しかも、それ以降、なにをしたのかまったく覚えていない。想像するだけで恐ろしい。

　はじめてアルコールを口にしたけど、僕はああいうふうになるのか。わかった、もう二度と口にしない。

　心に決めて僕は身体を起こす。

　肩からずり落ちる布団を何気なく目で追って、僕はようやく気がついた。

　……なんで裸なんだろう？

　ふだんそんな習慣なんてないけど、酔っていた自分に自信がないから、脱ぬいでから寝ちゃったのか？　可能性として否定はできない。

　なんて思いながら、ふと横を見て。

　僕は凍こおりついた。

　そこには、なぜか。



　小町さんが寝ていた。



　こんもりと隆りゆ起うきした掛け布ぶ団とんの胸むな元もとが規則正しく上下を繰り返している。わずかにのぞく肩は、白い素す肌はだをさらしていた。ってことは、その下にはなにも着ていないの、か？　しかも枕まく元らもとには外された小町さんのメガネと一緒に、くしゃくしゃになったティッシュが散らかっている。

　落ち着け。落ち着こう。落ち着くんだ。落ち着かねば。

　僕は酔っぱらって着ているものを全部脱いでベッドに入って就しゆ寝うしん。そのあと同じように酔っぱらった小町さんが同じように服を脱いで、僕の寝ているベッドだと気づかずにもぐり込む。さすがに肌寒くなってきたこの季節では辛つらかったのか、何度も洟はなをかんで、しかしごみ箱に入れるのを忘れて眠ねむり込んでしまった。

　そんな可能性はゼロではないはず。

　だけど。

「そんなの、限りなくゼロに近いよっ！」

　思わずもらした僕の嘆なげきに、小町さんはゆっくりと目をあけた。

　がちがちに固まる僕の目の前で、小町さんはばしばしと目を瞬まばたかせ、手を伸ばして枕元のメガネを探さぐり当あてる。

　かちゃりとかけると、僕と目があった。

　小町さんは頬を赤く染めて、恥ずかしげに布団に深くもぐり込んだ。口元までかけた布団のなかで、小町さんはつぶやくように言った。

「あ、あの……すみません。お相手がわたくしなどで……でも。昨夜の小泉さまは……その……ステキでした」

　これは残念ながら。

　僕は、しちゃったらしい。

「あは。あはははははははははははは」

　僕は乾かわいた笑いが止まらなかった。



　　♪　　　　♪



　そっとドアをあけて、廊下を見渡す。

　二階の僕の部屋のとなりには客間があって、たぶんそこでみんな寝ているに違いない。

　小町さんとは別々に部屋を出る手はずになっているけど、もしいまここで誰かに出くわして部屋をのぞかれてしまえば、それで終わり。僕は破は滅めつしてしまう。

　静かに部屋を出て、ドアをそぉぉぉっと閉める。

「いま、起きたんですね。祐介さん」

　びくうっ。

　突然声をかけられて、飛び上がるほど驚おどろいた。

　見れば、綾がちょうど階段を上のぼってきたところだった。髪ゴムを手首にして、まだ結ゆっていない髪を手ぐしで梳すいていた。

「お、おはよう」

「おはようございます。昨日はお楽しみになりました？」

　びくびくっう。

　どういう意味なんだ？　

　もしかして、小町さんとのことバレてる？

　いや、まて。バレたら僕はいまごろ、きっと息をしていない。考えすぎだよ、考えすぎ。

「あー……大変だけど、準備するのも楽しかったよね。今日の撮影本番もがんばろうか」

「そうじゃないです。あれだけ杏子先輩や理緒菜先輩と、ベタベタくっついたんですから、さぞかしお楽しみになられましたよね？　わたしにもいろいろ触ってきましたし」

　そのことか。あーよかった、セーフ、セーフ。

　あ、でも、綾を怒らせているから、諸もろ手てをあげては喜べないや。

「ご、ごめん。それについては、その……反省してます」

　綾は僕をじろじろと見つめたあと、大きくため息をついて。

「まあ、お酒に酔ったせいですから、大目にみます。それにすぐに眠ってしまったので、それ以上暴走することもありませんでしたから」

「そうだったの？」

「ええ。小町さんに手伝ってもらって、わたしが部屋まで運んだんです。そのあと、ちょうどおじいさまが帰って来られたので、お風ふ呂ろを入れていただいて、すぐにみんなで就寝させていただきました」

「あー。そうなんだ」

　みんなで寝ていたはずなのに、そのひとり、小町さんだけ僕の部屋で寝ていた、と。

　さっき聞いた話だと、小町さんは物音を耳にして様子を見に来たらしい。僕の部屋のドアをあけたその瞬間、僕に襲われた──とのこと。

　小町さんはもちろん抵てい抗こうしたけど、途中でその気も失うせてしまって、流れるまま関係を結んでしまった。

　って、それ間違いなくフェロモンのせいだよね。

　しかも、なんで僕は覚えてないんだろう。

　いや、せっかくの初体験がまったく記憶がなくてもったいないとか、そんな意味じゃないよ。もちろん、それもまったくないといえばウソになるけど。小町さん、ああ見えてスタイルいいし、色っぽいし、大人だし。

　って、違う。そうじゃない。

　まったく覚えていないんじゃ、僕は小町さんにどう責任をとったらいいのか見当もつかない。

　それに、目の前の綾に対しても、どうしたらいいのか……。

　小町さんは『一夜の過あやまちですから、わたくしは忘れることにします。お嬢さまにも当然、わたくしの口からはなにも言いません。お気づきになられたら、きっと傷つかれるでしょうから』と言ってくれた。

　だから秘密にしようってことになったけれど。

　それが本当にベストなのか、僕はまだ、わからないでいた。

「ところで、祐介さん」

「は、はい。なんでしょう？」

　僕は微笑を浮かべてみせる。

　けど、いまのは苦笑いにしか見えなかった、かも。

「祐介さん、小町さんを知りません？」

　びくびくびくっ。

「な。なんで？」

「いえ。わたしもいま起きて、リビングに下りたのですが、美雪さんしかおられなかったので」

「いや……僕は知らないけど？」

「そうですか。どちらに行かれたんでしょう？」

　綾が髪を結いながら、怪訝そうな顔をした瞬間。

　僕の背後で、がちゃっとノブが回った気配を感じた。

　いま、小町さんが出てきちゃまずいって！

　僕は後ろ手に急いでドアを閉めた。いまので察して！　小町さん！

「どうかしましたか？」

「ああ、いえ。なんでもないよ」

「……本当ですか？　祐介さん、何か隠していませんか？」

　綾は僕をじーっと見つめつづける。ダメだ。目を見つめていると動どう揺ようを隠せない気がする。僕は顔を背そむけて、廊下の奥を見やって。

　目を見開いた。

「なんです？」

　綾も僕の視線の先を追う。

　理緒菜さんが寝ぼけ眼まなこで立っていた……のは、いいんだけど。

　どうして下着姿なんだ！

　ボリュームのあるバストが、パステルピンクのブラのカップから、たゆんとこぼれ落ちそうになっている。歩くたびにぷるぷる揺れるのが、なんというか、劣れつ情じようを誘さそう。

　さすがにちょっとドキッとした。

　フェロモンが出ちゃったかなと、ちょっと心配したけど、どうやら大丈夫だったらしい。理緒菜さんの様子も変わりないから、そうだとわかる。

「な。なんて格好しているんですか！　理緒菜先輩！」

「んー。なにー？　そんな顔してー。……あー。そっか、寝るとき暑いから脱いじゃったのよねー」

　かけ布団を押し退けてしまうとかなら聞いたことあるけど、着ているもの脱いじゃうって。どういう寝ね相ぞうしてるんだよ！

「ともかく理緒菜先輩、何か着てください！」

「あー。だいじょーぶー。見られても減るもんじゃないしー。ねえ、ユウくん」

「僕に振られても困ります！　それに前にもそのセリフ、聞いた気がしますよ!?」

　思わず僕らはツッコミを入れるけれど、理緒菜さんはまったく動じない。

「ふたりともー朝から元気ねー。ふぁーあー。あたしはー、低血圧で朝弱いのよねー」

　僕らの前で、理緒菜さんは大きく伸びをした。

　背筋を伸ばして、胸を張ってうーんと唸うなった、そのとき。

　ぶつん！

　ぽろん！

「なあっ!!」

　僕は言葉にならなかった。

　なんと理緒菜さんのブラの真ん中、カップとカップの間が音を立てて弾はじけとんだのだ。

　当然、支えをなくしたブラは、はらりと肩からずれ落ちて、ぽよんと、たわわな二つのおっぱいがあらわになってしまった。

　うわっ。ヤバい！

　さすがにこれはマズかった。あわてて目をそらしたけど、もろに見てしまった。脳のう裏りに焼きついた、ほんと。

「あらららららー。困ったなー。ちょっと太っちゃったー？」

「そんなこと言ってる場合じゃないですよ！　祐介さんもいるんですし、ともかく理緒菜先輩は部屋に戻ってください。そして服を着てください！　あと祐介さん」

「なに？」

「こっち向いちゃダメです！　そのまま動かないでください？　理緒菜先輩見て、いやらしい気持ちになったりしたら怒りますからね！」

　なんて言っても、もう見ちゃったし。

　しかも、いまのは下半身も反応してしまった。絶対、フェロモンを出したに違いない。

　だけど。

「えー。でもー、いつもと変わらないよー？　なんかショックだなー。ユウくんってば、もうあたしのおっぱいぐらいじゃー満足しないのー？」

　僕はようやく気がついた。

　そうだよ。フェロモンを発散してしまうモテルゼＸの効果は、誰かとのセックスによって消えるんだった。

　小町さんと、しちゃったいま、フェロモンが出るはずないんだ！

　もし。もしも綾がこのことに気がついたら。

「もしかして祐介さん……？」

　う、うわぁ。ど、どうしよう。

　僕はゆっくりと振りかえろうとして。

「だから、こっち見ちゃダメですっ！」

　ばしっ

「い、いったあああ～～～～～～～」

　こめかみに何かがぶつかってきて、僕はその場にうずくまる。なんだろうと思ったら、廊下に髪ゴムが落ちていた。これを飛ばしたのか。

「祐介さん、すごいです！　フェロモン出ないのはきっと山寺での修行の成果ですね！　わたし、祐介さんを見直しました」

　違う、そうじゃないんだ、綾。うううっ、ゴムのぶつかったこめかみと、良心が痛い。

「綾ちゃんー。そう思うんならー、なにもヘアゴム飛ばすことなかったんじゃなーい？　あんなに伸ばしたゴムぶつけたらー、けっこう痛かったと思うよー？」

「それとこれとは話が別です。いまの理緒菜先輩をこれ以上、お見せするわけにはいきません。ほら、先輩はこっちです。洋服を着ましょう、洋服」

「はいはーい。わかったー」

　ふたりの足音が僕の部屋の隣となりにある客室に吸い込まれていく。ドアが閉しまり際。

「祐介さん、もういいですよ」

　綾が声をかけてくれた。いちおうは気づかってくれてるらしい。

　僕は小さく息をついて顔をあげる。

　ちょうど部屋から出てきた小町さんと目が合った。

　彼女がそっと浮かべた微び苦くし笑ように、僕も同じような笑みしか返せなかった。



　　♪　　　　♪



　いろいろあったけども、なんとか無事に僕らは結婚式場にやって来ていた。

　じいちゃんに出してもらったワゴンから、荷物や衣いし裳ようを降ろして小一時間後。結婚式にお呼ばれした友だちという設定の杏子や美雪ちゃんと一緒に、僕は廊下で、綾のドレスアップを待っていた。

　美雪ちゃんは背中がちょっとあいてるワンピースで、杏子はカメラマンも兼かねているのでスーツ姿。ふたりとも様になっている。

　ふいにドアが開いて、理緒菜さんが僕らを手招きした。ちなみに理緒菜さんは二にの腕の眩まぶしいノースリーブのワンピースに、ショールを肩にかけていた。うん、理緒菜さんも可愛らしい。

　ドアの脇に控ひかえていた小町さんの横を抜けて、僕らは中に入る。さして広くもない控ひかえ室しつには、大きなドレッサーがあって。

　その前に、花はな嫁よめが座っていた。

「うわああ。……さすがね、綾」



    

  
    
      「──悔くやしいけど可愛い」

　本当に。

　本当に、きれいだった。

　綾は普ふ段だんふたつに結っている髪をアップにまとめ、薄うすいベールでふわりとおおっていた。肩のあいているドレスだけど、シンプルなデザインは上品さを損そこねていない。まじりっ気のない純白が、これほどまでにまばゆく、あざやかに見えるとは思っていなかった。

　ウェディングドレスを身にまとった綾は、みんなにおずおずと礼をする。

「あ。ありがとうございます」

　そして、上目づかいに僕を見つめた。

「あの……どうですか？　祐介さん」

　ぼーっとしていた僕は、杏子に脇を突つつかれてようやく我に返った。

「え。あ。うん……まあまあ、じゃない？　悪くないよ」

「本当ですか？」

　僕の控えめな言い回しにも、綾は嬉しそうに自分の身体を見回した。綾も照れているのか、満面の笑みじゃなくてちょっと抑えた笑顔が、綾らしい気がする。

　そこで杏子が口を挟んだ。

「もう、綾ったら。祐介なんて、わざわざ聞かなくても、わかりそうなもんじゃない。入るなり、ずっと見とれていたんだから」

「そ。そんなこと、」

「ないって言うの？」

　杏子はニヤニヤしながら、僕の顔をのぞき込んでくる。

「……。…………見とれてました」

「でしょう？　だったら、もっと素直に誉めてあげなさいよ」

　勝かち誇ほこった様子の杏子に、僕は返す言葉もない。

　綾と目が合って、僕は自分の顔に血が上っていくのがわかる。

「あ、えっと……すごく、きれいだと思うよ」

「ありがとうございます」

　綾も顔を赤く染めて、うつむいた。

　なんというか、すごく恥ずかしい。僕が恨みがましく杏子をにらみつけると、美雪ちゃんと小声でぼそぼそ話していた。

「──杏子はいいの？　悔しくないの？」

「まあね。いまここでは譲ゆずってあげてもいいかなってね。まだあきらめたわけじゃないんだけど、いまさらヤキモチやいてもしかたないでしょ？」

「──オトナ。自分にはマネできない」

「あははは。まあ、もっともまだ完かん璧ぺきに、そう思えているわけじゃないんだけどね」

　あー。なんというか。

　僕の話を聞いた気がして、いたたまれない。うん。えっと、ほんと、ごめん。

　僕は綾にふたたび目を向けて、びっくりした。

　いつの間にか、うちのじいちゃんが綾の背後に立っていた。

「ほんと、かわええのぉ。しかも、よい出で来きじゃ」

　しかも、おもむろに白衣のポケットに突っ込んでいた手を出すと、ドレスのスカートをつまんで持ち上げる。

「きゃ、きゃああああああっ！」

「なにしてんのさ、じいちゃん！」

「おじいさま、やめてください！」

　あきらかなスカートめくりに対して、正義の鉄てつ拳けんを繰り出そうと僕は間合いを詰つめる。同じように綾も、ほぼ反射的に白い手てぶ袋くろをしている右手を握りしめ、拳を繰り出していた。

「ハレの舞ぶ台たいに、おまえたちは無ぶ粋すいじゃのぉ」

　じいちゃんはそんなことを言って、ひょいと身を躱かわし、さらにぽんと僕の肩を押した。体勢をくずした僕の眼前には、綾の拳。

「あ」

　がんっ！

「きゃああああ！　す、すみません。祐介さん、大丈夫ですか!?」

　いてててて。ちょっと目の前に星がちらついてるけど、たぶん大丈夫。じいちゃんがあそこまで俊しゆ敏んびんな身のこなしをするとは……その力、侮あなどっていたよ。伊だ達てに夜遊びで若さを保っているわけじゃないってことか。

　綾に助け起こされながら、僕はじいちゃんに尋ねる。

「……じいちゃん、どうしてここに？」

「なんじゃ。わしをアシに使っておいて、面白いところは見せずに帰れとはあんまりじゃろ。わが孫ながら、なんと薄はく情じようなヤツじゃ」

「いや、それはそうかもしれないけど。だったらいままでどこに？」

「いろいろ回らせてもらった。うむ、結婚式場なぞ、久方ぶりじゃからのぉ。他にもいろいろな花嫁さんを見物させてもらった。しかも、この式場の飯、なかなかあたりじゃぞ？」

「見てまわってたの!?　しかもご飯まで？」

　どうしたら、そんなことができるんだろう。だって、いつもの黒いシャツに白衣だよ？普通に考えたら、目立ってしかたないと思うんだけど。

「まあ気配を消すぐらいは、なんとでもなるからな」

「ならないよ！」

「ああ、じゃがしかしここに入るときは、いちおうノックしたぞ？　そこにおるメイドさんにも軽く会釈したんじゃがな」

　じいちゃんが指さした先、ドアの脇に立っていた小町さんはぼんやりと虚こ空くうを見つめていた。そういえば、さっき僕らが目の前を通ったときも、無反応だったような気がする。

　綾はぱたぱたと小町さんのもとに歩みよると、その顔をのぞき込んだ。

「小町さん、どうかしましたか？」

　呼びかけられて我に返ったらしい。びくっとすると小町さんはあたりを見渡し、目の前にいる綾にようやく気づく。

「うわぁ。お嬢さま、お綺き麗れいです」

「いまごろ!?」

　綾の格好に気がついたの!?　ぼーっとしているのレベルじゃないと思う。

「小町さん、おかしいですよ？　どこか具合でも悪いのですか？　なんだか、顔色も優すぐれませんし」

「気のせいですよ、お嬢さま。お気づかいいただいて、すみません。でも大丈夫です」

「そうですか？」

　まだ気にしながらも、綾はとりあえず引き下がった。

　綾にはわからなかっただろうけど、小町さんの様子がおかしいことについて僕には見当がついていた。

　小町さんは綾のことを本当に大切に思っていて、だから僕と関係を持ってしまったことが、やっぱりショックなんだと思う。って、なんだかこんな言い方すると、他ひ人と事ごとみたいだけど。僕だって、申し訳ない気持ちでいっぱいなんだよ。酔った勢いとはいえ、綾のことが好きなのに、小町さんと……。

　しかもまったく覚えていないって最低すぎる。

「あれ？　なんか、祐介まで落ち込んでない？」

「あー。そーいえば。どうかした、ユウくん？」

　ぎくっ。

　杏子と理緒菜さん、鋭するどいよ。

「気のせいじゃないかな？」

「──頬がひくひくしてる。ウソついてる？」

　ああ、もう。美雪ちゃんもヘンなところばっかりよく見てるんだから。ここはひとつ、なにか違ういい訳でも考えないと。

「あー。えっと、落ち込んでいるというよりさ。ただ納得いかないことがあるんだ」

「なによ、それ」

　杏子の問いに、僕は着ている服の袖をつかんで示す。

「どうして僕はただのワイシャツに親父おやじのスーツなの？　下なんてふつうのジーンズだしさ。綾のウェディングドレスに力入れるのはわかるけど、杏子たちだって『結婚式にお呼ばれしたお友だち』ってことで、それなりの格好しているだろ？　いくらなんでも差がありすぎじゃないか？」

　すると杏子は理緒菜さんや美雪ちゃんと顔をあわせて、ひと言。

「いや。だって。祐介、そんなに映らないもん」

「え！」

　そうだったの？　あー。そういえば、リハーサルも僕は別に来なくていいって言われたし。なんかおかしいと思っていたけど、そういうことだったのか。

　まあ、僕より綾のウェディングドレスや、女の子たちの華はな々ばなしい衣裳にスポットを当てた方が映えるに決まってるけど。でも、あまりにも、あんまりじゃない？　いちおう役やく柄がらとしては、これでも新しん郎ろう役で、綾の相手をつとめるんだけどな。

　僕の思考が顔にでていたのかもしれない。

　杏子がくすりと笑って。

「そんなに不満なら、あんたが着てみる？　あのウェディングドレス」

「えっ？　な、なんで、そういう話になるんだよ！」

　杏子は冗談で、思いつきをそのまま言ったに違いない。なのに理緒菜さんも美雪ちゃんも、大まじめな顔。

「あー。いいんじゃなーい？　ユウくん、華きや奢しやだし。入るでしょ？」

「──案外イケるかも」

　しかも。

「似合うかもしれませんね。撮影終わったら、衣裳を交換しましょうか」

　綾まで！

「祐介、ものはためしに着てみなさいよ」

「冗談じゃない！　もういいです、なにも不満はもらさないから、ほら行こう！」

　さっさと打ち切らないと、どこまで話が膨らむかわかったもんじゃない。

　僕はくすくす笑いあうみんなを率いて、控室のドアへと向かった。このあと式場内の教会風の施し設せつへと向かって、撮影の手はずになっている。

　いつまでも笑ってるみんなを恨めしく見ながら、僕はドアを開けて前に進む。

　と、そこにいた、ごつい誰かにぼすっとぶつかった。

　誰だと思って僕は振り向く。

　いつか見た、綾のＳＰだった。



　　♪　　　　♪



「旦那さまがお呼びです。お嬢さま」

　ＳＰは奥にいる綾を見つけて、会釈しながらそう口にした。

　礼れい儀ぎ正ただしく下から物を言っているのに、これ以上ない威い圧あつ感がある。

「そんな、お父さまがもうお戻りになったのですか？」

　綾の父親は昨日から留守にしているみたいなこと言ってたっけ。じゃなきゃ突然の外がい泊はくなんてできるはずがない。

「いえ、それにしても突然すぎます。今日の夕方にはきちんと帰ります。だから、いいでしょう？」

「ところが、お嬢さま。コーエン氏がお忍しのびで来日されておりまして、お嬢さまのご都合がよければ挨拶しに来られるとのことなのです」

「そんな、コーエン先生が!?」

　え、誰だっけ？　なんか聞いたことある名前だけど。

　僕はみんなを振り返る。小首を傾げる杏子と理緒菜さんの間で、美雪ちゃんがぼそっとつぶやく。

「──この間のコンクールで綾を推おしてくれた先生。自分たちが連れ出したから、会わずに帰ることになったはず」

「あ。ああっ！」

　その高名な先生が、なにもこんなときに日本に来なくたっていいのに。

「わたしの都合が良ければということなのでしょう。それなのにお父さまは勝手にお約束してしまったのですか？」

　言葉は丁てい寧ねいだけど、綾は怒っていた。

　わずかにＳＰは眉まゆ根ねをよせるが、しかしそれでも告げる。

「……はい。それに申し上げにくいのですが、旦那さまは『いくら遊びとはいえ、結婚式ごっこなど許せん。そもそもバンドなど、この際だから止やめさせてやる。今日は強ごう引いんにでも連れて帰れ』ともおっしゃっておりました」

「ひどい……なんて横暴」

　思わず僕がもらしたセリフを、ＳＰは聞こえないフリを通す。

「それでは、お嬢さま。参りましょう」

　ＳＰが綾へと手を伸ばした、そのとき。

　すっと小町さんが立ちはだかった。

「……ん？」

「お嬢さま、祐介さま。お逃げください」

「何を考えてる！　おまえも旦那さまに雇やとわれている身だろう!?」

　小町さんはかまわず肩かた越ごしに僕らを振り向く。

「早く！」

　もう、こうなったら考えているヒマはなさそうだ。僕は綾の手を引いて控室とは反対側のドアへと向かう。こっちは教会の施設とは反対だけどしかたない。

　みんなの決断も早かった。理緒菜さんも美雪ちゃんも、僕らにつづく。杏子はハンディカムだけを荷物から取り上げて、しんがりについた。

「小町さん！　すみません！」

　綾の呼びかけに小町さんは、なぜか申し訳なさそうな顔で返す。

「いえ。お気になさらないでください」

　それが最後だった。僕らはドアから廊下へと飛び出す。

　と、こちらにも黒いスーツを来た男たちがいた。僕らを目にして顔色を変えたところからして、こいつらも沢さわ野の家のＳＰであるに違いない。

「ああ、もう！　なんでまた、こんな目にあうかな!?」

　僕は思わず悪態をつきながら、綾の手を引いて男の脇を走はしり抜ける。男の伸ばした手に危うく捕まりそうになった瞬間、美雪ちゃんが間に割って入って。

　がぶっ！

　その手に噛かみついた。

「やるー、ユキちゃん！」

　さらに理緒菜さんは男のすぐ脇を擦すり抜けながら、両手をすばやく動かす。

「キ、キサマ！　なんてことを！」

　なんとか追手を振り払はらって、僕らは廊下をさらに進む。

　ちらりと理緒菜さんを振り返って、僕は唖あ然ぜんとする。杏子もあきれてつぶやく。

「……理緒菜、あんたいつの間にベルトなんて……」

　そう。それは間違いなく、さっきの男がしていたベルトだった。

「追おい抜くときにー、するーってねー」

「いや、でも一いつ瞬しゆんだったよね！」

「だってー。いつかユウくんと契ちぎるときにー、役に立つかなってー！」

　また、それですか！　っていうか、その技わざを僕に向けないでくださいよ。おそろしい。

　なんて言う間もなく、早くも次の関門がやって来た。

　廊下の角から、またも別のＳＰが現れた。

「待てぇ、こらぁっ！」

　うわあ。ちょ、子ども相手にムキになりすぎじゃない!?　あの人！　背は高くないけど、胸元なんて筋肉でパンパンだし、仁に王おうのような顔だちしてるし。怖すぎる！

「綾ちゃん、ユウくん。こっち」

　理緒菜さんに引っ張られて、僕らは脇のドアを押し開あけて飛び込む。

「こっちって……」

　綾の驚く声を耳にして、すぐにその理由に気がついた。

「ここ、女性用の更衣室だよね！」

　結婚式にお呼ばれした人たちが、ここで服装のチェックをしたり、ことによると着替えたりするための場所。ちょうど誰かの結婚式直前だったらしくて、片手にあまるぐらいの女の人たちが、着き替がえをしていた。

　当然、下着の人もいるし！

　うわっ！　あれって、噂うわさに聞くＴバックってやつ？　ドレスに下着のラインが出にくいって誰かが（って、たぶんこんな話をしそうなのは、理緒菜さんぐらいなんだけど）言っていた気がする。

「ハッ！　ダメです、祐介さん！　こんなの見ちゃっ！」

　綾の叫びに反応して、僕が振り返ると。

　綾の手がチョキになっていた。

　ぶすっ

「ぐあああああああああぁぁぁ！　目が、目がっ！」

　綾の目つぶしが炸さく裂れつ。激痛と、綾の苛か烈れつさに、涙が止まらない。

「はいはーい！　ちょっと通してくださいねー」

　理緒菜さんは僕の惨さん事じも意に介かいさず、（たぶん）奥へと進む。

「心配しないでー。こっちにもう一つ出口があるってー、さっきここ使ってるから知ってるのー」

「そんな心配してませんよ！　っていうか、ちょっとは僕の心配をしてください！」

「祐介さんには、感謝してほしいぐらいです」

　なんて綾のつぶやきを聞きながら、僕は歩みつづける。

　女の人たちは、ただ息を飲んでいるらしい。あまりにも堂々と僕らが通とおり抜けているので羞しゆ恥うち心しんとかよりも、ただ驚くしかないのかもしれない。

　更衣室の入り口から「ぬううぅぅぅぅ」とＳＰが悔しがる声が聞こえた。

「こしゃくな！　だが、しかたない。ここは使命のため、あえて立ち向かう」

「うわ。カッコよく言ったつもりかもしれないけどサイテーだ！」

「──顔、緩ゆるんでる」

「ぬ。そんなことはないわ！」

　だが、さすがにその頃ころには、更衣室の女性たちも我に返っていた。

「きゃああ。痴ち漢かん！　痴漢よっ！」

「サイテー！　誰か、誰か警備の人、呼んで！」

　非難の言葉とともに、手元にあったさまざまなモノが飛び交う。どうでもいいけど、その人がある意味“〝警備の人”〟なんだけどね。

「ぬ。や、やめろ。なぜオレばかり！」

　怨えん嗟さの声が悲鳴に入り交じった。

　理緒菜さんはドアをがちゃりと開けながら、つぶやくように言い残した。

「可愛い顔だちしてるユウくんとー、いかつい仁王みたいなおじさんとじゃ、そりゃあ、反応も違うわよねー」

　……可愛いって言われても、なんか微びみ妙ようです。僕は。

　あ、ついに痴漢撃げき退たい用のブザーまでが鳴りはじめた。

「さあ、行こー。ユウくん」

　ようやく視力が回復した僕は、廊下の先に非常口を見つけて大きく息をついた。



　　♪　　　　♪



　じいちゃんはワゴンのハンドルをバンバン叩きながら、大声で笑った。

「はっはっはっはっ！　まことに楽しいのぉ、おまえたちは」

「……笑いごとじゃないよ、じいちゃん」

　まったく、どうして僕らは毎度大立ち回りを演じなきゃいけなくなるんだろ。

「なんじゃ。気を利きかせてワゴンをまわしてやったから、逃げきれたんじゃろ。おまえは感謝が足りん」

「……面白そうな匂いを感じて、顔を出したって方が正しいんじゃないの？」

「かっかっかっかっ。違いない！」

　……もう、本当に。

　じいちゃんはふと笑いをおさめると、バックミラー越しに僕らを見つめる。

「さて、これからどうするつもりじゃ？」

　綾を強引に連れて行かれずにはすんだけど、式場での撮影はできなくなってしまった。ＳＰ、というか綾の父親との駆け引きは、引き分けといったところかな。

　後ろに乗っていた杏子が、うーむと唸った。

「日を改めてってことも考えたけど、またどんな邪魔が入るかわからないからね。とりあえずどこか教会に飛び込んで、撮らせてもらおうか。うまくいくか、わからないけど」

「そうねー。やるだけやってみよーよ」

「綾が、お父さんと話をつけるのは、それからってことで。……まだ、バンド止めるつもりはないんでしょ？」

「もちろんです！」

「よし。それじゃたしか、この先の角を右に折れた方に教会があったと思います。おじいさん、お願いします」

「まあ、よかろう」

　じいちゃんは減速させて、ハンドルを切った。

「すみません、みなさん」

　僕の隣で、綾は肩かた身みが狭せまそうに縮こまる。

　その頭を僕は撫なでた。自分でもよくわからないけど、気がついたらそうしていたんだ。

「……祐介さん？」

「あー。いや、ほら。なんというか……綾が悪いわけじゃないんだからさ。そんなに落ち込むことないよ」

「はい。えっと……ありがとうございます」

　綾は気恥ずかしげに目を逸そらして、うつむいてしまった。あー、頬を赤くして。そんなリアクションを取られると僕も意識しちゃうだろ。

　なるべく、わざとらしくならないように僕はそっと手を引いた。

　ふーっ。危ない、危ない。思わずドキドキしちゃったよ。

「もー。やけちゃうなー」

　後ろから理緒菜さんが、口をとがらせる。

「──これは貸しにしておく」、これは美雪ちゃん。「──あとで自分も、ハグしてもらう」

「ちょっと。それ利率おかしくない？」

「うー。落ち着けー落ち着け、杏子。ヤキモチやかないって決めたんだから。祐介が幸せなら、それでいいの。ヤキモチやいたらダメ。ダメなんだから……」

「杏子、考えが全部口から出てるよ」

　その気持ちは嬉しいんだけどね。ぶつぶつと自分の拳を見つめてつぶやいている姿は、なんだか鬼き気きせまっていて、怖い。

「えっ！　ウソ！」

「あはははは。まだまだ修行が足りないねー。杏ちゃんもー！」

「うるさいなっ！　もう！」

　杏子と理緒菜さんが、にらみ合う。まあ、ケンカするほど仲がいいってヤツなので、僕は心配しないけど。

　なぁんて余よ裕ゆうの顔をしていたら。

「──修行といえば。さっき祐介は更衣室でも欲情しなかった。あれも修行の成果？」

　ぎくっ。

　ドタバタして忘れていたけど。そうだよ。僕のモテルゼＸの効果はすでに切れている。つまり誰かとやっちゃった、なんてことがバレたら大変なんだよ。

「なに？　おまえ、それは本当か？　あの和おし尚ようの修行が役に立ったのか？　本当に？」

「わああ、じいちゃん。前を向いて、前を！」

「うおっととと」

「ああ、びっくりしました。……でも、きっと修行のおかげですよ？　今朝も理緒菜先輩の裸見ても、動じませんでしたし。すごいと思います、祐介さん」

「うーん。そうなのよねー。悔しいけど」

「──いや。でも、さっきの更衣室は綾が目つぶししたせいのような気がする。祐介のスケベがそんな簡単になおるわけがない」

「ひ。ひどいな、美雪ちゃん！」

　そんなふうに見てたのか。あんまり強く否定できないんだけど。

「そ、そんなことないですよ。ねえ、祐介さん？」

「あ、いや。えっと……」

　やめて、綾。そんなキラキラした目で僕を見ないでほしい。

「まあ、そうだね。修行の成果かな。あっはっはっはっはっはっ」

　こういうときは笑うしかない。

　そこでちょうどワゴンが減速した。窓からは、屋根に十じゆ字うじ架かのある洋風建築が見える。

　よかった。この話題がつづかなくてすむ。

「ついたぞ。撮影の交こう渉しようはどうする。みなで行くか？」

　じいちゃんの呼びかけに、いままでぶつぶつ言いながら自らと葛かつ藤とうしていた杏子が顔をあげた。

「そうね。そっちの方が誠意も伝わるし。いきましょうか」

　この切り換かえの早さは、さすがだと思う。

　僕らはみんなでワゴンを降りて、教会の門を潜もぐろうとした。

　そこに。

　キキキッ！

　かなりのスピードで走ってきた黒くろ塗ぬりのベンツが、急ブレーキをかけて停とまった。

　助手席が開いて、そこから降りてきたのは、

「小町さん！」

　彼女は僕らに、申し訳なさそうに深々と礼をして、後部座席のドアを開けた。

「うむ、ご苦労」

　野太い声をかけながら、中年の男がベンツを降りる。

　肩かた幅はばが広くて、上背も僕よりかなり高い。仕立てのいいスーツを着ていても、感じるのは上品さよりも、まるでマフィアの幹部のような物々しさだった。なでつけた髪やたくわえた口くち髭ひげにちらほら白いモノがまじってはいるが、眼光は若々しくて異様に鋭い。獲え物ものを狙ねらう鷹たかだって、こんな鋭くはない気がする。街でぶつかったら平身低頭して道を譲ってしまうに違いない迫はく力りよくが、そこにはあった。

　いやな予感がして、僕はゆっくりと綾を振り返る。

　その顔色が予感は的中したと物語っていた。

「……お父さま。なぜ、ここに？」



    

  
    
      六章　愛は勝つ





　どうしてここがわかったのか。それは、たぶん簡単だ。

　なにせ目的がわかっているのだから、近場の教会にあたりをつけて、つぶしていけばことがすむ。そこまでは納得できる。

　だけど、まさか綾あやの父親が直々に出張ってくるとは、思っていなかった。

　綾だけを見つめて、彼かれは口を開いた。

「話さなくてもわかっているな、綾。帰るぞ。コーエン先生が、もうすぐお見えになる」

　それ以上話す必要はないと言わんばかりに、綾の父は背を向ける。

「どうしても行かなければなりませんか？」

　食い下がる綾を、父は肩ごしに振り向いて。

「あたりまえだ。おまえは来年からフランスに音楽留学させるつもりだからな。いま先生に顔あわせしておいて損はない」

　留学、だって？

　みんなどころか、綾本人も初耳だったらしい。目を見開いて、父親を見上げている。

「急すぎます！　そんな大切なこと、わたしに黙って勝手に決めないでください！」

「私はおまえのためを思って、最高の教育と最高の環かん境きようをととのえてやるつもりでいる。なにが不満なんだ」

　たしかに綾がクラシック音楽の世界でこれから生きていこうと思うなら、欧おう州しゆうへの留学は絶好の機会なのかもしれない。そのために高名な先生に挨拶しておくべきだという考えもわかる。

　けれど。

「わたしはこのバンドが好きなんです。クラシックも好きですけど、いまはまだみなさんと一緒に音楽を演やっていきたいんです。それが、そんなにいけませんか？」

　綾ならきっとそういうと思っていた。

　すると父は、綾に向き直って。

「そんなに、その男が好きなのか。綾」

　いきなり僕を指で示して、そんなことを尋ねた。

　綾の首筋が赤みを増す。

「なっ！　なんで、そんな話になるんですか！」

「おまえがその男に入れ込んでいるから、バンドにこだわるんじゃないのか」

「それとこれとは話が別です！」

「本当か？」

　綾の父は疑いに満ちた目で娘むすめを見つめる。なんで、この人はこんな目ができるんだろう。自分の娘なのに、しかも綾みたいないい子なのに。

　綾が悔しそうに、そして哀かなしそうに父親を見つめ、言葉を選ぶ。

　そこに杏きよ子うこが口をはさんだ。

「だったら、どうだっていうの？　綾が祐ゆう介すけを好きだから、日本に残ってバンドをしたいっていうんじゃ、ダメなわけ？」

「杏子先輩!?」

　綾の声が裏返る。杏子にまでそんなふうに思われているのかと驚いたに違いない。

　けれど杏子は綾に向かって、ウインクしてみせる。

（まあまあ。綾がバンドを好きだってことは、わかってるからさ。ここは祐介をダシにして、さっさと石頭のお父さんに帰ってもらおうよ）

　そんなことを目で語っていた。

「まあ、そうねー。悔しいけどー綾ちゃんとユウくんが、らぶらぶなのは否定できないもんねー」

「──いまのところ、間違いない」

　理り緒お菜なさんと美み雪ゆきちゃんも話をあわせる。なんか美雪ちゃんは小声で付け加えていた気がするけど、いまは気にしない。気にしない。

　綾の父は僕らの主張を、ふんっと鼻で笑って。

「どうなんだ、綾。おまえは、その男のこと、どう思っているんだ？」

　あらためて聞き直す。

　綾は顔をふせて、白い手袋をした手のひらをぎゅっと握りしめる。さすがにじつの父親に対して、口にするのはハードルが高いと思う。

　助け船をだそうと僕が一歩踏み出したところで。

　綾は顔をあげた。

「わたしは祐介さんが好きです」

　たった一息で言い終えてしまえるだけの、簡単なひと言。だからこそ、それは重いと僕は思った。嬉しさももちろんあるけれど、それよりもこの想いに僕は応こたえていきたい……いや、応えなきゃいけないと、あらためて思う。

「僕も綾が好きです」

　綾の父と僕の視線が交わる。険しい目つきをしていたけれど、僕はそらしてはいけないと思った。ここで逃げるわけにはいかない。

　しばらくして、ふいに彼は顔をうつむけた。

「そうか……」

　認めてくれた、とは違うと思う。

　なぜなら、その肩が笑いで震えていたから。

「くっくっくっくっくっ。あーはっはっはっはっはっはっはっはっ。やっぱり綾も、まだまだ子どもだな」

　何がおかしいんだ、この人は。

　よくはわからないけど、イヤな予感がした。

「いいか、綾。おまえは騙だまされているんだ。その男の正体を、おまえは知らんのだよ」

「……どういう意味です？」

　イヤな予感が膨らんでいく。

　見つめ合う綾とその父との間に、飛び込みたい衝しよ動うどうと、この場を逃げ出したい衝動が僕の中でせめぎ合って、結果その場を一歩も動くことができない。

　綾の父は、にやりと笑みさえ浮かべて、言った。



「その男はな、この小こ町まちと一夜をともにしておるのだよ」



　ああ。やっぱり。

　思えば小町さんがすまなそうな顔で綾の父と現れたときから、この結末は予想してしかるべきだったんだ。

　綾はまるで笑顔の一瞬手前みたいな顔で、僕と父親を交こう互ごに見やる。

「……まさか。そんな。信じませんよ、わたしは」

　そう言ってくれるのは嬉しかった。

　けれど、だからこそ僕は深く深く、地じ獄ごくの底へと落ちる気分を味わっていた。目を閉じてもなお、暗い闇やみをその向こうに感じた。

「本当、なのですか？」

　綾の震える声に僕は目を開けた。

　父親と言い争っていても揺るがなかった綾が、か弱く震えている。傷つけたのが他の誰でもない僕自身であることに、激しい怒りを覚えた。もうひとりの僕がいたら、そいつを殴り倒してやりたいと思ったし、むしろ殴り倒されて本ほん望もうのような気もした。

「……酔ったせいで覚えてないんだけど、そんなのいい訳にならないよね。ごめん」

「そんな……」

　息を飲む綾を、これ以上見ることができなかった。

　本気で死にたくなった。

「はっはっはっはっはっ！　これでわかっただろ、綾。おまえがどれだけ人を見る目がないか。どうせ他もロクでもないヤツらばかりなのだろう」

　死にかけていた僕の心に、光がさしこんだ。

　綾の父親は、とても好きにはなれないけれど、このときばかりは少し感謝した。この男のおかげで僕は、怒れるだけの元気を取り戻したのだから。

　調子づいた綾の父は、なおつづける。

「おまえの理想の相手は私が探す。おまえは私の言うことを黙って聞いておればよいのだ。一人前に刃は向むかいおって、バカものが。なにを考えておるんだか、けしからん」

　綾はただ肩を落として、うつむいていた。

　それは僕のせいなのかもしれない。けれど、それでも僕はこれ以上綾が傷つけられるのを黙っていられなかった。

「おい、おっさん！」

　言った。言い切って、綾の父を決然とにらみつけた。

　もはや、怖くもなんともなかった。

　ただ怒りが僕を突き動うごかしていた。

「なに？　私のことか」

　怪訝そうに綾の父は眉根をよせる。おっさんなんて言われたことないのだろうが、そんなこと知ったことじゃない。

「ああ、そうだよ、おっさん。言わせておけば、言いたいこと言ってくれたな。僕のことをけなすだけならまだしも、バンドのみんなをロクでもないって、どういうことだよ！」

　かたわらで綾をはじめ、みんなが唖然としている気配を背中に感じる。

　けれど、もう止まらない。止めるつもりもない。

「しかも綾までバカ呼ばわりってどういうことだよ！　あんたの娘だろ、どうしてもっと優やさしくしてやれないんだよ！　こんなんじゃ、綾が可か哀わいそうだろ！」

　僕のことを言われるのはしかたない。自じ業ごう自じ得とくだ。どんな罵ば倒とうだって受けよう。

　だけどみんなは、

　綾は関係ない。

　侮ぶじ辱よくさせない。

「なにを偉えらそうに。綾を好きと言っておきながら、他の女と寝るような不届き者のクセに」

「ああ、そうだよ。間違いを犯おかしたよ。小町さんにはなんて言って謝ればいいのか見当もつかないよ。だけどな、これだけはたしかに言える」

　思いついたままの言葉を、僕は投げつけた。



「それでも僕は綾が好きなんだ！」



「……な」

　それしか僕にはない。

「僕は過ちを犯したけど、それでも綾を好きなことにかけては世界中の誰にも負けない。だから綾を傷つけるヤツは誰が相手でも、それこそ父親のあんたでも僕は許さない」

「そんな、自分勝手な……」

「うるさいっ！　自分勝手だなんて、あんたに言われたくない！」

「むっ……！」

　僕らがにらみ合っている脇で、理緒菜さんが笑い声をあげる。

「あははははははははは。そうねー。本人に無断でー留学決めちゃうのも、ずいぶん自分勝手よねー」

　ぎろりと綾の父ににらまれるも、理緒菜さんは笑顔で受け流す。

　毒気を抜かれた父に、綾が一歩足を踏み出した。

「お父さま、わたしも言いたいことがあります」

　そこに、さっきまでの綾はいなかった。

　その背には、何かを覚悟した強い決意がみなぎっている。

「どうした？　綾」

「お父さま、わたしの夢はご存じですか？」

　あまりに綾が堂々としているせいか、逆に父はしどろもどろになっていた。

「ぬ、ぬう。おまえが幼い頃に言っていた、あれか？」

「たぶん、そうです」

　バージンロードをバージンで歩く。

　ちょっと口にするのは恥ずかしいけれど、それでも幼い頃からの想いをずっと大切にしている綾らしい、大切な夢。

　綾は僕をちらりと振り返ると、頬をわずかに赤く染めた。

　父に向き直って、綾は言った。

「お父さま、わたしの夢をかなえてくれる相手は、いまでも祐介さんでかまわないと思っています。──いいえ。きっと、祐介さんしかいないでしょうね。こんなわがままに付き合ってくださる男性は」

　そのとき僕は、ウェディングドレスを着た綾の背中しか見えなかった。

　けれど、きっと綾は微笑ほほえんでいたような気がする。

　それこそ結婚式で、父親に感謝の挨拶をするときのように。

「だが、しかし、そいつはな……」

「お父さま、ではお聞きしますが。小町さんと過ちを犯してしまった相手では、わたしの夢をかなえられないとお思いですか？」

　綾の父は口をあんぐりと開けていた。

　僕もすぐにはわからなかった。

「あ、そっか」

　杏子がポンと手をたたく。理緒菜さんもなるほどと、大きくうなずいた。

「バージンロードをバージンで歩く相手がー、童どう貞ていである必要はないもんねー」

　ああっ！

「──たしかに」

「そういうことです。だから、わたしは留学も考えられませんし、バンドも止める気はありません、お父さま」

　綾は父に向かって深々とお辞じ儀ぎしてみせて、くるりと振り返った。

　勝ち誇った笑みを杏子たちみんなに向けて、そして僕に笑顔のまま近づく。

　僕も微笑みながら歩み寄る。

　と、いきなり、僕は襟えり首くびをつかまれて、ひき寄せられた。

　息がかかるほどの至近距きよ離り。綾はやっぱり気恥ずかしかったのか、真っ赤な顔で目には涙すらうっすら浮かべて、僕を小声で怒ど鳴なった（おかしな表現だけど、本当にそんな感じだからしかたない）。

「言っておきますけど、祐介さん。わたし、本気で怒っているんですからね！」

　ああ、うん。……そりゃあ、そうだよね。

「はい。わかってます」

「一度だけ、一度だけです。二度目はありませんからね」

「……肝きもに銘めいじておきます」

「祐介さんだから、こんなこと言うんですよ？　他の人だったら、絶対に許せません。そこのところ、わかっていてくださいね」

「うん。わかってる。ほんと、ごめん」

　僕は謝る。本当に反省はしているんだよ、そこは誤解しないでほしい。

　だけど、僕はついうっかり笑ってしまったのだ。

　だってさ。なんか、綾が可愛くてさ。

「ああっ！　なにがおかしいんですか！　本気で怒ってるんですからね」

「いや。ごめん、わかってる。わかってます。痛い痛い」

　ぼこすかと殴られながら僕は何度も謝る。しだいに綾もおかしくなってきてしまったらしく、その顔には笑みが浮かんでいた。

「やれやれ。これで落着、かな？」

　杏子のあきれた声に、僕らは振り向く。そうだよね、とりあえずこれで、めでたしめでたし。

　と、思っていたのに。

「ううううっ！　なんだ、この茶番は！」

　綾の父が大だい音おん声じようで叫んだ。

　そしてその声を合図にしたかのように黒塗りのクルマが数台やって来て、教会前の路上で停とまった。ドアから、ぞくぞくとＳＰらしい屈くつ強きような男たちが降りてくる。

　しかも路地を曲がって、ドーベルマンを連れた男たちも走ってやって来た。男の手にはさっき忘れてきたらしい、綾のハンカチが握られてる。

　もしかして。

　総当たりで他の教会を回っていたＳＰたちや、地道に匂いを追っていた人たちまでが、集結しちゃった？

「ええい！　こうなったら、力ずくでも綾を連れて帰ってやるからな、綾！」

「うそ！　本当に！」

　男たちがじわじわと囲いを縮める。数すう匹ひきのドーベルマンがよだれを垂らしながら、にじり寄ってくる。リードが解かれたら、襲いかかってくる気満々だよね、あれ。

　さすがに、女の子が多いということもあって手て荒あらなことはしてこないけど。

　この包ほう囲い網もうを突とつ破ぱするのは不可能に近い。

　僕らはじわじわと中心へ、つまり綾の父へと追い詰められてしまい、

「来い、綾！」

　伸ばした手に綾が捕まった。

　しかもあろうことか手荒に引っ張られたせいで、綾は転んでしまう。

　綾の父はなおも執しつ拗ように綾を連れて行こうと、その手に力を込めようとした。

「やめろっ！」

　僕は反射的に間に割ってはいる。綾を放した父の手は拳に変わって、振り上げられた。

「キサマ！」

　殴られる。

　僕は目をつぶって、身構えた。

　けれど。

「やめてくださいませ、旦那さま！」

　聞き覚えのある声が、すぐそばから聞こえた。いつまでたっても落ちてこない拳に、僕はゆっくりと目を開ける。

　みれば小町さんが、綾の父の振り上げた腕をつかんでいた。

「どういうことだ、小町。自分のしていることがわかっているのか？」

　ドスの利いた声。いつもの小町さんならびくびくして、何度も謝るに違いない。それでなくても相手は、大恩ある雇い主ぬしの旦那さまだ。

「罰ばつならば、あとでお受けします。クビにするというならば、それでも構いません。でも、これ以上はもう見ていられません」

「おい、小町！」

　小町さんは綾の父から手を離すと、深々と僕に向かって頭を下げた。

「申し訳ございませんでした」

　わけがわからない。謝られる覚えなんてまるでないのに。

「え。どうしたんです、小町さん」

「わたくしはウソをついておりました」

「……ウソ？」

「小町、やめろ。なにを言うつもりだ」

　しかしその言葉も聞かず、小町さんはみんなの視線が集まるなかで、ゆっくりと口を開いた。



「小こい泉ずみさま、わたくしはあなたと関係など結んでおりません」



　あたりが、しんと静まり返った。



　　♪　　　　♪



「いや、だってさ、」

「たしかに一晩、隣で寝かせていただきました。しかしそれだけです。酔っていたのをいいことに、そう勘違いするようわたくしが仕向けたのです」

　……え。えええええっ？

　それじゃ、あの枕元のティッシュなんかも小町さんが置いただけってこと？

　え。でも、僕のフェロモンが説明がつかない。あきらかに興奮しちゃったと思ったときでも、発散されなかったような気がするけど。

「モテルゼＸについてもお聞きしていたので、お寺まで同行させていただき、血液をお借りしました。しかるべき研究機関にまわして、その効果を打ち消すクスリもなんとか作り上げ、あの夜に投とう与よさせていただいたのです」

「そんなことしていたの？」

　な、なんだか拍ひよ子うし抜ぬけしてしまった。もちろん小町さんと何もなかったんだから、とても嬉しいんだけど、思わず「あはははははは」なんて、乾いた笑い声が口からもれてしまう。

　隣にいる綾も、ほうけた顔をしていた。

「小町さん、なんでそんなことを……？」

「小泉さまと寝たことにして、お嬢さまとの仲を引き裂さけと旦那さまに命じられたのです。しかし工作したものの、わたくしの口からお嬢さまに、そのようなウソをお伝えすることは、ついにできなかったのです」

　言われてみれば小町さんは式場についてからも、ずっと様子がおかしかった。あれは、僕との過ちのせいかと思っていたけど、そうじゃなかったのか。

　小町さんの中で雇い主への忠義と、綾への想いが交こう錯さくしていたせいなんだ。結局、何も綾に切り出せないまま時間ばかりがすぎてしまい、そして。

「そんなところにクラシックの先生がやって来ることになって、しびれを切らした黒幕本人が出張ってきたって、ことか」

　僕は綾の父を睨にらみながら、つぶやいた。

　彼はさすがに居い心地ごこち悪そうに、目をそらす。

「なんて、ことを。お父さま、いくらなんでもひどくありませんか!?」

　丁寧な言葉は変わらないが、綾は激しく食ってかかった。それこそ親であることを忘れて、手をあげてもおかしくない勢いだった。綾は空手の有段者だから、本気を出したら相当強いのだ。

　綾の父はなんとか言い繕つくろおうと、言葉を探す。

「だが、しかし。これもおまえのことを思ってやったんだ。こんなヤツらと一緒に音楽をつづけるよりは、」



「自らが愛し、また愛されている人とともに奏かなでる音楽こそ、わたしは本物だと思いますよ。沢さわ野のさん」



　枯かれてはいるけど、穏おだやかな女性の声が、突然割って入った。

　僕らは一斉に振り返る。

　取り囲んでいたＳＰたちの輪が、さあぁと引いていく。まるで誰もいなかったかのような足どりで僕らに近づいてくるのは、背の小さな老ろう齢れいの外国人女性だった。丁寧にセットした髪は真っ白く、顔にも深い皺が刻まれているけど、背筋をしゃんと伸ばして歩く姿は若々しく感じられた。大きな碧へき眼がんを、笑みのカタチに変えて僕らを見つめる。

「あなたは……」

　綾が小さくつぶやく。

「コーエン先生！　どうしてここに」

　綾の父が声を振り絞る。

「いえね。屋や敷しきの人たちに事情を聞いて、だったらわたしたちも行ってみましょうって、ハイヤーを飛ばして来たのよ」

　流りゆう暢ちような日本語を操あやつりながら、コーエン先生はまるでいたずらを思いついた子どものように笑う。

「だけど、沢野さん。頭ごなしに叱りつけるのは、良くないわ。わたしはまだ綾さんと彼らのセッションを聞いてないけれど、きっとすばらしい音楽を聞かせてくれると思うの」

　沢野家のトップに、こんな口をきけるなんて、なかなかいないと思う。あ、僕はさっき口走っちゃったけど。

　やっぱりこの人は本物なんだなぁ。

「なぜ、そんなことが、」

　しかし綾の父はなおも必死の抵抗を試みる。体面を保ちたいのはわかるけど、いまさらなにを言ってもカッコ悪いのは変わらないと思うんだけど。

　なんて思っていると、いきなりタタタタタタッと駆け寄ってくる足音が響いてきて。

「祐介！　久しぶりデス！」

　ぶつかられた。

　正確には抱きつかれたんだけど、いまの勢いは自動車事故に近かった。ちょうど胸むな板いたにぶつかった、ぽにょっとした感触もエアバッグみたいだし。

　……ん？　ぽにょ？

　目を白黒させながら、僕は相手を確かく認にんすると。

「パメラ！　え、本当に！」

　陽気な笑みを浮かべて、パメラがもう一度ハグ。

「ちょっ！　祐介さん、誰ですか！　この人！」

「あー、えっと。ほら、お寺行っていたとき、ちょっとだけ一緒にいたパメラさん。綾たちとは入れ違いになったみたいなんだけど」

「ふーん。そうなんですか。わたしのいない間に、こんなキレイな方と。わたし、全然聞いてませんでした」

「ああ、なに誤解しているのさ！」

　まったく、こんなことで怒っている場合じゃないだろうに、もう。

「っていうか、パメラなんでここにいるの？」

「おばあちゃんが日本に行くというので、またきちゃったデス。オウ、でも信じられないデスネ。また祐介に会えるなんて」

　ええ。ちょっと待って。この状況で、おばあちゃんって言ったら。

　コーエン先生しかいないよね。

「パメラって、コーエン先生のお孫さんなの！」

「ハイ。ワタシ、パメラ・コーエン。名乗りませんデシタ？」

　聞いてないよ。たぶん。

　唖然としている僕らに、コーエン先生は優しく微笑む。

「あなたのことはパメラから聞いていてね。アヤ・サワノとユウスケ・コイズミと聞いて、途中もしやと思っていたんだけど、やっぱりそうだったようね」

　たしかに綾の話もしたような。しかもけっこう恥ずかしい決意を聞かせた気もするよ、初対面で二度と会わないと思っていたから。

　コーエン先生はいきなり大おお仰ぎように両手を組むと、キラキラとした目で晩秋の空を見上げた。

「愛する人のために、お寺に行って修行までする。すばらしいと思うわ」

　なんだろ。これ、パメラもやっていた気がするな。やっぱり祖母と孫だ、血は争えない。

　コーエン先生は、ふと綾に向き直ると少しだけうらやましそうな目をして。

「綾さん、あなたも素す敵てきな人に愛されてるわね」

「ハイ！」

　笑顔の綾に、コーエン先生は笑みを返した。

「というわけ。こんなふたりを引き裂いてまで奏でる音楽が、本当にすばらしくなりえるのか、ちょっとわたしは疑問だわ。とりあえず留学の話は、ゆっくりしましょう。お茶でも飲みながらね……淹いれてくれるのでしょう？　ほら、パメラも行きますよ」

「ハーイ。じゃあね、祐介。またゆっくり日本に遊びに来たときは、相手してほしいデス」

　パメラをともなってコーエン先生は待たせていたハイヤーへ戻る。

　途中、ふいにコーエン先生は僕らを振り返った。

「ああ、そうそう。綾さん、引き裂かれるのは感心しないけど、わたし、失しつ恋れんは音楽家を育てると思っているのよ」

　コーエン先生の笑みが、僕はかえって恐ろしかったです。ハイ。

　綾も引きつった笑みを浮かべるのが、やっとだった。

「旦那さま、お戻りになってコーエン先生のお相手をするべきかと存じますが」

　小町さんが綾の父に、礼をしながら告げる。

「う。うぐぐぐぐぐ。面白くない。今日は先に帰っているが、綾。まだこの話は終わっておらんからな！」

　綾の父は捨てゼリフをはいて、黒塗りベンツへと乗り込んだ。

　小町さんは恭うやうやしくドアを閉める。

　なんか、もう、いろいろあったけど。

　これで一件落着、だよね？

　みんなで笑いあっていると、ふいに理緒菜さんが思い出したように声をあげた。

「あれー？　でもー。これでモテルゼＸの効果ってー切れちゃったんだよねー。もったいないなー」

「なんですか、それ」

　むしろ良かったに決まってる。これで、ようやく普通の生活が送れるんだから。

　いろいろ大変だったけど、普通の体質に戻ったことだけは怪け我がの功名だね。

「うーむ。そういうわけじゃったのか」

「あ。なんだよ、じいちゃん、いまごろ出てきて」

「馬ば鹿か者もの。あんな荒くれどもに囲まれていて、助けにいけるわけもあるまい。女たちの群れじゃったらまだしも」

「ああ、はいはい。期待した僕がバカでした」

「このっ。おまえは本当に感謝を知らんな、これから診みてやろうとしているのに」

「え？」

　なんて言っている間に、じいちゃんはささっと、僕をあっかんべさせたり喉にボールペンを突っ込んでのぞき込んだりする。

「な、なんだよ、じいちゃん。いきなり！」

「んー。たぶんなんじゃがの……ああ。お嬢さん、こっちこっち」

「わたしですか？」

　なにげなく綾を呼びつけると、じいちゃんはいきなり。

　ウェディングドレスのスカートをバッとめくりあげた。

　僕の視界に、白いストッキングとガーターベルトとこれまた純白のパンティーが飛び込んでくる。なんというか、清せい楚そでありながら艶なまめかしいという、ふだんならばありえない要素を融ゆう合ごうさせた、すさまじい光景がそこにあった。

　しかも相手は、綾だ。

　当然、えっちな気持ちにもなりました。

「な！　きさま！　なんてことを！」

　綾の父も怒り心頭でベンツを降りてきた。

　そのとき。

「あー。もー、この感じー久しぶりー。やっぱりユウくんはーこれじゃなきゃねー」

　真っ先に理緒菜さんが失礼なことを言いながら、膝をついていた。



    

  
    
      「あ、だめ。油断してた」

　杏子は赤い顔をして、その場に女座りしてしまう。美雪ちゃんはあんまり見た目は変わらないけど、そのぶん目だけが爛らん々らんと輝いて。

「──もう我が慢まんできない」

　物ぶつ騒そうな発言とともに僕に飛び掛かろうとして、杏子に首根っこをつかまれていた。さらに杏子は僕ににじり寄ろうとしていた理緒菜さんの腕も捕まえる。

「──なにする」

「私が我慢してるんだから、抜け駆がけさせないっ！」

「──そんなの自分に関係ない！」

「そーだよー。もーそんなこと言うならー杏ちゃんから、やっちゃうよー？　絶頂で気を失ってもらってー、そのあとでーユウくんをやっちゃうって、どー」

「──いい考え！」

「な。ちょ、バカやめて、いや。きゃあーやめて！」

　とか、ぎゃいぎゃいぎゃい、やっていた。

　なんて地獄絵図なんだろう。

　しかも騒さわぎはそれだけじゃすまなかった。引き上げようとしていたＳＰたちが連れていたドーベルマンが、きゃんきゃん騒ぎだしていた。男たちの間を喜び駆け回り、ときには飛び掛かって腰を振り出したり。

　僕のかたわらにきて、腹をみせているヤツまでいる。

「え？　これって、まさか？　動物にまでフェロモンが効いちゃってる？」

　そんなバカなと思うが、それしか考えられない。

　しかも中には綾の父にまで飛び掛かったヤツがいた。

「うわ。なんだ、この！　誰が飼っていると思っているんだ！」

　綾の父が僕に敵意を向けてたから、守ってくれたのかな？

　なんて思っている間に。

　がぶっ。

「ぎゃああああっ！」

　絶叫が響きわたった。あーあ。尻しりをあんなに噛まれて。可哀そうだけど、ま、僕らに、けしかけようとしていたフシもあるから自業自得かな。

　この騒ぎの中で。

　じいちゃんは、したり顔でうなずいた。

「やはりな。わしのクスリの効き目が、そんなに簡単に打ち消せるわけないんじゃ。抑よく制せい効果も一時的。だいたいこの程度なら、すでに試作しておったわい」

　そして助手席のドアを開けようとして、そのまま腰こし砕くだけになってしまった小町さんに呼びかける。

「小町さんとやら、研究機関の連中に言っておけ、若造が手を出すな、とな」

「は……はひぃ」

　あううっ。ごめん、小町さんまで。

　ああ、でもこの場合どうすればいいんだろ。女の子に迫られてるわけじゃないから、命の危険を感じることはないけれど。

「祐介さん？　嬉しかったですか？　わたしのスカートの中をのぞいて」

　ぎくっ。

「いや。えっと……はい」

　前言撤てつ回かい。僕の命はいま、激しく危険にさらされている気がします！

「あの、綾さん。僕もひとつ聞いてもよいですか？」

「なんです？」

「なんで、にこにこ笑っているのに拳を固めているんですか？」

「乙女おとめ心ごころはフクザツなんです！」

　一いつ喝かつされるなり、綾は僕へと一歩間合いを詰めた。



　僕は気持ちよく気を失うことができましたとさ。



    

  
    
      エピローグ





　リンゴーン　リンゴーン

　教会の鐘かねの音が響くなか、僕は若いハーフっぽい牧師の前で新婦を待つ。

　やがてウェディングドレスを身にまとった新婦──綾あやが、あの石頭の父に手を引かれながら純白のバージンロードを歩いてくる。

　ゆっくりと、ゆっくりと、踏みしめるように。

　やがて綾は僕のもとにまでたどり着いた。はやくも涙目の父から受うけ継ついだ綾の手は、わずかに震えているような気がした。僕が静かに微笑みかけると、その震えはぴたりと止まる。

　牧師は咳せき払ばらいをして。

「それではまず新郎には結婚の誓せい約やくを」

　来た、と僕は身構えた。

　病やめるときも健すこやかなるときも、汝なんじはうんぬんってあれだ。



    

  
    
      「──結婚の誓約を、してもらおうと思いましたが、そんなのもなんかいまさらなので飛ばしちゃいましょう。指輪の交換」

「ええ。もう!?」

「──も、めんどくさいので家でやってください。はい、それでは続きまして」

「なに、その総合司会みたいな進行っ！」

「誓ちかいのキスをお願いします」

「えっ？」

　戸惑うひまもなく、綾は僕に向き直った。どぎまぎしながらも僕は綾のベールをあげる。変わらず可愛いけど、どことなく大人びた顔の綾がそこにいる。

　うわ。キレイすぎて、幸せすぎて、ドキドキしてきた。

　僕は綾の肩をそっと抱く。

　綾は目を閉じて、わずかに背せ伸のびする。

　近づく唇に僕はそっと。





「ほらっ！　起きろ！」

「できたよー。ユウくん」

　ばすっと脳天に走った衝しよ撃うげきに僕は、目を覚ました。

　な。なんだ、夢か。

　あー。残念。っていうか、いま思うとけっこう恥ずかしい夢だった。うわ、顔赤くなってないかな。

　なんて思いながらあたりを見回して、ここがどこだか気がついた。

　この間の結婚式場の控え室しつ。ＰＶのためにと、またここを借りることができたのだ。

　ま、それはいいんだけど。

　僕は自分の格好に目を落として、かたわらでニヤニヤしている杏きよ子うこと理り緒お菜なさんに文句をたれる。

「ほんとに、これやるの？」

「あたりまえじゃなーい。せっかくー貸してくれるのにー、使わない手はないよー。受験勉強なんてーどうでもよくなっちゃうもんねー」

「良くないでしょ、それは！　それにどうせなら綾を撮ればいいでしょう？」

「それはさ。この間、あんたが綾を引っ張って逃げ回るシーンを押さえていたから、あれですんじゃってるのよね。むしろドラマチックで面白かったし。だから今日は念のため。っていうか、お遊び。──そう説明したよね、祐ゆう介すけ」

「だからってさ！　なんで僕がウェディングドレスを着なくちゃなんないの！」

　……そう。

　僕はウェディングドレスを着て、鏡台の前でメイクされていたのだった。その途中、目を閉じてじっとしていたら、うっかり眠っちゃったんだよね。

「大丈夫よ。あんた可愛い顔してるから、女装しても似合う似合う」

「そうよー。あたしのメイクの腕を信じなさーい。もう、うっかりするとー、ユウくんが男の子だって気づかれないからー」

「……それ。ぜんぜん嬉しくないですよ？」

　ため息に重なるように、ドアのノックが響いた。

　入ってきたのは、綾と美み雪ゆきちゃんだ。

　うわぁ。綾のスーツ姿、かっこいい。

　押さえで撮っておく映像は、男女逆になっている結婚式なのだそうだ。杏子や理緒菜さんの男装も悪くないけど、やっぱり綾の新しん鮮せんさにはかなわない。って、これは惚ほれてしまえば、あばたもえくぼってヤツか。

　ちなみに美雪ちゃんについて言げん及きゆうしなかったのは、その……なんか七五三みたいだから。

「──祐介、なんか失礼なこと考えなかった？」

「ううん、そんなことない。ない」

　と、そのとき。綾がまじまじと僕を見つめていることに気がついた。

「な、なに？　どうかした？」

「いえ。祐介さん、本当に可愛いですね」

「綾までそんなこと言うの!?」

「だって。鏡でよく見てみました？」

　言われて、僕はあらためて鏡をのぞき込んだ。

　そこにはウェディングドレスを身にまとった花嫁がいた。

　いや、一瞬それと錯さつ覚かくするほど、正直可愛かった。

　しかもこのドレスは、いま見た夢で綾が着ていたものと同じで……意識しなくても、さっきの夢を僕は思い出してしまった。

　間近に迫る、目を閉じて背伸びする綾の姿。

　それを思おもい浮かべて僕は思わずドキドキしてしまった。

「えっ。ちょっと。ユウくん、いまフェロモン出したー？」

　……はい。出たと思います。

「それって何？　祐介が自分の女装姿に欲情しちゃったって……こと？」

「──それは問題」

「え。いや、これは違う！　さっき夢で綾と、その……結婚式でキスするシーンだったから……」

　なんて言っても杏子たちは聞いちゃいなかった。

「自分の姿にやらしい気持ちになっちゃうなんてー、ちょっとゆがんでるよー」

「──まさにナルシス」

「このままだとさ。祐介、おかしな趣しゆ味みに走っちゃわないかな」

「──きっと寺での修行の弊へい害がい」

「あたしもー、そう思うー。きっとー、違った道に目覚めちゃったんだよー」

「そ、そんなことないですよ！」

　なんてこと考えるんだ、この子たちは！

「あたしたちでー女の子の良さを思い出させてーあげないとー」

「──手て遅おくれになる前に」

「これは祐介を救うためなんだから。しかたない、しかたない」

「ちょ、なんで、こっちににじり寄ってくるの！　綾も見てないで助けて！」

　しかし綾は頬を赤くさせると、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

「そ、そんなやらしい夢を見るような人は知りません」

　うわ。綾にはきっちり聞こえてたの!?

「って、やらしいって、そんな普通じゃない？」

「知りません」

　綾はいまだ赤い顔で、僕に向かってべーっと舌を出した。

　あれ？　なんか綾、珍めずらしくはしゃいでる？

　そんな気がして、しばし呆然としてしまったけど、状況はそれを許さなかった。

「さあーユウくん。いまこそー瞬しゆ時んじにボタンを外す秘ひ技ぎをー見せるときよー」

「さんざん見てきましたよ！　理緒菜さん！」

「しかたない、しかたない。これは祐介のため、祐介のため」

「杏子、怖いって！　目が据すわってるよ！」

「──はじめてが○ピーＰピーって、誰にも言えない」

「なら、やめようよ、美雪ちゃん！」

　男装の女の子たちが、ウェディングドレスを着た僕に迫るって、ハタから見たらそのまんま危ない光景だろうな。なんてそんなことを現実逃とう避ひ気味に考えながら、僕はいつものようにみんなから逃げ回らなきゃいけなかったのだった。



「大丈夫ですよ、祐介さん。本当に危ないと思ったら、助けてあげますから」

　これくらいじゃまだ、本当に危ないってレベルじゃないの？

　綾も毒されてきている気がするよっ。

　ああ、でもきっと。綾の夢は変わらないんだろうね。そうでしょ？

「もちろんですよ、祐介さん」



    

  
    
      あとがき





　さてさて、「しないの。」の続編「しちゃった？」は、いかがでしたでしょうか。まだ買ってない人は、できればいますぐレジに……

理緒菜「ちょっとちょっとー。型通りのあいさつなんてー、どーでもいーでしょー？」

　うわ。なんだ、あとがきにまで顔出して。

　理緒菜の出番は、もうすんでるだろ？

理緒菜「だってー。今回、あたしの出番少なかったしー。言いたいことあるんだもーん」

杏子「そうね。私も納得いかないとこあるな」

　みんなまで。……なんなんだ、どいつもこいつも。

美雪「──『あとがき』のページを十枚ももらって戸惑ってたクセに」

杏子「本当は嬉しいのよね」

　お、おまえらな！　作者の事情に詳しすぎるぞっ！

綾「まあまあまあ。この際なんで、聞いてみましょうよ、ね？」

　でも、いまさら直せないんだぞ。著者校だって終わってるんだから。

綾「ほら次に生かせるかもしれないじゃないですか」

美雪「──次があれば、の話だけど」

　み、美雪！　おそろしいこと言うなよ！　笑えないだろ！

　ああ、もう！　いいや。じゃあ、理緒菜。なんだよ、言いたいことって。

理緒菜「決まってるでしょー。ユウくんとの絡みが少なかったー。結局モノにできなかったしー。『しちゃった？』なんてタイトル見たらー読者のみんなもユウくんとあたしの情事を期待してるに決まってるのにー」

綾「な。なんてコト言ってるんですかっ！」

　あのな、しょうがねえだろ。

　ただでさえ「これ、なんてエロゲ？」なんて批評されてるのに、そんなこと書いたら少年向けに発売できなくなるだろうが。俺だって書きたいけど。

杏子「……ぶっちゃけたわね」

綾「……開き直りです」

　あーあーあー。なにも聞こえなーい。

　それによ。理緒菜の見せ場なら、きちんと作ったろうが。

　ほら、相手脱がすために見せたあの大技。

理緒菜「あれだけー？　見せ場っていうならー、あたしのこのカラダをー見せないとー」

綾「わー。脱がないでくださいよ！　ああ、もう。この話は終わりにしましょう。えっと、杏子先輩はなにが不満なんですか？」

杏子「あのさ……私のキャラ、途中から壊れてない？」

　え？　そうか？　むしろ、後半覚醒したと思うんだが。こう、理性と欲望が心の中でぶつかり合うというか。

　具体的にはぶつぶつと、ひとり言しゃべりだすとか。

杏子「そこよ、そこ！　私って、もっとまともなキャラじゃなかった？」

　いいじゃん。あんまり文句言うなよ。

「しないの。」は、そこそこ美味しい役どころだったんだし、俺の友だちの（エロコメ）作家さんも、綾より杏子の方が断然イイ女だって言ってたぞ？

杏子「嬉しくない！　エロコメってあたり、なお嬉しくないわ！　モテるなら祐介が良いのに！」

　いやー。モテてると思うよ？　祐介だって杏子のこと好きだし。

杏子「そういう好きじゃなくって！」

綾「まあまあ、落ち着いてください。なんか殺伐としてきましたから、他の話題にしましょうよ」

美雪「──さすが祐介の本命。発言に余裕ある」

綾「そ、そういうわけじゃないですよ。というか、美雪さんこそ、人が変わってるように思います。前はもっと理知的で、よく考えてる人だと思ってました」

美雪「──よく考えて、分析した上で言っている」

　まあ、たしかに今回のお話でも、そんなところは見えたかな。

　こう、布団の中で……。

美雪「──ちょっとテレる。恥ずかしい」

杏子「とか、言いつつまんざらでもない顔してない？」

綾「そうですよ。それにあれは……もっと他の方法なかったんですか？」

美雪「──あれが、てっとり早い。それに綾も似たようなシーンあったはず」

綾「え、いや。あれは……その……」

　綾も美味しかったよな。

　もうちょっと踏み込んでいたら、タイトルが「しちゃった？」から「しちゃった！」に変わるところだったのに。

綾「なに言ってるんですか！　もう、わたしのことはいいんです。それより、えっと、そうです。あとがきらしく、作者の話をすればいいじゃないですか！　たとえば……そうだ、バンドはどうなったんですか？」

　ああ、それ？　趣味としては珍しく長いことつづいてるかな。

　まだ、ドラム叩いてるよ。

　近況としてはメンバーに鈴木大輔先生がベースで入りました。杉井光先生はキーボードに変更。ポジションとしては、これで落ち着いた感じかな。

　みんな演ってるときは、まるで少年の目。

　……なのはいいんだけど、夜中の十時に「零時スタートでスタジオ予約したから来て！」っていうのは、さすがにビビったな。少年すぎる。電車で一時間かけて行っちゃう俺も、人のことは言えないんだけど。

　あと鏡貴也先生のロッカーぶりもすご過ぎ。肩を剥離骨折して絶対安静なのに、ギター弾きに来てたからなぁ。終わったあとで「あ、なんか痛いかも」じゃありません、まったく。あと原稿何十枚も書いてからスタジオに来るのも、ちょっとヘコむんで勘弁してほしいです。どんだけ充実した生活送ってるんだ、あの人は。

　あ。それと、あまりの俺のふがいなさに、ドラム教室を勧められました。まさかこの歳で（専門学校で講師もやっているのに）人に教わることになるとは思わなかったぜ。

　いや、すごくためになるし、面白いんだけどね。

　すっごい基本から教わり直していて、先生の優しい眼差しがかえって痛いんだ、これが。

　キーワードは「よけいな力抜いて叩こう」

　──って、さ。

　こんな話、読者のみんな、読みたがるのかな？

杏子「いや、いいんじゃない？　作中より、よっぽどバンドらしい話しているし」

理緒菜「あんまりーバンド関係なかったもんねー」

　うっ。それは、言うな。こっちにも事情があるんだよ。

　ヤバいな。この話していると、いろいろと墓穴を掘りそうだ。

　なんか別の話題にしよう。

綾「でしたら、あとがきらしいのは、作品の創作秘話とかですよね？　このシリーズは、どうして、こんなお話にしようって思ったんですか？」

　えー？　そんな昔のこと……忘れたな。

杏子「あ。いまなんか、遠い目をした。なんか思い出したはず」

綾「ウソはよくないです」

　いや。そんなことは、ないよ？

理緒菜「でもー。そんなのー、聞かなくてもわかるんじゃなーい？　なんかー、どこかのギャルゲーとかでありそーじゃないー？　モテモテになっちゃうモテルゼＸとかってー、くだらない設定ー」

　くだらない言うな。

　昔、知り合いの女の子にアイデア話したときも、おんなじこと言われたけどさ。

理緒菜「あー、やっぱりー」

杏子「っていうか、女の子になに話してるの。新手のセクハラ？」

　そ。そんな話じゃないだろ？　「しないの。」は！　誤解を招くようなこと言うなよ。

　それに、だいたいだな。

　最初のアイデアでは、モテルゼＸって、なかったんだぜ？

杏子「ええっ!?　ウソ」

　本当だよ。あったのは“〝すっごく貞操観念のカタい女の子”〟を好きになった少年の話ってだけ。

杏子「綾かぁ」

美雪「──さすがメインヒロイン」

理緒菜「まー。それはしょうがないけどー。じゃー、なんでそんな設定にしようって思ったのー？」

　え。

　いや。

　それは……。

美雪「──昔、作者自身も好きな女の子に言われたことがあるらしい。『しないの。』のオビにあった綾の決めゼリフとおんなじこと」

綾「え……？　それって『バージンロードをバージンで』っていう……？」

美雪「──そう」

　どわあ────────────っ！

　ばかばか、なんで、おまえバラしてるんだよっ！

理緒菜「うわぁー。かわいそー」

杏子「ひど……。実体験を作中に盛り込むのはともかく……これは……イタすぎ……」

綾「いままでなんで、こんなえっちなシチュエーションばっかりなんだろう、って思ってましたけど……なんか許してあげられそうな気がしてきました」

美雪「──作者の願望、垂れ流し……」

理緒菜「どおりでーえっちなシーンばっかりなわけだー」

杏子「抑圧されてるから、その反動なのね、きっと……」

　うっさい、うっさい。

　ええい、そんな同情の眼差しで見るんじゃねえ！

美雪「──仲間内からも『どういう心境になれば、これを書こうって思えるんだ？』と、あきれられたらしい」

杏子「まあ、事情を知っていれば、なおさらよね」

綾「恥ずかしすぎます……」

　ああ。うるさいなっ！

　いいだろ、ついカッとなってネタにしたんだよ。魔が差しただけっ！

綾「それで、その人とはどうなったんです？」

　それは……。

理緒菜「（綾の肩にぽんと手を置いて、首を振りながら）……綾ちゃん、それは……」

美雪「──聞かないのが、優しさ」

杏子「まあ、そうだよね」

　ああ、くそ。もういい、その話はおしまい、おしまい！

　まあ、ともあれ。

　いろいろありましたが、どうにか「しちゃった？」を読者のみなさまにお届けすることができて、ホッとしております。

　今回もさまざまな方に、お世話になりました。

　担当編集のＳさま、今回もご助力ありがとうございました。新担当のＮさま、これからもよろしくお願いします。

　すばらしく可愛い、そしてすこぶるえろっちいイラストを描いてくださいました、あぶりだしざくろさま。本当にありがとうございました。

　プロットを組んでいるときにブレストに付き合っていただいた松村くん。助かりました。寺での修行シーンは、キミがいなければ、あんなふうにはならなかったと思います。

　そして最後に、この本を手にとってくださった読者のみなさまに、最大級の感謝を。

　ありがとうございました。

鯨晴久　拝　



（追伸）この作品と前後してＧＡ文庫より「みんなのヒ・ミ・ツ」が発売されます。

そちらもチェックしていただけると幸いです。ちなみに、そっちもラブコメなのです。



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

鯨 晴久 先生／あぶりだしざくろ 先生
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